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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──特別指定教区・第四区。




　御みさ陵さぎ学院中央の教会は、多くの学生たちに満たされていた。

　ノートを片手に会衆席へ座すわり、説せつ教きよう壇だんに立った神しん父ぷを見つめている。

　ひどく、年若い神父だった。

　実際、その外見は、ほとんど学生たちと変わらない。

　十七、八といったころか。やや癖くせのある髪かみに、意思の強そうな黒い瞳ひとみ。学生たちが中学生であることを差し引いても、本来なら授業など受け持つ年ねん齢れいではあるまい。なのに、そうした事情を気にしている者は、教会のどこにも見あたらぬようだった。

「──サムエルは油の入った角を取り出し、兄弟たちの中で彼に油を注いだ。その日以来、種の霊れいが激しくダビデに降るようになった。サムエルは立ってラマに帰った」

　すう、と聖せい典てんの一節を朗読する。

「預言者サムエルが、主の言葉に従ってダビデに油を注ぐ一節です。これによって、ダビデは次の王になることを決定づけられます。ひとつの時代の終わりと始まり。ある意味で、ダビデはここで生まれ変わり、主の計画を歩き始めたのだと言えるでしょう」

　その一いつ般ぱん的てきな解かい釈しやくと、聖典上の流れに触ふれていく。

　もとより教会とは、説教壇からの声が隅すみ々ずみまで通るよう設計された建築物であるが、少年の声こわ音ねには特別な艶つやが聞き取れた。

　カリスマといってもよい。

　騒さわがしい思春期の学生たちが、ほんのひとときとはいえ静かに座してしまうような、淡たん々たんとした──しかし、確かな『芯しん』を持った声音。けして威い圧あつ的てきではなく、ゆっくりと聞く者に染しみいっていく言葉。

　この半年で、少年が獲かく得とくしてしまった『在り方』。

　淡あわく、微び笑しようする。

「知ってのとおり先月から待降節アドベントに入っており、来週には聖せい誕たん祭さいを迎むかえます。これもまた、ひとつの時代の終わりと始まりでしょう。今のダビデの説話のように、皆みなさん自身も主の御み業わざのひとつなのだという自覚を持って、その上で楽しく過ごしてくださいね」

　ぱたりと、聖典を閉じた。




「──というわけで、本日の授業を終しゆう了りようします」




　ほぼ同時、学院の鐘かねが鳴ると、すぐ教会にざわめきが戻もどる。

　さきほどまでの慎つつましやかな静せい寂じやくなど、一いつ瞬しゆんで忘れ去ったかのような喧けん噪そう。ちょうど昼食のタイミングだということもあり、駆かけだしていく生徒たちの背中もちらほらと見られる。

　別段、それをとがめることもなく、

（……はあ）

　と、少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤは、こっそり胸の内でため息をついた。

（……だいぶ慣れてきた、かな？）

　ぼんやりと、思う。

『九瀬諫いざ也や』のニセモノとして、この都市に赴ふ任にんした当初はおっかなびっくりだった神しん学がくの授業も、今は生徒たちひとりひとりの様子を確認するぐらいの余よ裕ゆうを持てている。

　無論、イザヤの神学知識自体は付け焼き刃ばなので、このあたりの成長は主に度胸や見切りの向上によるものだ。

　どの程度の情報を与あたえれば、どういう反応が返ってくるか。

　自分の付け焼き刃を誤ご魔ま化かすには、どういう風に授業を運べばいいか。

　実際の担任となれば、さらに細やかな配はい慮りよや人生経験が必要となるわけだが、幸いイザヤはそこまでの任を与えられていない。校内カウンセラーもほかにいるので、懺ざん悔げや聴ちよう聞もんなど学校では多くなりがちな神父の仕事も、最低限ですんでいる寸法だ。

（……なんか、ますます、泥どろ沼ぬまにはまってる気がするぞ）

　生徒たちを見つつ、表情に苦みが浮ういてしまう。

　自分が騙だますことばかり上う手まくなっているのだと考えると、あまりいい気持ちはしない。

　だけど。

　少しだけ、違い和わ感かんもあった。

　そんなことに、罪悪感を覚えるような自分だったろうか。

　他人を騙すことなんて、ごく当たり前の日常でしかないのが、かつての少年──イザヤという偽にせ者ものになる前の自分ではなかったろうか。

（…………）

　この都市に来て半年。

　いろいろと変わっていったものに、少年は思いを馳はせる。

　自分の環かん境きよう。自分の内側。ずっと染しみついていた感性や思考の癖くせが、少しずつ変わってきているのを、イザヤ自身も感じている。とりわけこだわっていたわけでもないが、そういう変化は人に内省を促うながすものだ。

　つまるところは、回想と反はん芻すう。

　ひとつずつ思い返すことで、自分のアイデンティティを確立する作業。

　こんな風に、自分を変えてしまったものは、何だろうと。

　たとえば、それは──




　──『私は、イザヤ様の武器です』

　──『イザヤ様の剣けんとなり、イザヤ様の盾たてとなり、イザヤ様を守護するために存在するのが私です。そういう存在こそが私だと、これだけは強く主張します』




　いつも少年の隣となりにいて、少年のありのままを見つめている、銀の髪かみの人形だろうか。

　それとも──




　──『イザヤ……兄様？　本当に……イザヤ兄様？』

　──『生きていてくれて、帰ってきてくれたんだから、それ以上望むことなんかありません。悲しむことだってありません』




　少年が演じる英えい雄ゆうの仮面を、そのまま信じてしまっている、ふたりでひとりの少女だろうか。

（……なんだかな）

　頭を搔かく。

　出会った人は多い。

　関かかわった事件も多い。

　うつろっていく季節は、どうしても人間を変えてしまう。それは自然なことで、忌き避ひするようなものでもない。

　だけど、考えてしまうのだ。

　一番、自分を変えたのは何だろう。

　無意識であっても、自分に変わりたいと思わせたのは、一体何だろう。

　そんなことを、考えていたときだった。

「イザヤさん、イザヤさん！」

　と、極きわめて騒さわがしい人ひと影かげが走ってきたのである。

「──どうかしたんですか」

　取り留めない思考をひとまず閉ざし、ゆっくりと振ふり返る。

　そこにいたのは見覚えのある、獅し子し鼻ばなにまるまっちい目をした学生だった。

　中等部生徒会書記・鈴すず木き大だい悟ごである。陸上部と掛かけ持ちをしている大おお柄がらな少年は、イザヤの反応を認めると、ぶんと大きくうなずいたのだ。

「あ、その！　イザヤさんにちょっとお願いがありまして！」

「……そんな大きな声を出さなくてもいいですよ」

「すいません！　地声です！　ええと、実はクリスマスに備えてのイベントで、イザヤさんにも協力してほしいんです！」

「は？　それって学校の行事ですよね？　僕がやることってありますか？」

　訊きき返すと、

「ありますよ！」

　と、鈴すず木きはやおら胸を叩たたいたのだ。

「だってイザヤさんが来ると、シスター・ノウェムも来るし、会長も大喜びっしょ！」

「っ──」

　一いつ瞬しゆん、息を詰つめたのは、それが思い浮うかべていたばかりのふたりだったからだ。

　もちろん偶ぐう然ぜんの産物だ。イザヤの顔を見て、鈴木がその名前を出したわけではあるまい。

　それは分かってはいたので、すぐに気を取り直し、

「……そういうものですかね」

　幾いく分ぶんか困った──本音の混じった顔で、イザヤは首を傾かしげた。

　この鈴木も、妙みようにイザヤに懐なついていた。

　同性で、年ねん齢れいが近いせいもあるだろう。まるで先せん輩ぱい後こう輩はいぐらいの感じで接してくる。もっとも、実際のイザヤに学校の後輩がいた試しなどないので、もしもそんなものがいたらこんな感じだったろうかと、曖あい昧まいに想像しているだけなのだが。

　ひとつ、ため息をつく。

「……で、何を手伝ってほしいんです？」

「さっすがイザヤさんは話が分かる！」

　ぱん、と手のひらと拳こぶしを打ち合わせて、鈴木が快笑した。

　こういう笑え顔がおになると、獅し子し鼻ばなのあたりに皺しわが寄って、不思議な愛あい嬌きようが生まれる。

　わりと考え無しで、いつも面めん倒どうごとばかり持ち出してくるこの少年を、なんだかんだで憎にくめない理由でもあった。他人へ深入りしないイザヤにしてからが、この相手にはあまり距きよ離りをおいて接しきれない。

　案外大人になってから成功するのは、こういうタイプだろうか。

「えっと、詳しいところは生徒会に行くまでにお話しするつもりなんですが、とりあえず一言で説明しますと──」

　ぐりぐりと自分のこめかみを拳で抉えぐりながら、




「──そう、聖せい誕たん祭さいのイベントです！」




　えへんと胸を張って、鈴木大だい悟ごは口にしたのであった。





２






　聖せい誕たん祭さい。

　その前夜と当日の二日間が、御みさ陵さぎ市しで最も祝福される時間であることは論を待つまい。

　無論、聖せい霊れい教きようにおいては復活祭イースターや聖霊降臨祭ペンテコステも同等か、教義的にはより重要視される期間なのだが、やはり日本での浸しん透とう度どではクリスマスに一歩譲ゆずらざるを得なかった。街中に流れるクリスマスソングも、アーケードを飾かざる金の鐘かねや月げつ桂けい樹じゆのリースといったオーナメントも華はなやかに、市民の多くが夢見心地の時間を楽しむのであった。

　御陵市が直接運営する学校──御陵学院もその例外ではない。

　むしろ、こちらの場合はより積極的だった。

　初等部、中等部、高等部、大学部、それぞれの校舎で盛せい大だいなイベントが催もよおされるのである。屋台にしろお化け屋や敷しきにしろ即そつ興きようカフェにしろ、この期間は、下へ手たな文化祭に数倍する規模の『お祭り騒さわぎ』が繰くり広げられる。

　とりわけ変わっているのは、投票制のシステムだった。

　すべての参加者から、退出の際最も楽しんだイベントに投票してもらい、この投票で優ゆう秀しゆうな結果をおさめた部活やクラスは、三学期の間、優先的に予算配分を受けられるというシステムになっているのだ。

　その、結果のひとつとして──




「今年の聖誕祭の人気投票は、中等部生徒会がもらいますえ！」




　ぐうっ、と拳こぶしを力強く突つき出したのは、中等部生徒会副会長・長なが岡おか静しず佳かであった。

　極ごく上じようの墨すみを思わせる黒くろ髪かみと、雪のように白い肌はだ。

　いつもはんなりとした少年の仕草に、今は野や獣じゆうのごとき活力が加わっている。もとより〈彼女にしたい男子ランキング・ナンバー１〉の座を独どく占せんしている静佳なわけだが、この凜り々りしさならば女性票の大おお幅はば増加も期待できそうだ。

「周囲からは、生徒会は優ゆう遇ぐうされてるとしょちゅう言われとるけど、実際の生徒会は万年予算不足！　つまりこの投票で優勝すれば、誰だれからも文句なく十分な予算を獲かく得とくできるということどす！　三学期だけの予算とはいうても、これで設備を整えれば来年の役員もぐっと楽になります。ここでウチらが発はつ憤ぷんせんといつすると言うんどすか！」

　吼ほえ猛たける舞ぶ台たいは、生徒会室。

　中等部校舎とは別に建てられた、小さな施し設せつである。

　冬の冷気も退けんばかりの副会長の熱弁に、ほかの生徒会会員はしんと静まりかえっていたのだが、不意に新たな音が生じた。

「──こほん」

　という、わざとらしい咳せき払ばらい。

　全員が振ふり返った先に、一ひと際きわ目立つ少女が座すわっていた。

　誰だれもが、一いつ瞬しゆん息を止めた。

　静しず佳かも学生としては相当なカリスマの持ち主なのだが、この少女の双そう眸ぼうにはただならぬ引力がこもっていたのである。十分以上に見知っている相手であり、普ふ段だんは軽口を叩たたき合うごく普通の少女だというのに、こと何かの会議になると、この相手は途と端たんに豹ひよう変へんするのであった。

　そのたたずまい。

　普通の制服でありながら、ドレスと見み紛まがう気品。

　この少女が座ると、ただのパイプ椅い子すが玉ぎよく座ざに変じるようだ。長い髪かみは夜の威い厳げんを湛たたえ、瞳ひとみは世界を映す鏡となって、あらゆる者を足下に跪ひざまずかせる。

　生徒会会長・朱と鷺き頭とう玻は璃りである。

　長いテーブルの一番奥おくに腰こし掛かけて、少女はゆっくりと口にしたのだ。

「副会長の言葉はもっともですけれど、基本的には生徒の自主性を促うながすためのイベントです。生徒会の仕事も、このイベントを補ほ佐さするのが主でしょう。それがほかの部活やクラスを挫くじくほど熱を入れてしまっては、本ほん末まつ転てん倒とうというものですわ」

「えー、でもそれじゃつまんないよ会長！　せっかくクリスマスなんだから、もっとこう、がーっと盛り上がる感じのハプニングとかサプライズとか仕掛けようよ！　その方がほら、いろいろ楽しいし……会長の秘蔵写真とかも撮とりやすいし……」

　最後は、少しだけ小声。

　こちらは、生徒会長補佐・架か城じようまゆきが唇くちびるをとがらせたのである。

　眼鏡めがねにそばかすが可か愛わいらしい同級生の言葉に、玻璃はすげなく首を振ったのだ。

「そういう問題じゃありません。そうでなくても、今年はいろいろ懸けん案あん事じ項こうが多かったでしょう。冬期休きゆう暇かや三学期に向けてのスケジュール編成も終わってませんし、夏休みの事件から不安がっている生徒のサポートもあります。それらを片付けているだけでも、十分年末までかかるはずですわ」

　ごく当たり前の正論を、なおかつ女王の貫かん禄ろくで言われては覆くつがえす術すべもない。

　あっという間に流れが玻璃に傾かたむいて、この場の結論が出てしまいそうになったとき、きらりと静佳の目が輝かがやいた。

　ばん、と扉とびらが開いたのだ。

　入ってきたのは大おお柄がらな少年と、なにやら狐きつねに鼻をつままれたような表情をしている年若い神しん父ぷ──鈴すず木き大だい悟ごと九く瀬ぜイザヤであった。

「い、イザヤ兄様？」

　思わず声をうわずらせた玻は璃りをよそに、鈴すず木きがそそくさと静しず佳かのすぐそばへと駆かけ寄る。

「副会長！」

　殿との様さまにかしずく忍にん者じやよろしく、なにやら少年が耳打ちすると、静佳はにんまりと笑えみを広げたのだ。

　怪け訝げんに眉まゆをひそめた玻璃が、狼ろう狽ばいを隠かくしながら尋たずねる。

「どうか、しましたか？」

「いえ、鈴木書記に頼たのんで、他の協力をとりつけてもらってたんどす」

「協力？」

「へえ。それでイザヤ神しん父ぷを連れてきてもらったんどす」

「────！」

　この言葉が、いかなる切り札ジヨーカーとして効果を発揮したか。

　はたして玻璃は、大きくその目を剝むいたのだ。

「イザヤ兄様も、きょ、協力してくださるんですか？」

「……え、いや、その」

　対して、イザヤはその反応に戸と惑まどって、あたふたと周囲を見回すばかり。

「……僕も今、鈴木さんに聞かされたところなんですが……」

　答えながら、ちょっと後ずさろうとしたのだが、これはすぐさまＵターンしてきた鈴木にこっそりと押おしとどめられる。さすが陸上部だけの早はや業わざであり、その力で押さえられてはイザヤも逃にげ出すことはかなわなかった。

　にっこりと笑って、静佳はこう付け足したのだ。

「ウチもいろいろ考えてたんですけどね。たとえば生徒会側からの催もよおしで、簡単な仮装イベントなんかどないです？　生徒からだけやとちょっとはしゃぎすぎになりますけど、イザヤ神父にも加わってもらえれば、そのへんの問題も解決できますやろ？」

「え？」

「その……イザヤ兄様が……仮装？」

　少女が口元を押さえ、ぱちぱちと瞬まばたきを増やす。

　何を想像しているのか、潤うるんだ視線は現実とは違ちがうどこかへと向けられていた。頰ほおはほんのりと上気し、耳も赤らんでいる。ともすると、突とつ発ぱつ性せいの風か邪ぜのような症しよう状じようなのに、その瞳ひとみはやたらと幸せそうなのだった。

「ええ、そうどす。考えてみてもらえます？　イザヤ神父が仮面舞ぶ踏とう会かいみたいなタキシードとか着たら、ごっつう似合うん違ちやうかと思うんですけれど。なんやったらクリスマスにフォークダンスとかやってみるのもいいですし──」

「ふわっ──」

　何かが決けつ壊かいしたように、玻璃が声をあげる。

「え？　は？」

　対して、状じよう況きようが分からず、イザヤは目を白黒させるばかり。

「その、玻は璃りさん、一体静しず佳かさんは何をおっしゃって……」

　かろうじて『九瀬諫也優等生』の顔を取り繕つくろい、イザヤは玻璃に助けを求めるのだが、残念ながらまともな反応は返ってこなかった。

　ただ、ぶつぶつと呟つぶやき声が聞こえた。

「イザヤ兄様が……タキシード？　だ、だったらこっそりテールコートとか仕立てても怒おこられない？　そ、それが許されるんだったら……スーツとかダンス用の小物とか私の会社で急いでオーダー出してデザインさせてもらっても……ええ、イザヤ兄様だったら数字はだいたいこちらで把は握あくしてますし……」

　頰ほおに手をあてて、いろいろと言葉が続く。

　はっきりとは聞こえないのだが、どうにもイザヤは身の危険を感じてならなかった。それもとびきり級の、この都市に来て初めて遭そう遇ぐうするタイプの危険が迫せまっているような……

（こ、これって……）

　ぞくぞくと、背筋に悪お寒かん。

　突とつ然ぜん、世界が寒冷地獄コキユートスと化したかのような錯さつ覚かく。

「あ、あの……玻璃……さん？　僕の声聞こえてます？　なんだかさっきから、まゆきさんみたいな顔をしてらっしゃいますよ？」

　かろうじてイザヤが入れたツッコミもむなしく、

「わ、分かりました！　そういうことでしたら……普ふ段だんの生徒会の業務と並へい行こうしてできるよう頑がん張ばります！　イザヤ兄様、どうぞよろしくお願いします！」

　ぐっと手を握にぎって、玻璃が宣言したのである。

「は？」

「──では」

「──では」

「──では」

　と、待ち構えていたように、静佳、まゆき、鈴すず木きの三人も立ち上がる。

　揃そろって、その三人が頭を下げたのだ。




「イザヤ神しん父ぷ、よろしくお願いします！」




「は、はあああああああああああ？」

　そうして。

　イザヤのすっとんきょうな声だけが、十二月の生徒会室にこだましたのであった。
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「……一体、どうなってんだか」

　教会に戻もどって、やっと少年神しん父ぷは息をついた。

　聖堂に接している、応接室だった。

　椅い子すの肘ひじ掛かけへ頰ほお杖づえをつき、足はだらりと伸のばして、目の前の机にひっかけている。

　このだらしない姿から、品行方正な『九く瀬ぜ諫いざ也や』を思い浮うかべられる者はまずいないだろう。御みさ陵さぎ市しの中で、イザヤの真の姿を知るものはふたりだけだ。ましてや喧けん嘩か腰ごしにならず、こういう態度を見せられる相手と限定すれば、ひとりしかおるまい。

　その、たったひとりが、すぐそばにいた。

「聖せい誕たん祭さいのイベントでしたか」

　シスター姿のノウェムが、お盆ぼんを持って、裏手のキッチンから現れたのである。

　銀のツーテールが揺ゆれて、聖職衣カソツクの胸元を飾かざる。眉び宇うと鼻び梁りようの長さを形作る黄金律。陶とう磁じ器きのように白く滑なめらかな肌はだには、紫水晶アメジスト色の瞳ひとみが儚はかない美しさを演出していた。

　純じゆん粋すいな美び貌ぼうだけならば朱と鷺き頭とう玻は璃りも劣おとらないが、このシスターにはどこかつくりものめいた不思議な印象が強い。

　それも、当然だろう。

　実際に、シスター・ノウェムは人形なのだから。

「おお、聞いてたのか？」

「いいえ。ただ、現在の状じよう況きようで生徒会がイザヤ様を必要とするなら、来週のイベントだろうと考えたのが私です」

　す、とお盆を机に差し出す。

　そこにのせられているのは、色とりどりのクッキーを並べた大皿だった。

　そのどれもが、あるいはドライフルーツを、あるいは砕くだいたナッツやチョコを表面にちりばめており、美お味いしそうに焼き上げられている。添そえられた紅茶の香かおりもあいまって、教会の応接室が洒落しやれたカフェに変わったようにも思われた。

　そのクッキーを一枚つまみあげて、

「仮装だとか何だとかに参加しろとさ」

　と、イザヤは息をつく。

「仮装ですか」

「ああ。なんかタキシード着ろとか、テールコート着ろとかいろいろ言われたぞ。着せ替かえ人形かっつうの」

「…………」

「なんだ、お前もおかしいか？」

「……い、いえ、それは悪くないんじゃないかと。イザヤ様なら似合いそうですし」

「は、冗じよう談だんだろ」

　ひらひらと、イザヤは手を振ふる。

「だいったい、最近カルロのヤツも出てこないし、どんだけ人に任せっきりにするつもりだよ。そりゃ学校の神しん父ぷもやるようには言われてるけどさ」

「この二ヶ月ほど、御みさ陵さぎ市しでは〈獣ベステイア〉の出しゆつ没ぼつも止まっていましたから。玻は璃り様も少し落ち着いたように思います」

「そういうもんかね」

　少年が肩かたをすくめる。

　無論、悪いことじゃない。

　とりわけ、あの少女にとってはそうだろう。

　朱と鷺き頭とう玻璃。あの少女の中に生息する──もうひとりの『女』。あれは〈獣ベステイア〉の出没に応じて、姿を現す。前の事件以来、イザヤが出会うことはなかったが、あの妖よう女じよが消え失うせたとは到とう底てい考えがたかった。

（……バビロンの大だい淫いん婦ぷ……か）

　あの妖女の、仮の呼び名。

　その存在は、イザヤの内側にもある影えい響きようをもたらしていた。

　いや、そんな風に簡単には片付けられない。たとえ姿は現さなくとも、その存在は今だって少年を蝕むしばんでいる。

　たとえばそれは、右手の微び細さいな違い和わ感かんとして。

「……ふん」

　イザヤが新たな一枚をつまみあげようとしたとき、

「ゥワン！」

　と、鳴き声が跳はねて、小さな影かげが少年のクッキーを奪うばい取ったのである。

　子犬のミカエルだった。

　恐おそれ多くも天使長の名をいただいた子犬は、前の夏からこの教会に住み着いていたのだ。正確に言えば、教会周辺をいつも徘はい徊かいしており、ノウェムや生徒からおこぼれをもらいつつ、冬の寒風を感じては教会の内側で凌しのいでいる寸法だ。

「こ、こら！　てめえ！　軒のき先さきだけじゃなくて人のお菓か子しまで取るな！」

「わん！」

「わんじゃねえ！」

　イザヤと揉もみ合いつつ、するりと子犬が抜ぬけ出す。この四ヶ月でミカエルもずいぶんとはしっこくなっていた。

　あっという間に、部屋の隅すみまで逃にげて、安全圏けんでクッキーを頰ほお張ばる。

　そのすばしっこさに、イザヤが歯ぎしりしていると、

「イザヤ様の分は、こちらにも用意しています」

　微び笑しようして、ノウェムがもうひとつの皿を差し出したのである。

　犬に奪うばわれるのを予期して、先に用意していたらしい。ふてくされながらも、そちらに手を出すイザヤへ、ノウェムはことりと首を傾かしげた。

「気に入っていただけましたか？」

「……んむ、まあ、な」

　なんだか餌え付づけされているような気もするが、実際にこれだけ美う味まい菓か子しとあっては逆らえない。

　口中に広がる、甘あまい香かおり。

　表面のドライフルーツやナッツはもとより、生地に含ふくまれた生姜ジンジヤーの苦みがその甘さを引き立てて、多幸感を数倍にも引き上げてくれる。紅茶の相あい性しようとも抜ばつ群ぐんなあたり、ノウェムの料理の腕うではこの半年でさらに成長したらしい。

　もむもむと、口を動かしていると、

「いいのでは、ないですか」

　と、ノウェムが囁ささやいた。

「何がだよ」

「イザヤ様がそういう風に学校と関かかわられるのは、悪くないことと判断するのが私です」

「…………」

　少しの間、イザヤは黙だまっていた。

　なんとはなしの静せい寂じやくが、部屋に積もった。

　ノウェムも沈ちん黙もくしたまま近くに座すわって、クッキーを一口二口と唇くちびるに差し込こんでいる。時々首を傾げているのは、思った通りの味が出てないからか。子犬のミカエルもいつのまにか戻もどってきていて、人形の膝ひざでくるくると丸まっていた。

　ゆっくりと、時間は過ぎていく。

　何の会話もなく、互たがいの存在を無視するでもなく、ひとりと一体と一匹ぴきの──それぞれの時間が過ぎていく。

　それが、不快ではない。

（……いや）

　少しだけ、温かい心持ちがした。

　イザヤがこの都市に来て、初めて体験するようになった気持ちであった。

　ほかの誰だれでも、というわけではない。

　この人形と一いつ緒しよにいるときだけ、少年の胸をノックする気持ち。

　どうしてだろう。

　こうして何の交流もなく、ただ一いつ緒しよに過ごしていることが、この人形相手だけはなぜ平気なのだろう。

　昼に考えていた変化の、これもそのひとつだろうか。

「……もう、半年か」

「半年です」

　呟つぶやきに、すぐ返事があった。

　ノウェムは、こちらを見つめていた。

「イザヤ様が来て、私が目覚めて、半年です」

「そういや、お前は寝ねっぱなしだったもんな」

「はい」

　と、人形はうなずいた。

「イザヤ様が来なければ、きっと今も、サーバーに繫つながれたまま眠ねむっていたでしょう。この半年はとても目まぐるしくて、初めてのことばかり多い時間でした」

「コンピュータの中と、外じゃ違ちがうか？」

「違うのはそこじゃないです」

「へえ？」

「違うのは、イザヤ様がいることです」

　そんなことを、人形はまっすぐに言ったのだ。

「イザヤ様がいて、その周りの方がいて、その関かかわりを見ていられるのが、違うことです。関わりのひとつひとつが波は紋もんみたいに広がって、いろんな模様を造るところを、見ていられたのが私です。……だから、変わるのは、悪い事じゃないと考えます」

「悪いことじゃない？」

「はい」

　人形はもう一度、まったく同じにうなずいた。

　その様子を見て、イザヤも訊きいてみた。

「お前も、なんか変わったか？」

「え？」

「前なら、そんな風には言わなかっただろ。俺を第一優先順位とか言うのは一緒だけど、俺と他人との関わりまではどうこう言わなかったはずだぜ」

「そちらは、記録してません」

　ぷい、とノウェムは視線をそむける。

　こちらはこちらで、簡単に変化を認めないぐらいには強ごう情じよう。

　でも、イザヤだって分かっている。目覚めたばかりの半年前と今とでは、確かにノウェムも変わっている。

「ぅわん」

　子犬の、鳴き声。

　そのミカエルを連れてきてくれた、ノウェムの初めての友達も、変化の一因だったろう。

（──そりゃ、変わるよな）

　こっそりと、思う。

　イザヤだって、本当に自分の気持ちを分かっていないわけではない。

　少なくとも、自分はこの人形を、人形とは思っていない。

　そんな風に、扱あつかっていない。

　だけど、

（……『九く瀬ぜ諫いざ也や』、か）

　英えい雄ゆうのニセモノを依い頼らいされた期間も、ついに半分を超こえたのだ。

　残り半分。

　たった半年。

　それが終わったら、自分はどうなるのだろう。

　自由になるのだと、聞かされてはいる。十分な金と身分の保障をされ、放り出される。おそらくそのときは、この顔も整形手術なりをさせられるだろう。『九瀬諫也』の顔も名前も、もはや自分には不要のものだ。

　この人形とも、それまでの付き合いのはずだ。

　そのはず、なのに。

　それとも。

（……そのはず、だから？）

　この胸に芽生えてしまったものを、そのとき自分はどうすればいいのだろう。

　今のイザヤには分からない。

　仮面をつけっぱなしの少年に、自分の気持ちをどうすればいいかなんて、そんなやり方を学ぶ機会など与あたえられるはずもなかった。だからこうして胸に押おし込こめて、自問する以外に、イザヤはやり方を知らないのだった。

　少しだけ、苦く笑しようがこぼれた。

　ついさっき教えていた学生たちも、ひょっとしたら今の自分みたいなことで悩なやんでいるのだろうかと、そんな風に思っておかしくなったからだった。誰だれかの偽にせ者ものだとか、〈獣ベステイア〉との戦いだとか、そんな大げさな状況シチユエーシヨンじゃなくたって、自分の心を持てあますことはあるだろう。

　だとしたら、普ふ通つうの学生という生き方も、なんて悩み多いものだろう。

　どんな生き方でも、結局悩んで苦しんで──自分もそのひとりに過ぎないのだと、そう気づかされたことが、イザヤには妙みようにおかしかったのだ。

　小さく、肩かたをすくめる。

「……ま、いっか。なんせクリスマスだもんな」

　と、テーブルに乗せていた足を下ろした。

「何が、です？」

　さっきの少年神しん父ぷのように訊きき返したノウェムに、イザヤは唇くちびるを歪ゆがめた。

「お前の言ったことだよ」

「私、ですか」

「ああ」

　面めん倒どうくさそうに片目をつむって、イザヤはこう続けたのだ。

「お前が言うなら、クリスマスのイベントとやらに少しぐらい付き合ってやってもいいかって、そう言ったんだよ」

　少し、ノウェムは息を止めた。

　意外そうで、しかし確かな喜びを滲にじませた──そんな表情。




「……ありがとうございます」




　淡あわく、儚はかなく、人形は微び笑しようしたのであった。





３






　それから三日ほどは、まさしく嵐あらしのように過ぎ去っていった。




「はーい！　この荷物向こうへ動かしてー！」

「この配置間ま違ちがってるよ！　このままじゃ置けないから、急いで生徒会に申しん請せいしてきて！」

「絶対、この制服にした方が売れるって。ほらメイド服とかみんな好きでしょ！　だから制服のバリエーションも増やしてみようよ！」

「リハーサル用のマイクどこ!?」

「バザーのリスト、まだ二十項こう目もく以上揃そろってないってば！」

「ハーレ、ル、ヤー！」

「どけええええええ！」

「うおおおお、通すかああああああああ！」




　校庭には、喧けん々けん囂ごう々ごうと大声がこだましている。

　多くの学生たちが、荷物やプリント片手に走り回っており──熱心に働いている者、いろいろ間ま違ちがってる者、少しだけ残念な者、なぜか歌っている者、無む駄だに喧けん嘩かしている者、それぞれの落差は激しいが、その熱気だけは全員が共有して、冬の厳しい冷気までも追い払はらってしまうかのようだ。

　クリスマスまでの一週間、通常の授業は休みとなっており、生徒たちの独どく壇だん場じようが各所で繰くり広げられているのである。初等部から大学部まで含ふくむ、一万人以上の熱気がないまぜとなって、数多くの渦うずを生み出している。

　まさしく、それは熱の渦だった。

　人と人が絡からみ合ってできる、社会の内側を巡めぐる渦だった。

「──ええと、じゃあその垂れ幕は教会の東側の外がい壁へきにお願いします」

　イザヤも、そのひとつとなって、声をあげていた。

　生徒会に渡わたされたプリントを頼たよりに、教会周りの設営について、危なっかしく指示を出していたのである。

　幸い、神しん学がくの授業で面識のある生徒を配されており、思っていたよりは問題なく進行できていた。もっとも、とにかく量が膨ぼう大だいなため、まだまだ先は見えない。イザヤの手元にあるプリントだけでも、優に数十を超こえる枚数に至っている。

　額を拭ぬぐって、冬の張り詰つめた空気へ、白い息を吐はき出す。

　そうして、

（あっという間にできるもんだなあ）

　感心半分、驚きよう愕がく半分に、イザヤは校庭の様子を眺ながめた。

　バザーの区分けやら、食事の屋台やら、校舎の垂れ幕やら、各種イベント用の木造舞ぶ台たいやら、ちょっと目を離はなした間にどんどんとできあがっていくのだ。

　玻は璃りをはじめとした、各課程の生徒会の力が大きいのだろう。

　イザヤも、その勢いに目を見張っている。

　普ふ段だんは、神学の授業や、生徒会といったごく一部にしか触ふれてこなかった相手の、その内側を垣かい間ま見みている気分だった。

　これから社会に関かかわっていくはずの、若くて無分別なエネルギー。

　その眩まぶしさに、眼めがくらむ。

　不可視の光へ、無意識に顔を覆おおいかけたときだった。

「どうかしましたか？　ブラザー・イザヤ」

　と、声がかけられたのだ。

　振ふり返ったイザヤは、ぴたりと硬こう直ちよくした。

　かろうじて、口だけがこう動いた。

「あなたも……このイベントに？」

「はい」

　イザヤの目の前で、褐かつ色しよくの肌はだの修しゆう道どう士しが一礼したのだ。

「生徒会から協力を要よう請せいされたもので。私も副ふく顧こ問もんに任命されていますから」

　あくまで無表情に、ブラザー・ラーフラが口にした。

　右の耳に黒こく曜よう石せきのピアスを付けた、イザヤと同じ年とし頃ごろの修道司し祭さいである。

　端たん整せいな横顔に、そのエキゾチックな雰ふん囲い気きと無口さもあいまって、一部ではなかなかの人気らしい。時々、この修道司祭を中心に生徒たちが群がっているところも、イザヤは見かけることがあった。

　だから、イベントの手伝いをしているのもおかしくはない。

　ただし。

　今回の場合、その無表情のまま、ラーフラはクリスマス用のサンタクロース衣装に身を包んでいたのだが。

「……ぷっ」

「……なんですか」

　淡たん々たんとした口調で言うのが、またギャップを誘さそう。

「いや、ほれ、なんでぷっ、そのぶふっ、サンタ服を、着ること、にっ」

「協力するなら、これを着ろと言われましたので」

　あくまで、ラーフラは無表情。

　周囲を笑わせながら、本人がつっけんどんなあたりは、かえってピエロに似ていた。

　ノウェムと並ぶと、どちらが人形か分からなくなりそうだ。もちろん、ノウェムが人形だと知っている者は、イザヤや玻は璃りを含ふくめた〈教団〉関係者しかいないわけで、これはイザヤの勝手な想像なのだが。

　ラーフラは、ほんの少し眉み間けんに皺しわを寄せてから、

「ところで、ブラザー・イザヤは最近カルロ枢すう機き卿きよう代行とお会いしましたか？」

　と、小声で尋たずねてきた。

「は？　いえ、ここ一週間ほどは顔を見てませんが」

「そうですか」

　真っ赤なサンタ姿の少年修道士は、軽く自分の顎あごを触さわった。

「私もここしばらく顔を合わせてません。最近は、〈獣ベステイア〉の出しゆつ没ぼつもありませんし、出会う必然がなかったともいえますが、いささか珍めずらしい事態ではありますね」

「はあ、ノウェムもそんなことを言ってましたけど」

　優等生顔を装よそおって、イザヤもこほんと咳せき払ばらいした。

　自分とカルロの関係は、そのまま自分が『九く瀬ぜ諫いざ也や』を偽いつわっている理由にもつながる。おそらくは異端審問官インクイジターを兼かねるこの修道士と、必要以上に関かかわり合うことはなるべく避さけたかった。

「…………」

　ラーフラは、そんなイザヤを数秒見つめてから、小さくため息をついた。

　なんとなく、この少年修しゆう道どう士しにしてからが、調子を狂くるわせているような感じでもあった。

　次の、瞬しゆん間かん。

　驚おどろくべきことに、にんまりと、この褐かつ色しよくの少年が悪いた戯ずらっぽく笑ったのだ。

「ブラザー・イザヤは、仮装されるんですって？」

「っ!?」

　ほとんど物理的な衝しよう撃げきで、イザヤは息を詰つまらせた。

「ど、どこでそんなことを！」

「もちろん生徒会で聞きました。玻は璃りさんが意気込ごんでらっしゃいましたよ。何枚もデザインを自分で起こしてらっしゃいましたが」

　笑い声こそ漏もれなかったが、ラーフラは口元を押おさえて、何度か背中を揺ゆらした。

　文字通り、奇き蹟せきのような光景だった。

　からかわれていることと、ラーフラのその仕草と、どちらにショックを受けたものか、すぐには分からないぐらいだった。

「……なんです？　人を妙みような眼めで見て」

「いえ、その、ラーフラさんがそういう風に笑うのを初めてみたもので」

　かろうじて答えると、ラーフラはじろりと冷たい眼でこちらを見み据すえた。

「申し訳ありませんが、ブラザー・イザヤはどうも先入観だけで人を見る癖くせがついてませんか」

「は、はあ」

「断罪衣イスカリオテの使い手としての私は、なるべく人の情に動かされぬよう動いています。それは確かでしょう。ですが、修道司し祭さいとして信者と接する立場にある以上、その立場にある際は親しみを覚えられるように振ふる舞まうのも当然です」

　何度か、イザヤは瞬まばたきした。

　当たり前と言えば当たり前だ。

　自分の知らない、ラーフラの側面。それは自分のような噓うそや偽いつわりではなく、もうひとつのラーフラの在り方にすぎないのだろう。多くの人を導き、神の前での過ごし方を説く、本来の司祭の在り方。

　そう思うと……このサンタ姿も、きちんとした威い厳げんを持って見えてくるのだから、不思議なものである。

「……司祭だったんですねえ」

「──重ねて申し訳ありませんが、私のことを一体どういう風に見てらっしゃったんですか？」

「あ、いえ、その……」

　これ以上話しているとボロが出ると、そう思ったときだった。




「すいませんイザヤさん！　これの手伝いお願いします！」




「うわ！」

　突とつ然ぜん、巨きよ大だいな影かげがイザヤの顔を覆おおったのである。

　箱だった。

　色もサイズもばらばらな大量の箱が、これでもかとばかりに大量に積み上がっているのだ。乱雑に積まれた箱の山は、まるでバランス競技を思わせて、この瞬しゆん間かんもぐらぐらと危なっかしげに揺ゆれている。

「え、えっとどなたで……」

「鈴すず木きっす！」

　よくよく見れば、その箱の山の向こう側に、にきびの残るまだ幼い顔が隠かくれていた。

「いろいろ頼たのまれすぎて、運ぶ場所が分からなくなりました！　すんませんがイザヤさん誘ゆう導どうお願いできますか！」

「は、はあ……」

　ぴろん、と箱と箱の間から垂れているプリントの束が、どうやらそれぞれの箱の運うん搬ぱん場所らしい。

　一瞬、ラーフラの方を振ふり返ると、少年修しゆう道どう士しは淡たん々たんとうなずいた。

「かまいませんよ。先の話は、また今度ゆっくり訊ききますから」

「す、すいません。──じゃあ、鈴木さん、行きましょうか」

「あ、はい！」

　ラーフラに頭を下げて、イザヤは鈴木の前に出る。

　校庭を少し歩いて、鈴木の方が口を開いた。

「押お忍す！　何か、ラーフラさんと大事なことを話してる最中でしたか!?」

「いえ、そういうわけじゃないです」

「だったら良かったす」

「あ、右から段ボール持った人が来るから気をつけて」

「あいあいさあ！」

　イザヤの指示を受けると、鈴木の身体からだが器用に反転する。

　荷物の山のバランスを保ったまま、言われた相手だけを綺き麗れいに避さけてターン。

　聖せい誕たん祭さいの準備だけあって、校庭はさまざまな人間や荷物でごったがえしているのだが、イザヤの誘導だけを頼たよりに鈴木はひょいひょいと躱かわしていく。

　さすがは陸上部というべきか、荷物の全重量は相当なものと見えるのに、下半身からどっしりと安定していた。同じだけの荷物をイザヤが持ったら、たちまち下した敷じきになってしまいそうだ。

　感心した風にその様子を横目に見て、イザヤは首を傾かしげた。

「どうして、そんなに嬉うれしそうなんです？」

「へ？」

「仕事が大変そうなわりに、鈴すず木きさん、ずいぶん上じよう機き嫌げんみたいですが」

「わは。なんか、嬉しくて」

　と、鈴木ははにかんだ。

　荷物を抱かかえたまま、うししと擬ぎ音おんのつきそうな顔で肩かたを揺ゆらして見せたのだ。

「あ、危ないですよ！」

　あわてて荷物を横から支え、イザヤは改めて問うた。

「嬉しい？」

「はいっス！」

　鈴木が、大きくうなずく。

「こういう祭り、好きなんですよ。うちってずっと親が不仲だったから、すげえ家に居づらくて。ほら、祭りだとすぐには家に帰らなくていいでしょ？　たまにお小こ遣づかいが貰もらえると、熱々のたこ焼きとか頰ほお張ばれましたし」

　にきびの残る顔に微び苦く笑しようを滲にじませ、首をのけぞらせる。

「この都市に来たのも、聖せい霊れい教きように興味あったからとかそんなんじゃなくて、ここなら寮りようを用意してもらえて、ひとり暮らしできるからなんです。奨しよう学がく金きんとか基準がゆるいわりに豪ごう華かだったし、信者の資格も聖せい典てんさえ持ってれば後は神しん学がくの授業に出るだけで良かったですしね。……あ、神しん父ぷ様さまの前で言うこっちゃないですけど」

「……いえ、いいですよ」

　イザヤが、かぶりを振ふる。

　それは、この御みさ陵さぎ市しに人口を集めるための施し策さくのひとつだった。

〈獣ベステイア〉と戦うため──断罪衣イスカリオテがその模も倣ほう奇き蹟せきを発動させるためには、一定以上の人口と信者を必要とする。だからこそ、聖霊教の信者を集めるために、教団はありとあらゆる手を尽つくしたのだ。

　鈴木も、そうした手で集められたひとりだったということ。

　その事実を、ひっそりとイザヤは嚙かみしめた。

「変なこと、訊きいちゃいましたね」

「いやいやいや！　ホント気にしてないっすから！」

　ぶんぶんと、早送りみたいに鈴木が首を横に振る。

「だから俺、会長とかイザヤさんに会えて嬉しいんですよ！　まゆき先せん輩ぱいはすっげえ馬ば鹿かだけど楽しいし、静しず佳か先輩はすっげえ怖こわいけど綺き麗れいだし、こんな風にみんなでいろいろできて、すっげえすっげえ嬉しいです！」

　鈴すず木きは、快活に笑う。

　ひどく大おお雑ざつ把ぱな親愛の情が、イザヤには少しだけ痛かった。

　一歩間違えると、自分もそちら側なのだと誤解してしまいそうで。

　そんな錯さつ覚かくを、脳のう裏りから追い払はらおうとしたときだった。

「……鈴木さん」

「あ、会長！」

　と、鈴木が声をあげたのだ。

　生徒たちのごったがえす進路の向こう側に、長い黒くろ髪かみを翻ひるがえした少女がたたずんでいたのだ。これほどおびただしい学生の中にあっても、一ひと粒つぶの宝石のごとく、その存在が自然と浮うき上がってしまう相手であった。

「鈴木！　やあっと見つけた！」

「うお、まゆき先せん輩ぱいまで！」

　隣となりには、架か城じようまゆきも仁に王おう立だちしていた。

　ばかりか、まゆきの方はずかずかと鈴木へ歩み寄って、荷物を避さけてその肩かた口ぐちを摑つかみあげたのである。

「あんたねえ、いい加減な仕事をしてんじゃないわよ！」

「いや真ま面じ目めに運んでましたって！　というか運んでいますって！　ほら今！　ナウヒア！」

「働いてるのはいいの！　ほら、すぐにあんたの持ってるプリントをよこしなさい！」

「へ？　今はイザヤさんが持ってますけど」

「…………」

　すると、今度は玻は璃りがくるりと振ふり向いたのだ。

「イザヤ兄様、渡わたしていただけます？」

「は、はい」

　イザヤの持っていたプリントを丁てい寧ねいに受け取ると、玻璃は小さくため息をついた。

「……やっぱり、ですわね」

　と、片手で顔を覆おおったのだ。

　すぐひったくるようにして、まゆきもあああ～と大げさに肩を落とした。

「やあああっつぱり！　これ、明日の配達分だってば！　さっきから苦情来てたのよ！　まだ準備できてないのに、次から次へと荷物だけ運ばれてくるって！」

「え、えええええ!?」

「聖せい誕たん祭さいのイベント準備は、一日ずつきっちりスケジュールを管理してるでしょ。あんたが先走って荷物運んでも、みんな迷めい惑わくするだけなのよ！」

　びしぃ、と指をつきつけて宣言するまゆきである。

「全部やりなおし！　運んだ分回収してきて！」

「か、勘かん弁べんしてください！　死んじゃいます！　死んじゃいますって！」

「うるさい黙だまれ、働かざる者食うべからず。されど間ま抜ぬけな働き者は飢うえて死ね！」

「ひ、ひどい！　これが格差社会ですか！」

「現実の道理！」

　鈴すず木きとまゆきとが、あたかも竜りゆうと虎とらのごとく諍いさかい合う。

　散るのは火花か、血しぶきか。

　どの道……鈴木の勝ち目はなさそうだったが。

「……え、と」

　それを見つめて、玻は璃りは申し訳なさそうに肩かたをすぼませる。

「イザヤ兄様には、何かご迷めい惑わくがかかりませんでしたか？」

「いいえ、まったく」

　微び苦く笑しようして、イザヤは目を細めた。

「大変そうですね」

「生徒会会長としては初めての聖せい誕たん祭さいですし、やっぱりいつもとは勝手が違ちがいます。……だけど、みんな楽しめるイベントになるよう、頑がん張ばりたいと思います」

「そうですか」

　言って、イザヤはくつくつと肩を揺ゆらしたのだ。

「……い、イザヤ兄様？」

　その珍めずらしい行こう為いに、玻璃も目を丸くした。

「あの、やっぱり何かご迷惑を？」

「いえいえ、ちょっと思い出しただけです」

　かぶりを振ふって、イザヤは今度こそ大いに笑った。

　そう、何でもないのだ。

（……そりゃまあ、ラーフラのヤツだって笑うか）

　口元をおさえ、少年はさきほどの修しゆう道どう士しを思った。

　今も、校内には熱気が渦うず巻まいている。

　聖誕祭に向けて、多くの人々が形作る渦の力強さ。

　笑い声も怒ど鳴なり声も、そのすべてを収しゆう斂れんしていく膨ぼう大だいな喜き怒ど哀あい楽らく。一万人からの感情こころを集めて、その熱はますます膨ふくれあがっていくばかり。

　きっと、その熱にあてられたせいだろう。

　未いまだぽかんとしたままの玻璃へ、




「ただ……ええ、きっと、今年はいいクリスマスになりますよ」




　そんな、普ふ段だんならおくびにもださないようなことを、イザヤは口にしてしまったのであった。
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　御みさ陵さぎ市しにおいて、最も早く開発されたのは第一区である。

　地勢上だけではなく、行政・経済双そう方ほうの中心として、多くの高層ビルが乱立する地域。

　市庁舎や企き業ぎようビルの狭はざ間まを抜ぬけていくモノレールと立体道路の景色には、昔夢に描えがかれたような未来社会の趣おもむきがある。教団と朱と鷺き頭とうグループによる共同出資は、日本のみならず世界でも傑けつ出しゆつした都市中ちゆう枢すうを実現させた。

　ただし。

　その真実は、地下にこそ埋うまっている。

　まさしく未来技術と呼んで差し支えない地下城じよう塞さいが、そこに築き上げられているのである。

〈獣ベステイア〉が市内に出しゆつ没ぼつした際、最短時間で対処するための地下道路や施し設せつ。単なる軍隊の配備にとどまらず、数十層に分化した構造は、考えられる限りの仕し掛かけを施ほどこされていた。電柱には電磁ネットが、マンホールには機き関かん砲ほうが仕掛けられた宗教都市を、一体いかなる言葉で形容すればいいか。

　存在を知る一部の関係者たちに、『本部』とのみ呼こ称しようされている場所。

　教団でも選び抜かれた精せい鋭えいのみが集つどい、〈獣ベステイア〉に抗あらがうための施策を練り上げている砦とりでであった。都市ネットワーク上に流通しているデータは、すべてこの場所に集約され、メインサーバー・クリュプタは一ナノ秒たりとも休むことなく、御陵市この都市を監かん視しし続けている。

　ゆえに、人類の砦。

　しかし、

「──なんだこりゃ」

　イザヤはしかめっ面つらで、額を押おさえた。

　少年の視線の延長上には、眼帯をした神しん父ぷが座すわっていた。

　偉えらそうな紫し檀たんの机にまるでそぐわない、なんとも薄うすっぺらいにまにま笑い。背後にかかっている髑どく髏ろの海賊旗ジヨリーロジヤーはこの男の趣しゆ味みに違ちがいないと、たとえ初対面の相手でも断言するだろう。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行。

　この都市の、教団側の最高責任者であった。

　いや、にまにま笑いはいつものことなのだ。まったく信用できそうにないその笑え顔がおも、神父にあるまじき獅し子しの刺し繡しゆうをなされた眼帯も、それ自体はいい加減イザヤも慣れたものだ。

　問題は、カルロの頭に乗っかった物体にあった。

　いかにも安っぽい、三角形のきらきらした玩おも具ちやの帽ぼう子し。

　金銀の星マークがやたら大量にちりばめられ、正面には『merry christmas!』とぴかぴか光る電でん飾しよくまでつけられて、おめでたさを主張しまくっている。

　かててくわえて、この教区長室全体までもがクリスマスリースやらモールやらで埋うめ尽つくされ、きらびやかに飾かざられていたのだ。

「……ひさしぶりに呼ばれたと思ったら……お前までこれかよ」

　イザヤが顔をしかめる。

　聖せい誕たん祭さいに浮うかれっぱなしの街や学園の気分も、この眼帯神しん父ぷだけは例外だろうとなんとなく思っていたのである。

　が、実際に会ってみると、この通りだ。

「本部の通路までオーナメントだらけになってるし、あんなんでまともに仕事できんのか」

「おや、ほかの人にも会ったんですか？」

「ここに来るまで、〈槍ランス〉や〈塔ルーク〉の隊員たちに、ひたすら諫いざ也や様さま諫也様言われて、まとわりつかれてたっつの」

　渋じゆう面めんとなって、イザヤはため息をついた。

　少年が『九く瀬ぜ諫也』の偽にせ者ものを演じるのは、この本部が主となっている。

　聖せい戦せんの英えい雄ゆうであった『九瀬諫也』の健在を示し教団の士気を保つ、というのがもともとイザヤがこの都市へ呼ばれた理由だったからだ。だからこそ、この本部においては、イザヤもいつも以上に気を遣つかっているわけだが──今回に限っては、その気遣いもあまり意味のない行こう為いとなっていた。
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「またお前のろくでもないアイディアか？」

「いえいえ、これ、もともと〈塔ルーク〉からの発案ですよ。ほら、前の夏あたりから情報操作しきれない事件が続いたので、市民感情を良くするためにも、今回のクリスマスはなるだけ派手にやろうと」

「教団の本部までそうする必要ねえだろ!?」

「嫌いやですねえ。そこはほら、まず私たちの心がクリスマスで盛り上がってないと、市民に伝わらないじゃないですか」

　などと、大おお真ま面じ目めにカルロは言ってのけたのである。

「…………」

　イザヤは、がしがしと頭を搔かいて、

「……まあ、お前はもとからそういうヤツか」

　苦虫でも嚙かみ潰つぶしたかのように、唇くちびるを歪ゆがめる。

「むむ。いろいろ含ふくみのある言い方ですね」

「そういう言い方しかしないのは、それこそお前の方だろうが」

「これはひどい」

　わざとらしく鼻はな白じろんだ顔をしてから、カルロはふと視線をあげた。

「ところでイザヤさん」

「何だよ」

　眼めを細めた少年に、カルロは普ふ段だんの世間話と同じ態度で、こう尋たずねたのだ。

「……の都市なんですが」

「なんだそれ？」

　きょとんと、少年は瞬まばたきする。

　覚えのない名前だった。

「……あ、何でしたっけ？」

「おい、ボケたかお前」

「あ、いえいえ、急に物忘れしちゃったみたいで。それより、学校では何か変わったことありましたか？」

　今度の問いには、少し考えてから答えた。

「んー、変わったことってほどじゃねえけど、ラーフラのヤツがサンタの格好してたぜ。あいつ、学校じゃ普通の神しん父ぷみたいな顔してるのな」

「ああ。もともとは、ああいう性質なんでしょうね。どちらかといえば、この本部での行動自体が彼にとってはイレギュラーなことでしょう」

　通常の聖せい霊れい教きようのそれと、本部のそれは相あい容いれない。

　そういう常識で言うならば、イザヤやラーフラみたいな若じやく輩はいが司し祭さいであること自体、本来はありえない措そ置ちなのだ。結果として、特別指定教区とほかの地区では、教団の構造自体が変化してしまっている。

　一種のオカルティズム的な、秘密結社の構造といってもいい。

　細かいところを言えば、本来の司し祭さいの呼び名であるファーザーではなくブラザーで統一されていることも、そういった変化のあらわれである。位階や役職よりも、〈獣ベステイア〉と戦う同志としての意識が強いためだろうか。

「ラーフラさんの場合、〈獣ベステイア〉に対する感情には、もう少し複雑なものもありそうですけどね」

「……かもな」

　曖あい昧まいに、イザヤはぼかす。

　以前、ラーフラが断罪衣イスカリオテの使い手となった理由を、聞いたことがあったのだ。

〈獣ベステイア〉の信者だった両親が、子供だったラーフラを生いけ贄にえに捧ささげたのだと。

　そのギリギリで助けられたラーフラに、聖せい霊れい教きようへ身を寄せる以外の選せん択たく肢しがなかったのは当然だろう。〈獣ベステイア〉に相対したときの苛か烈れつさと、普通の修しゆう道どう士しとしてあるときの柔にゆう和わさは、ある意味で当然でもあったろうか。

「あいつもお前と会いたがってたけれど」

「それはまた後で処理しますよ」

　その返答に、イザヤは意地悪く眉まゆをあげる。

「そろそろヤバイんじゃねえの？　あいつ、相当嗅かぎ回ってるみたいだぞ」

「まあ、そのへんはなんとか」

　きらきら帽ぼう子しの下で、カルロがほくそ笑えみを浮うかべた。

　まあ、この男の悪わる巧だくみについては、今いま更さら斟しん酌しやくするまでもない。いかなラーフラの調査が厳しくとも、そうそう尻尾しつぽをつかまえられることはないだろう。

「聖せい誕たん祭さいには私も行きますんで、ぜひぜひ楽しい仕し込こみをしていてくださいね」

「最後だけ美お味いしいところを持っていくような真ま似ねをさせるか」

「そういうのが大好きなんですけどねえ」

「ふん」

　鼻を鳴らして、イザヤが踵きびすを返す。

　その背中を、声が叩たたいた。

「イザヤさん」

「んだよ」

「今、楽しいですか？」

　問われて、すぐにイザヤは答えられなかった。

　ただ、ほんの数秒だけ歩みを止めて、




「……悪くは、ねえよ」




　扉とびらの閉まる直前に、ぽつりと呟つぶやいたのだった。
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　本部の地下施し設せつを退去した後、イザヤは第六区に用意された自宅へと向かっていた。

　今は、徒歩だ。

　すでに、夜も更ふけている。

　丘おかを登っていくと、街の夜景が見て取れた。およそ三み日か月づき形となっている御みさ陵さぎ市しの全景は、まるで星空の鏡のごとく、多くの人々の夢や生活を抱かかえて儚はかなく美しく輝かがやいている。

　遅おそくなったのは、教団本部で多くの団員に引き留められたためだった。『九く瀬ぜ諫いざ也や』という英えい雄ゆうを信じてやまない彼らは、少年の記き憶おく喪そう失しつ──という設定──を知りつつも、ことあるごとに話や会食をねだってくる。

　もっとも、そういう展開にイザヤも慣れてきて、いろいろ聖せい典てんや説話集から引用した、説教じみた言葉で処するのがここ数ヶ月の日常ではあった。

（……やれやれ）

　坂を歩きながら、ぼんやり息をつく。

　慣れてきてしまった自分に、やっぱり違い和わ感かんがあった。

　クリスマスムードも手伝ってか、親しみ深く接してくる団員がいつも以上に多かったのだ。普ふ段だんなら遠巻きに見つめているだけの人間も、あれよあれよと集まってきて、結局数十人を超こえる人数とさまざまな話をするはめとなった。正直、いつ化けの皮が剝はがれるかと、ずいぶん冷や冷やさせられたものだ。

　おかげで軽い疲ひ労ろうを感じつつも──イザヤは、不ふ愉ゆ快かいではなかった。

　実感できたからだ。

　英雄という存在には、それだけの意味があるのだろうと。

〈獣ベステイア〉は、敵対するにはあまりに絶望的すぎる。一いつ匹ぴき一匹でさえ絶大な能力を誇ほこるというのに、こちらにできるのは防戦だけで、いつ〈獣ベステイア〉の数が尽つきるのかさえ推測できない。

　そんな戦いで心を折られぬために、たとえ偽にせや幻げん想そうだったとしても、英雄という存在が必要なのだと、今の少年はある程度納なつ得とくしていた。

（……あの腐くされ眼帯に賛同するのも癪しやくだけどな）

　軽く、舌打ちする。

　──だったら。

　自分がこの都市に来た意味も、あったのだろうか。

　ニセモノを演じている意味も、少しはあったのだろうか。

「…………」

　答えは、出ない。

　英えい雄ゆうも幻げん想そうも、十分に価値あるものだとは認めつつ、その考えは自分を肯こう定ていするには至らない。『九く瀬ぜ諫いざ也や』ではない少年自身を肯定する材料とは、結局なりえない。

　それでも。

（……どうせ、あと半年か）

　それまではニセモノであってもいいだろうと、そう思えるぐらいには少年も納なつ得とくしていた。その先のことは……その先に考えるしかあるまい。

　物思いにふけりながら、自宅近くまで歩いたときだった。

「……あれ？」

　と、声があがった。

　窓に、電気が灯ともっていたのである。

　疑問に思いながらも、玄げん関かんの扉とびらを開くと、凄すごい勢いで人ひと影かげがすっ飛んできた。

「い、イザヤ様！」

「なんだお前、待ってたのか？」

　意外に思ったのは、自分が遅おそくなるとき、ノウェムはたいていの場合サーバー・クリュプタと接続した自己診しん断だん状態に入っているからだ。

　人形であるノウェムの睡すい眠みん時間は、人間の半分以下で足りるようになっているが、逆に機械部分のメンテナンスにはそれなりの時間と頻ひん度どを要求されるのだと、少年は聞かされていた。

「つかなんでエプロン着てるのお前？」

「あ、ええと……」

　なにやら言葉を探すかのように、真っ白なエプロンの前で、ノウェムの手が不自然に揺ゆれる。

　その挙動を見ながら、

「ん？」

　と、イザヤの鼻がひくついた。

「なんか、いい匂においすんな」

「その、えと、ですから──あ、待って！　家にあがるの待ってください！」

　ノウェムの言い訳よりも早く、少年は勝手知ったる我わが家へとあがる。

　二階のリビングまであがって、併へい設せつされたキッチンへイザヤの視線が移った。

　そこには、可か愛わいらしい家ができあがっていたのだ。

　お菓か子しの家、であった。

　樫かしの扉の材料は茶色のチョコレートで、煉れん瓦がの壁かべをつくっているのは綺き麗れいに重ねられた棒状のクッキー。透とう明めい度どの高い飴あめでガラス窓を形成し、その内側にはシューの生地やマシュマロでつくられたベッドと暖だん炉ろまでもが垣かい間ま見みえた。

　実に緻ち密みつで精密で、それでいてお菓か子しとしての美お味いしそうな見かけを失わないつくりに、イザヤも大きく目を剝むいた。

「これ、全部お前がつくったのか？」

「……は、はい。……ヘクセンハウス、というそうです。まだ未完成ですから……その、もう少しできあがったら、イザヤ様が帰られる前にしまってしまうつもりでした」

「なんで隠かくす必要があるんだよ」

「だ、だって、まだ練習中なのが私です！」

　耐たえかねたように、人形の顔があがったのだ。

「練習？」

　きょとんと訊きいたイザヤに、ノウェムは失敗した、という風に息を止めた。

「何だそれ？」

「あ、ああああの……クリスマスは特別な食事をつくるものだと聞きまして……学園祭でも私だけの店をつくってもらえるそうですので……今の内から、その予行演習をしてみようと」

「店？　ノウェムが売るわけ？」

「え、ええ、まあ。ラーフラ様も手伝ってくださるというので。……このヘクセンハウスは、その目玉に使えるかと思って」

　臆おく病びようなうさぎみたいな仕草で、こくりと銀ぎん髪ぱつの人形がうなずく。

（……へえ、ラーフラが）

　と、イザヤは感心した。

　考えてみれば、この人形が料理の練習などしているのを見るのは、これが初めてだった。

　人形なのだから、完かん璧ぺきな調理も当然と思っていたのだが──その裏にはイザヤも知らぬ、こうした積み重ねがあったのだろうか。目玉としてお菓子の家をつくるという発想にも意外な感じはあったが、確かに人目は引きそうだ。

　まじまじと眺ながめて、

「美う味まそうだな」

　何の気なくぽつりと呟つぶやくと、劇的な反応があった。

「本当ですか！」

　と、ノウェムの顔が輝かがやいたのである。

　裏表の一切ない、素直な感情の発はつ露ろだった。

（…………）

　それにも、驚おどろいた。

　以前なら、こうではなかったろう。

　イザヤと出会った当初であれば、反応しない──とまではいかずとも、あくまで控ひかえめに喜びを表現するにとどまったはずだ。

「……そういや」

　と、イザヤが首を傾かしげる。

「お前、レストランやるのは問題があるって言ってなかったっけ」

「あ、その」

「ほれ、半年前」

　半年前。

　つまり、出会った当初のことだ。

　学校に弁当を持ってきてくれたノウェムに対して、イザヤは軽口半分にこう言ったのである。




　──『お前、いっそコックになってもいいんじゃねえの。どこでレストラン開いても千せん客きやく万ばん来らいだぜ』




　対して、ノウェムの答えはこうだった。

　──『イザヤ様が言われるならそうしますが、実際には大きな問題があると考えます』




「あれって、問題は解決したわけ？　ひょっとして量産できなかったとかそういうの？」

「いえ、その！」

　途と端たん、ノウェムはまた顔をうつむけたのだ。

　顔を隠かくしてはいても、その耳の先までが真しん紅くに染まっていた。

「そういうわけではなくて……その……私がつくった料理は……い、イザヤ様だけに食べてもらいたいと……当時はそう思っていたんです。も、もちろん、今でも……そう思ってるんですけれども」

　あまりに赤くなって、ノウェムは消えてしまいそうだった。

　人形なのだから、必要ならば体温だって操作できるだろうに──そうすることも忘れてしまうぐらい、必死なのだろう。

　そうなった理由を、イザヤは推察する。

（周りと関かかわるようになったから、か）

　変化。

　ここ数日で何度も思い起こした、自分とその周囲の──時間の流れ。

「……悪いこっちゃねえだろ」

　と、少年は頭を搔かいた。

　一いち抹まつ寂さびしいような、そんな気持ちになったのが、自分でも不思議だった。

「この前、お前が言ってたことだろうが。他人と関わって、変わっていくのは悪いことじゃないってさ」

「あ、あ、あ、違ちがうんです！」

「何がだよ」

　困ったように眉まゆをひそめた少年へ、ノウェムは必死に言葉を続ける。

「あの……あの、前は、料理することは……とても、特別だったんです」

「お、おお」

　うなずくイザヤの声も、掠かすれた。

　あまりにも、少女が生き真ま面じ目めすぎたからだ。

　極度の緊きん張ちようは、相対するものの心にまでこぼれて、少年の喉のどを張り付かせたのだった。

「食事をつくることとか初めてでしたから……それを食べてもらえることも……全部初めてで……だから何もかも特別で……」

　ぽつぽつと、エプロン姿の人形が語る。

　けして雄ゆう弁べんではないし、感情豊かというわけでもない。

　だけど。

　人形にとって、精せい一いつ杯ぱいの言葉であった。

　この半年で育はぐくんだ心を、ひどく不器用に伝えようとする、まるで小鳥の囀さえずるような言葉であった。

「……ですけど、今は」

　と、人形は言う。

　ぎゅっ、と白いエプロンの前で拳こぶしを握にぎった。




「今は……たくさんの人のためにお菓か子しをつくっても……その、私がイザヤ様のためにつくるのが……そのことが特別なのに変わりはないと……そそ、そう思うようになったのが私です」




　一いつ生しよう懸けん命めいに、ノウェムは言い切ったのだ。

「…………」

　イザヤは、息を止めていた。

　ノウェムも、それ以上何も言えなかった。

　ふたりして、まるで時間を止められたかのように、指一本たりとも動かさなかった。

　それは長いこと続いて、不意にかかった音楽によって打ち破られた。

　クリスマス・ソング。

　イザヤがアラーム代わりに使っているプレーヤーから、唐とう突とつに陽気なクリスマスの歌が流れたのだった。

　それが契けい機きになって、かろうじてふたりは離はなれ、

「そ、そう、か」

「は、はい」

　小さく、互たがいにうなずいた。

　何となく、顔を合わせられなかった。

　猛もう烈れつに恥はずかしくてたまらなくて、そんなことをしたら、たちまち心臓が止まってしまいそうな気さえした。

　こほん、とイザヤが咳せき払ばらいする。

　お菓か子しの家を指さして、

「じゃあ……完成したら、こいつは俺が食っちまうからな？」

「……は、はい」

　もう一度うなずいて、ノウェムはうつむいた。

　顔は合わせられなかったけれど、少しだけ人形は微び笑しようした。




　くしゃくしゃになった人形の表情は、とても恥ずかしそうで、とても嬉うれしそうだった。





２






　それからは、あっという間だった。

　御みさ陵さぎ学院の校内はほとんど一時間ごとに面おも変がわりしていき、まるで即そく席せきの遊園地でも建てているかのように、次々と出店や喫きつ茶さやお化け屋や敷しきを増やしていった。

　とんてんかんてんと手作りのゲートに釘くぎが打ちつけられ、印刷されたばかりの大量のポスターが片かた端はしから貼はり付けられていく。

　一秒だって惜おしむかのように、誰だれもが走っていた。

　冬の光と風さえも、それを後あと押おしするかのようだった。




　──あるいは、お化けや吸きゆう血けつ鬼きに扮ふん装そうした大学生たちだったり。

　──あるいは、クラスで同じ腕わん章しようをつけて、えいえいおおと準備会のたびに声を張り上げる高校生たちだったり。

　──あるいは、冬の冷気も吹ふき飛ばすかのように笑う小学生たちだったり。

　──あるいは、忙いそがしく生徒たちを指揮して回る、見覚えのある中等部生徒会の面々だったり。




　誰だれだって、懸けん命めいに走っている。

　イザヤやノウェムやラーフラも、例外ではない。

　それぞれに生徒を手伝ったり、菓か子しを差し入れたり──時には、おもちゃの髭ひげや鼻はな眼鏡めがねまで追加されたラーフラのサンタ姿にイザヤが噴ふき出したりとか、そんな光景さえ混じっていた。

　その勢いに、時間の方が押おし流されるかのようだった。

　とにかくはしゃぎまわるのだけが決まりのような、そんな時間だけが瞬またたく間に過ぎていったのであった。
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　二十四日の朝は、ごく当たり前に始まった。
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　しんと、空気が冷たい。

　この一週間ほどは暖冬といってよいぬくみを帯びていたのだが、聖せい誕たん祭さい前日にはふさわしくないと思ったものか、その姿勢を改めたようだった。

　太陽も出ているが、その周囲を薄うすく雲が覆おおっている。

　ひょっとすると、昼にはホワイト・クリスマスになるかもしれなかった。

　そのせいか手て袋ぶくろやマフラーをしている者も多く、皆みなが白い息をつきながら、なんとなくそわそわした感じで校門をくぐっていくのだ。ひとりずつ当たり前に違ちがっている学生たちが、それでもなぜか一様に、うきうきした表情を隠かくしきれないでいるのは、やはりこの二日間だけに許された魔ま法ほうのためだろうか。

　聖誕祭。

　祝福されるべき、非日常の時間。

　いずれの校舎も施し設せつも、きらびやかな金メッキの鐘かねや銀のモールで飾かざり付けられている。昨日の下校時刻を大おお幅はばに過ぎた頃ころ、ようやっと全部の校舎で、一通りの出店や飾り付けが完成したのだった。

　そして、とりわけ多くの学生たちが集まっているのが、それらの学舎からおおよそ均等な距きよ離りにつくられた、教会の外庭近くのステージだった。

「──えー、では次は、中等部生徒会会長・朱と鷺き頭とう玻は璃りさん」

「はい」

　校長やほかの学生からのスピーチが終わり、最後に玻璃が壇だん上じようにのぼった。

　ある学生は校舎の窓を開いて、ある学生は紙パックのジュースを片手に、またある学生はごく真ま面じ目めにステージの周囲に集まって、壇だん上じようを見上げている。自由な校風もあいまって、ざわざわとうるさい生徒たちの様子が、玻は璃りの登壇した途と端たん、ぴたりと落ち着いた。

　この少女が、相手だからだ。

　朱と鷺き頭とう玻璃。

（……すげえよなあ）

　ステージの脇わきで、教員たちのそばに並んで、イザヤもそれを見つめている。

　やはり、この少女は多くの人々の前で、気高く胸を張っているのが似合う。生まれながら貴族と言ってもいいだろう。

　貴とうとい『在り方』をもって、他者を導く者。

　英えい雄ゆうのニセモノとして、周りをずっと騙だましている自分とは大おお違ちがいだ。

（……そりゃそうか）

　苦く笑しようが、混じる。

　どうしてニセモノの自分が、本物に敵かなう道理があるだろう。むしろ、そんなことを考えてしまったこと自体が不ふ遜そんというものだ。長いことニセモノをしていると、そういう想おもいも芽生えてしまうものだろうか。

　と──視線が移った。

　何人かの女生徒たちが、自分へ手を振ふっているのに気づいたのだ。

　軽く会え釈しやくすると、きゃあきゃあと少女たちは軽いタッチを交わしたものである。

（なんだ？）

　よく分からずに首をひねっていると、すぐ隣となりから別の声が頰ほおを刺さしたのだ。

「イザヤ様。スピーチの最中に、生徒たちとコミュニケーションをはかるのは良くないと思われます」

「あ、ごめん」

　優等生顔で素直に謝あやまりつつ、不思議な感じがしたのは、ノウェムの表情がなんだか拗すねているように思われたからだ。

　いや。

（人形がそんなの、ありえない──か）

　と、自問自答したとき、

「イザヤ様は、ご自身に人気があることに気づかれてません」

　ノウェムが、小さくため息をついたのだ。

「や、何ですそれ」

「無論、『九く瀬ぜ諫いざ也や』として、教団では絶大な人望を獲かく得とくしています。ですが、イザヤ様はこの学院でも十分に人気者でいらっしゃいます。その自覚をもって授業をなされた方がよりよい結果が出るものと、そう判断するのが私です」

「…………」

　その言葉があまりに意外だったもので、少年は目を丸くした。

（俺が？　ここで、人気？）

　まるで、意味が分からない。

　まだしも聖せい戦せんの英えい雄ゆうとして祭られている教団ならともかく、実に半はん端ぱな知識を振ふりかざすことしかできないこの学園で？

　カルロなら、まだしも分かる。

　胡う散さん臭くさくとも、あれはきちんとした神しん父ぷで、なんだかんだと言いつつも面めん倒どう見みが良かったりする。先のラーフラ同様、たまに学校へ顔を出しては生徒たちと談だん笑しようしている姿を見ることがあった。

　だけど、自分が？

　困こん惑わくしたイザヤが瞬まばたきしていると、さらに壇だん上じようより、玻は璃りが振ふり向いたのだ。

「──では、御みさ陵さぎ学院付属教会の、九く瀬ぜイザヤ神父にもお言葉をいただきます」

「は？」

　これはまったく聞いていなかったため、思わず奇態な声をあげてしまった。

　思わずまじまじとステージを見つめ、少年は硬こう直ちよくした。

「ちょ、ちょっと待ってください。何のことです？」

「だって、いろいろ協力していただきましたもの。イザヤ神父にも一言いただければ、皆みな喜ぶと思います」

　いつもの兄様ではなく、公的な呼び名で一礼して、これは少年だけに見えるようちろりと舌を出して見せた。

「し、しかし僕は先生方と比べれば若じやく輩はいも若輩ですし……」

「どうぞ、イザヤ神父」

　少年神父の抗こう弁べんもむなしく、にこにこと笑った玻璃に、マイクを突つき出されたのだ。

　ついで、生徒会の鈴すず木きとまゆきまでもが、抜ばつ群ぐんのコンビネーションでイザヤの背中に回り込こむ。こんなときばかり、以い心しん伝でん心しんの極ごく意いを成立させるふたりであった。

「ほら、早く早く！」

「お願いしまっす、イザヤさん！」

「ええっ、ちょ、ちょっと待って」

　抵てい抗こうしようにも、少年の体力でふたりがかりにかなうはずもない。

　どん、と階段を突き飛ばされるようにして、ステージへと押おし出される。




　──その、瞬しゆん間かん。




　わあっ、と熱気が少年の身体からだを叩たたいた。

　聖職衣カソツクを突つき抜ぬけて、身体の中心を直接炙あぶるかのような激しい熱。何千人もの視線と興味とがないまぜになった、激しく荒あら々あらしいまでの圧力。普ふ段だん、神しん学がくの授業で受けているような怠たい惰だな視線とは、まったく比べものにもならないベクトル量。

　その渦うずに、半ば意識を奪うばわれそうになりながら、

「はい、イザヤ神しん父ぷ」

「──あ。あ、あの」

　渡わたされたマイクを握にぎり、こほん、と咳せき払ばらいした。

『九瀬諫也優等生』の顔だけは維い持じしなければなるまいと、精せい一いつ杯ぱいの意思力で焦あせりを封ふうじ込こめる。

　深呼吸。

　気持ちが落ち着けば、熱はけして不ふ愉ゆ快かいではなかった。

　むしろ、こちらの内側の何かを励れい起きするかのような、心地よい熱さだった。心臓がいつもより高く鳴って、少年の指先まで血を押し上げるように思えた。

　マイクを、握る。

「教会を預からせてもらっている、九瀬イザヤです」

　一言口に出すと、少しだけ楽になって──その倍も緊きん張ちようした。

　何を言えばいいかなど分からず、それでも自分の内側から、なんとか人に話せそうな言葉をたぐりよせる。ひどくおっかなくて、一言間ま違ちがえば何もかも破は綻たんさせてしまいそうな感覚は、まるでピエロの綱つな渡わたりのよう。

「聖せい誕たん祭さいの準備、僕も微び力りよくながら手伝わせていただきました。後ろに見える教会の近く──チャリティーのフリーマーケットや、シスター・ノウェムのお菓か子しの出店の設営ですね。こういうイベントへの参加は初めての経験でしたが、皆みなさんの力強さを感じることができて、とても嬉うれしかったです」

　思いついたことを、そのまま口にする。

　何度もつっかえそうになりながら、次の言葉を継つぎ足していく。たいして長い言葉でもないし、いつもの神しん学がくのお説教と大差ないはずなのに、不思議なぐらい焦りまくった。

　だけど──少しだけ、楽しかった。

「皆さん、いろいろありがとうございました。この二日間が最高の時間になることを、僕も確信しています」

　なんとも歯の浮うくような、『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての台詞せりふ。

　普段なら、きっとむずがゆくなるだろう。

　自分には似合わない言葉や行動に、歯車の合わない軋きしみや葛かつ藤とうを覚えて、後でたまらない気分にかられることだろう。

　しかし、今日は。

　今日だけは──イザヤも、少しだけ楽しんでいた。

　偽いつわりであっても、この一時ばかりは『九く瀬ぜ諫いざ也や』として胸を張れるような気がした。

「ありがとうございます。イザヤ神しん父ぷ」

　改めて、玻は璃りが小さく一礼した。

　少年の言葉を締しめるように、少女は可か憐れんな笑え顔がおを見せる。




「では、御みさ陵さぎ学院・聖せい誕たん祭さいの始まりを、宣言します！」




　わあ、と歓かん声せいがあがった。

　ぱんぱん、とクラッカーが連続して鳴り、あちこちで花火が打ち上げられる。気の早いものは早さつ速そく出店へと走り出し、生徒たちの波間に新たな波は紋もんをつくりあげていた。

　それを見ながら、ステージを降りて、イザヤは瞼まぶたを閉じた。

「……はあ」

　適度に離はなれたところで、息をつく。

　思わず肩かたのあたりを揉もんでしまっていると、すぐ背後から声がかかった。

「押お忍す！　お疲つかれさまっす！」

「良かったですよ～！　イザヤさんといて、会長のにっこにこしてるところもばっちり写真に撮とれましたし！」

「あなたたち……」

　眉まゆをひそめて、鈴すず木きへと振ふり返る。

　陸上部のがっしりした肩口から、猫ねこに似た顔立ちのまゆきの顔と、扱あつかいやすそうなデジタルカメラがにょっきり生えていた。本当に、こんなところだけコンビネーションの働くふたりではあった。

「ふたりとも、すぐ仕事があるでしょう」

　と、さらに別の声が割り込こんだ。

　ふたりの横合いから、さきほど宣言を終えたばかりの玻璃が姿を現していたのだ。

「うわ！」

「会長、早っ！」

「鈴木くんは生徒会に寄せられた申しん請せいのチェック、まゆきは中等部の出店の各種調整があるはずよ。こんなところで油を売っているヒマがあったかしら？」

「「は、はいっ！」」

　ふたりそろって、たちまち敷しき地ちの向こうへ駆かけていく。

　それを見送ってから、玻璃はぺこりと頭を下げた。

「あ……ありがとうございました、イザヤ兄様」

「いえいえ。ずいぶん緊きん張ちようしちゃいましたけれど、悪くはなかったですよ」

　慌あわてて、手を振ふる。

　実際、充じゆう実じつ感かんがあるのも本当だった。まだ頭と指先に軽い痺しびれが残っていたけれど、それもなんとなく心地よかった。その心地よさの裏には、淡あわい罪悪感もあったけれど……けして耐たえられないほどじゃなかった。

「そ……それよりイザヤ兄様」

　玻は璃りが、しどろもどろな口調で、視線を落とす。

「はい、何でしょう」

「あの、私の仕事は今の宣言で一段落ですの。これから二時間ほどは、休みをいただいているんですが……」

「ああ、もちろん休みも必要ですものね。そうでなくても玻璃さんは働き過ぎですし」

「あ、は、はい。ありがとうございます。あの、それで……よかったら……あたしと……」

「玻璃さんと？」

　少女が何を言おうとしたのか、それは分からなくなった。

　不意に、聖職衣カソツクの懐ふところで、何かが震ふるえたのだ。

「──あ、すいません」

　玻璃に断って、内側の品を取り出す。

　携けい帯たい電話だった。

　受話ボタンを押おして耳へあててすぐ、少年の表情にさざ波が走った。

「イザヤ兄様？」

「何でもありません。ちょっと用事ができたみたいでして。すいませんが、後で話の続きを訊きいていいですか？」

「あ……はい」

　少しだけ残念そうな玻璃の肩かたへ手をおいて、イザヤは生徒たちでごったがえす敷しき地ちへと歩き出した。

　途と中ちゆうで、ノウェムとラーフラに出会った。

「ブラザー・イザヤ？」

「イザヤ様」

「あれ。ラーフラにノウェム、何してるんです？」

「いえ……今からラーフラ様と出店を開くので、その前にイザヤ様に味見してもらおうかと思ったのが私です」

「この通り、大皿で運ばされました」

　サンタ姿のラーフラが、相変わらずの無表情で、綺き麗れいな円形に並んだクッキーの皿を差し出したのである。

「そうですか」

　イザヤも、かすかに笑った。

　皿からクッキーを一枚だけ口に差し入れ、さくっと前歯で嚙かみ割ると、香こうばしい味が口に広がった。

「美う味まい」

「良かった」

　小さく唇くちびるをほころばせたノウェムへ、イザヤがうなずく。




「後で、必ず食べに行くよ」




　少年の笑えみは、ひどく優やさしかった。

　いつもよりも優しすぎる笑みの正体に──そのときは、誰だれも気づかなかった。
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　微び笑しようのまま、ゆっくりと校門を出てから、すぐにイザヤは走り出した。

　全速力だった。

　すでに表情は失われ、白い息を道路にまき散らしている。

　アーケードに入ると、陽気なクリスマスソングが流れていた。

　街を歩く誰だれもが幸せそうで──たまにあまり幸せそうじゃない人もいたけれど、そんな人たちでさえ、楽しそうなクリスマスの光景を見ると思わず微苦笑してしまうのだった。

　イザヤが共感する相手は、どちらかといえば後者であったが、少なくともこの光景が嫌きらいではなかった。

　今は、それもろくに意識へのぼらない。

「……はっ、はあっ！」

　息を切らせて、走る。

　駆かける。

　向かっているのは、さっきの携けい帯たい電話で教えられた場所だった。

　どうしてそんな言葉に従っているのか、少年にも説明できなかった。

　恐おそるべき発信相手のことを、どうして教団にもノウェムにすらも報告せず、ひとりで追いかけてきてしまっているのか。

（……くそっ！）

　歯がみして、指定された地下通路へと駆け下りる。

　旧区画と思おぼしい、古びた地下街だった。

　突とつ然ぜん、雰ふん囲い気きが変わるのが分かった。

　単に、地下という閉へい鎖さ空間に侵しん入にゆうしたからではなく、人通りが激減したのである。きらきら光るクリスマスツリーが置かれ、楽しげなクリスマスソングもそのままだというのに、人ひと影かげだけがさっぱりと消え失うせていた。

　ショーウィンドウや店内は、通常営業のまま電気を灯ともされているのが、なお不気味だった。

「────っ！」

　視界にあるものを認めて、イザヤが眼めを剝むいた。

　ごく平へい凡ぼんな、御みさ陵さぎ市し内ないにいくつか支店を持つオープンカフェであった。

　ぐるり、と首がその一角を振ふり向く。

「……お、前」

　と、少年の唇くちびるが強こわ張ばった。

　いいや。

　心臓が止まったのではないかと、少年は疑ったほどだ。それほどに目の前の光景は信じがたく、どうしようもない現実だった。

　悠ゆう然ぜんと座すわったままの、漆しつ黒こくの衣装。

　イザヤとよく似たスタイルの、聖職衣カソツクを纏まとう男。

　そのくせ片手に握にぎっているのは、不格好なほどに巨きよ大だいな二メートル近い『棒』で、まったく聖職衣カソツクとは似つかわしくなかった。

「やっと会えたなあ」

　と、そいつは『棒』を持ち上げた。

　知っている。

　忘れるはずもない。

　忘れられる、はずもない。

　ただひとり、『九く瀬ぜ諫いざ也や』と並び称しようされたもうひとりの英えい雄ゆう。

　たったひとり、イザヤの偽ぎ装そうを見破った相手。

「おいおい、どうしたよ。ちっとぐらい感想とかあってもいいんじゃね？　そらニセモノかもしれないけれど、一応それぐらいには親しい仲だと思ってたぜ？　なんたって真剣に殺し合った仲なんだからさ」

　癖くせのある黒くろ髪かみが、冷たい風になびく。

　おどけた雰囲気の風ふう貌ぼうなのに、その瞳ひとみだけが異様にぎらぎらとした光を宿していた。神しん父ぷとは到とう底てい思えない──聖せい職しよく者しやの宿してはならない光であった。

　実際、今の男は聖職者ではない。

　聖職者などと、そんな言葉ではくくれまい。




「久しぶり。『九く瀬ぜ諫いざ也や』のニセモノさん」




　ゆらりと笑ったのは、〈獣ベステイア〉に憑つかれた断罪衣イスカリオテ使い──壬み生ぶ蒼そう馬まであった。
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　聖せい誕たん祭さいは、大いに賑にぎわっていた。

　学生など、どこも数が集まれば騒さわがしいに決まっているが、今回は特別だった。

　冬の寒さなど、夢ゆめ幻まぼろしと言わんばかりであった。

　正門から入ってすぐの噴ふん水すいで、いくつものジュース瓶びんや缶かん詰づめやバケツを投げているのは、鮮あざやかなジャグリングを表演する大学生のピエロたち。

　慨がい嘆たんの声をあげて校舎近くのステージで跪ひざまずいているのは、高等部有志による救世主の降こう誕たん劇げきだった。さらに校舎の内側では執しつ事じ喫きつ茶さやお化け屋や敷しきが開店し、廊ろう下かのあちこちで一時間ごとに更こう新しんの文化祭新聞が配布されている案配だ。

　つまるところは、文字通りのお祭り騒ぎなのであった。

　ミッション系の学校ではよくあることだが、イベントでの収益の利益分はチャリティとして使われることになっており、そういう雰ふん囲い気きも寄き与よしてか、出店やフリーマーケットも大変に繁はん盛じようしていた。

　中でも、一番の行列ができている店は明らかだった。

「……これは、なかなか」

「す、凄すごい人ですわね」

　ラーフラと玻は璃りが眼めを剝むくほど、ノウェムの出店が絶好調だったのだ。

　わざわざ玻璃が手伝いに来ているのは、なにやら予定が狂くるって休み時間を持てあましたのが理由らしいのだが、もしもそうでなかったならば長ちよう蛇だの列で周囲に大だい迷めい惑わくをかけていたことだろう。

　クリームの甘あまい香かおりが誘さそったものか。

　それとも、時々学内で噂うわさになるシスター・ノウェムお手製の菓か子しの評判が招いたものか、訪れる生徒や父兄たちにはいとまがなかった。次から次へとクッキーやマカロンの手て渡わたしに追われて、手伝いの玻璃とラーフラがこの真冬に汗あせみずくになるほどだった。

　また、何人かの生徒や父兄からは展示しているお菓子の家ヘクセンハウスを売ってほしいとの申し入れがあったが、これだけはノウェムが固辞した。

　先約があるのでと銀ぎん髪ぱつのシスターが頭を下げると、熱心に申し出ていた父兄たちも仕方なさそうに肩かたをすくめて、代わりに最初のクッキーの注文を上乗せするのだった。

　そんなものだから、あっという間に午前の分は売り切れてしまった。

　並んでいた人たちに午後の整理券を配り、なんとか一息ついたところで、

「……目が回ったあ」

　と、玻璃が椅い子すにぽてんと座すわった。

「あの、すいません。玻は璃り様さまにこんな手間をかけるとは思わなかったもので」

「いえ、かまいませんわ。私の方が勝手に手伝うって言ったのですもの。ただ、本当にこれだけの人は予想外でしたわね」

　ノウェムにかぶりを振ふって、少女は先ほどまで行列の並んでいた敷しき地ちをぼんやりと見た。

　すぐ隣となりはサンドイッチやお好み焼きの出店となっていて、ケチャップやソースの濃こい臭においが、すでにクッキーの甘あまい香かおりを上書きしてしまっている。

　だけど。

　確かに、そこにはあったのだ。

　玻璃の遠い目は、その過去を再現しようとしているかのようだった。

　ひどくひたむきで、儚はかない色を、その瞳ひとみは宿していた。〈獣ベステイア〉に抗あらがう組織の幹部とも思われぬ──まるで、誰だれもいなくなった公園のジャングルジムを、ずうっとひとりで見つめている子供のような視線だった。

　憧しよう憬けいにも似た、色合いだった。

　ぽそりと、言った。

「本当に美お味いしいですものね、ノウェムのお菓か子し」

　何か考え込こむように、玻璃は形の良い口元に触ふれた。

「……良かったら、今度、私にも教えていただけます？」

「玻璃様に、私がですか？」

　ノウェムが目をぱちくりさせて、少女を見た。

　その申し出は、人形にとってまったくの想定外だったのだ。

「ええ。お互たがいに時間があいたときだけでいいのですけれど、やっぱり問題あるかしら？」

「あ、いいえ。イザヤ様さえかまわないのでしたら……」

「良かった！」

　と、玻璃が手を打った。

「でしたら、イザヤ兄様に今度お願いしてみます。そうだ、あの、前から訊きいてみたかったんですの」

「な、何でしょう」

「イザヤ兄様は……ノウェムといるときは、どんな風になさってるんでしょう？」

「……どういう、意味でしょうか？」

「なんとなくですけれど……ノウェムといるときは、イザヤ兄様は特別にリラックスされてるように見えましたから」

「いえ、その……」

　それはただ、自分にはニセモノであることを隠かくしていないからだ、とは言えない。

　朱と鷺き頭とう玻璃こそは、最もイザヤの正体を隠さねばならない相手だった。

「イザヤ兄様が帰ってきてから、もう半年です」

　玻は璃りが言う。

「記き憶おく喪そう失しつで、いろんなことを忘れてしまっていて、でもイザヤ兄様はやっぱりどうしようもないぐらいイザヤ兄様で……だけど、時々何か、大切なことをしまいこんでいるように思うんです」

　布をかけた出店の後ろで、玻璃は真正面からノウェムに問う。

「教えてください。ノウェムにとって、イザヤ兄様はどういう人なんですか？」

「…………」

「…………」

　ふたりが、見つめ合う。

　少女の質問は真しん摯しで、おいそれと適当なことを言える雰ふん囲い気きではなかった。

　だからこそ、ノウェムは沈ちん黙もくする。

　人を騙だますのはイザヤの役目であって、自分の機能ではなかったからだ。

　無論、詐さ術じゆつや交こう渉しよう術じゆつのテキスト自体はサーバー・クリュプタにも保存されているが、それを活用するような手段を、ノウェムはまったく持ち合わせていなかった。

「あの……イザヤ様は……」

　何か言おうとして、喉のどの奥おくで空回りする。

[image: ]

　数百、数千の言葉がデータベース上に明めい滅めつしたが、どの表現も適切でない気がした。自分が今抱かかえているもやもやを表すのには、何かが足りてないように思えた。

　何度も何度も表現しようとして、同じ回数だけ、その試行が失敗する。

　似た過程を辿たどる模も倣ほう奇き蹟せきより、その表現の方が難しいかのように。

「イザヤ様、は……」

　か細く、ノウェムが口ごもる。

　堂々巡めぐりを繰くり返す人形に、

「……一言では言えないぐらいの相手、ですか」

　と、玻は璃りが勝手に納なつ得とくして、微び苦く笑しようした。

「は、玻璃様？」

「だったら、無理に話さなくていいですよ」

　淡あわい笑えみをとどめたまま、玻璃はかぶりを振ふった。

「ノウェムは、イザヤ兄様のことを大切に思ってくれている。だったら、それで十分です」

「え、え、え？」

　意外な言葉に、ノウェムは動転して瞬まばたきを繰り返す。

「でなければ、そんなに悩なやみません。イザヤ兄様のことを話すときだけ、ノウェムは本当に柔やわらかい顔をするんですもの。自分では気づいてなかったんですか？」

「────っ！」

　玻璃の指し摘てきは、ノウェムの柔らかいところをすとんとついた。

　かあっ、と突とつ然ぜんの体温上じよう昇しようをセンサーが訴うつたえる。頰ほおから耳下にかけての毛細血管まで、血液が異常なほど流入していた。心臓の拍はく動どうは数割増しに膨ふくれあがり、そんな異常をまったくコントロールできない。身体からだの内側に搭とう載さいされているはずの、各種制御システムも、今回の場合には完全な無力だった。

　小さなリスみたいに両手で口元を押おさえて、動けなくなったノウェムを見つめて、

「……でも、負けませんから」

　ぽつん、と拗すねたように玻璃が呟つぶやいたのだ。

「……は？」

「何でもありません。──あ、そうだ。ひとつ思いついちゃいました。ノウェムも一いつ緒しよに仮装イベントに参加しません？」

「は、玻璃様!?」

　何を言ってるのか、まるで分からなかった。

　自分は人形であり、イザヤの剣けんであり盾たてである。それが着き飾かざったり、ましてや仮装したりする意味などまったく思いつかなかったからだ。

「ええ、お菓か子しの作り方を教えてくれるお礼に、衣装ぐらい用意してみせますわ。あなたでしたら──うん、たとえばチャイナドレスなんか、綺き麗れいな銀の髪かみとよく似合いそう。ノウェムはすらっとしててスタイルよいものね」

　そんなことを、ごくごく無む邪じや気きに言ってくるのである。

　なんとなくこの相手に覚えていた印象とは、まるでかけはなれた言動に、ますますノウェムは混乱してしまう。

　──あるいは。

　そちらが、玻は璃りの素顔であったろうか。

　ノウェムがふたりきりでこの少女と話すことはあまりなかったのだが、玻璃の本来の振ふる舞まいはそんな風だったのだろうか。

「待ってください。わ、私が仮装をするなんて──」

「どうして？　何か問題ですか？」

「それは──だって私は──」

「──お話し中申し訳ありませんが、午後の分の皿はこちらでかまいませんか？」

　ノウェムが言いかけたとき、褐かつ色しよくと真しん紅くの人ひと影かげが出店の背後へと割り込こんだ。

　サンタ衣装のラーフラが、教会から新たな皿を持ってきたのだ。

　出店の皿は、紙と陶とう器きとを使い分けているが、そのうち陶器のものを洗ってきてもらったのである。後二十分もしたら教会のキッチンに戻もどって、ノウェムが午後の分のクッキーを焼く手はずとなっている。

「それで、洗せん浄じようは十分ですか？」

「あ……は、はい」

　曇くもりひとつ残さず、几き帳ちよう面めんに洗われた皿を確認して、ノウェムはうなずいた。

　なんとなく、皿を撫なでる指も浮うわついていた。

　夢見心地に、今のやりとりを反はん芻すうしていると、

「──あ、そうだ」

　くるりと玻璃が振り返って、少年修しゆう道どう士しに訊きいたのだ。

「ラーフラさんも仮装イベントに出ません？」

「私が？」

　黒玉のピアスを揺ゆらし、仏ぶつ頂ちよう面づらのラーフラがサンタの衣装をつまんで見せる。

「このサンタでですか」

「すっごくお似合いですもの」

　くすくすと玻璃が笑うと、ラーフラは表情ひとつ変えず──それでいてどこか困ったような雰ふん囲い気きで──もう一度自分の衣装を見下ろした。

　現在、サンタの衣装は上から羽は織おっているだけで、鼻はな眼鏡めがねや帽ぼう子しは外している。

　それでも普ふ段だん真ま面じ目めなこの修道司し祭さいの姿を思うと、何とも言えぬ味わいを醸かもし出してはいたのだが、今は別の面おも影かげが強かった。

　どうにも突つき放しきれないという、そんな気配。

　この少女だけは、少年修しゆう道どう士しにも一ひと筋すじ縄なわで扱あつかいきれない相手ではあったのだ。単に重要人物だからというのではなく、その気質が彼にとっての未確認飛行物体ＵＦＯというべき、理解しきれない難物だったためだ。

　じろり、と感情のない目を向ける。

「あなたは、いつも突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出します」

「だって、放っておくとラーフラさんは自分の仕事だけして、さっさといなくなっちゃうじゃないですか。もっと触ふれあう機会をつくっても罰ばちはあたらないと思います」

「神は我らに罰ばつを与あたえたりはしません。試練をお与えになるのみです」

　自らの信しん仰こうを告白しつつ、ラーフラはすげなくかぶりを振ふった。

　そして、

「…………」

　そんな会話を交わすふたりを、ノウェムは脇わきから見つめていた。

　意外な組み合わせではあった。

　だけど、妙みようにしっくりした感じもする。

　長くずれていた歯車が嚙かみ合ったかのような、そんな感覚だった。

（もっと早く……こうすれば良かったのでしょうか）

　ぼんやりと、思う。

　今まで、自分たちはバラバラに関かかわることがほとんどだった。

　イザヤを中心にして、まるでハリネズミみたいに牽けん制せいし合うことの方が多かった。だけど、こんな風に、もっとそれぞれで接せつ触しよくしてみても良かったのかもしれない。

　いや。

（今でも……）

　遅おそくは、ないのだろうか。

　たった今からでも、遅すぎることはないのだろうか。

「あの……」

　と、ノウェムの喉のどから、掠かすれた声があがった。

「良かったら、さっきの仮装イベントに、私からもお菓か子しか何かを提供させていただいてかまいませんか？」

　反応は、いっそ劇的だった。

「……え？」

「……は？」

　ふたりともが、実に珍めずらしいものを見るかのように振り返ったのだ。

「……あ、その、やはり迷めい惑わくでしたか」

「い、いえ。ただ……ノウェムがそんなことを言い出すとは思いませんでしたから」

　玻は璃りが、あわてて両手を振ふる。

「でも、それいいですわね。せっかくですから、ラーフラさんも何か得意な芸とか披ひ露ろうしてみたらどうです？」

「どうせ私は、そういう俗ぞく事じには長たけてませんので」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しは、胸元の十じゆう字じ架かを握にぎって視線をそらす。

　いつもの澄すました顔が、なんとなく拗すねたようなのがノウェムにも可お笑かしかった。

　だから、くすりと笑ったら、またふたりが目を丸くした。まるで奇き蹟せきでも見たかのような勢いで、互たがいに顔を見合わせる。

　それから、軽く噴ふき出したのだ。

　三人ともが魔ま法ほうにかかったみたいな、不思議な時間だった。

　真冬なのにぽっかりと温かくて、そこだけが特別な場所のように思えた。

　少しして、玻璃が校舎の時計に目をとめて、

「……あ、もうこんな時間」

　と、口にした。

「すいません。ちょっと生徒会の用事をすませます。すぐ戻もどりますから」

「あ、はい」

　うなずいて、ノウェムは少女の背中を見送った。

　おびただしい生徒たちの波に吞のまれて、その姿が完全に見えなくなってから、ラーフラが新たに口を開いた。

「──ひとつ、うかがっていいですか？」

「はい、なんでしょう」

　振り返ったノウェムを、ラーフラはまじまじと見つめた。

　黒い瞳ひとみに銀ぎん髪ぱつの人形を映したまま、少年修道士はそっと問うたのである。

「あなたは……どうして『九く瀬ぜ諫いざ也や』にこだわってるんですか」

「こだわる？」

　ノウェムが、不思議そうに首を傾かしげた。

「イザヤ様を第一優先順位とするのが私です。ほかの何よりもイザヤ様に奉ほう仕しするのは当然ですし、そもそもイザヤ様の剣けんと盾たてである以外になすことなどないのが私です」

　いつものように、断言する。

　その言葉に迷いも躊躇ためらいもない。

　しかし。

「本当に？」

　と、再度ラーフラが訊きいたのだ。

　本来なら、もう一度即そく答とうせねばならないはずだった。何度機能や仕様を訊かれようが、一言一句違たがわず返すのが、第九祭さい器きたるノウェムの必然であるはずだった。

　なのに、今度はノウェムは口ごもったのだ。

　言葉を妨さまたげたのは、思考に走ったかすかなノイズであった。

　それは、たとえば──

「本当に、それだけの理由なんですか？　あなたがあの少年を護まもっているのは」

「…………」

　ノウェムには、答えられない。

　その様子を見て、ラーフラは言葉を継ついだ。

「申し訳ありません。おかしなことを訊きました」

　この修道司し祭さいの常ではあったが、やはり申し訳なさそうに聞こえぬ台詞せりふだった。

　瞼まぶたを、閉じる。

「不思議なものですね。第九祭器という定義からすれば、あなたが変わるはずなどないというのに」

　ラーフラの言葉は、冬の空気に染しみいるようだった。

「なのに、御みさ陵さぎ市しに来た頃ころとは、あなたは別人のように見えます。それは私の目が曇くもったせいでしょうか。それとも、別の要因があったからでしょうか」

「……分かりません」

　自信なげに、ノウェムが肩かたをすぼめて呟つぶやく。

　その返答にラーフラの表情がかすかに揺ゆれて、何かを言いかけたところで──少年修しゆう道どう士しは聖職衣カソツクの胸元から携けい帯たい電話を取りだした。

　何か、連れん絡らくがあったらしかった。

「ラーフラ様？」

「いえ、教団支部からちょっとした連絡があったようです。手伝いは生徒会にお願いしておきますのでご心配なく。玻は璃りさんにもよろしく」

「あ、はい。分かりました」

　一礼すると、ラーフラは躊ちゆう躇ちよなく生徒たちの向こうへ消えていった。

　ノウェムも午後の準備をするため、出店の屋台に『お出かけ中』という看板をかけて、教会へ身を翻ひるがえした。

　その途と中ちゆうで、胸むな騒さわぎがした。

　何な故ぜだろう。

　今、この瞬しゆん間かんが二度と戻もどってこないという──ごくごく当たり前のことを、今のノウェムは異様なほど強く感じていた。

　その想おもいが口をついて出たのか。

「イザヤ様……」

　いつよりも切なく、人形はその名を呼んだ。




　天空より、白く儚はかない破は片へんが──純白の雪が舞まい始めたのも、ちょうどその時分であった。





２






「壬み生ぶ……蒼そう馬ま……」

　掠かすれた呟つぶやきが、地下街の淀よどんだ空気に散った。

　向かい合ったまま、しばらくイザヤは動かなかった。

　すでに、異常には気づいている。

　単に、人ひと影かげが見あたらないだけではなかった。

　いかに旧区画とはいえ、〈塔ルーク〉による監かん視しが絶たれているわけではないのだ。だとすれば、この男が何らかの方法で教団の監視を騙だましていることは明らかだった。

　それも、この男ならば不思議ではない。

　かつての『九く瀬ぜ諫いざ也や』と同じように、教団の中ちゆう枢すうに属していた男。

　人類を裏切って、〈獣ベステイア〉の側へとついた断罪衣イスカリオテの使い手。彼ならば、教団のやり口も、その対たい抗こう策さくも熟知していることだろう。

（……糞くそったれ）

　嫌いやな汗あせが、頰ほおを伝った。

　それを拭ぬぐうこともできない。視線をそらせば、その隙すきに心臓が刺さされるように思えたからだった。錯さつ覚かくだとしても、けして無視できない予感であった。

　硬かたい声で、訊きく。

「……どうして、あなたが生きてるんです」

「まあ、いろいろ裏技だよ。正直、こんだけ死んでる予定はなかったんだから、お前は自分のことを誇ほこっていいと思うぜ。ニセモノとしちゃ十分な成果だろうさ」

　足を組み、にまにまと唇くちびるに笑えみを浮うかべたまま、蒼馬が答えた。

　カルロにも似た、心底をさらけ出さない韜とう晦かいした表情。

　その表情へ視線を据すえ、『九瀬諫也』の仮面を被かぶる。

「ニセモノとは、何のことですか」

「もう、やめとけよ」

　くつくつと、蒼馬が肩かたを揺ゆらした。

　無ぶ精しよう髭ひげの残る顎あごをざりざりと擦こすって、男はカフェの椅い子すに座すわったまま、握にぎった水すい筒とうを持ち上げた。カフェのマグカップではなく、ブランデーか何かを入れる革かわ巻まきのスキットルであった。

「お前のことは俺も黙だまってる。そいつを武器にするつもりもない。後、このへん一帯の監かん視し機構は無効化してるし、誰だれかが近づいてくることもねえよ。……だから、この場でぐらいは地で喋しやべってもいいだろう？」

「…………」

　しばし、イザヤは沈ちん黙もくした。

　そんな少年の様子を、蒼そう馬まは値ね踏ぶみするように見て、それからこう尋たずねたのである。

「お前、名前は？」

「…………」

　しん、と会話が絶えた。

　ただ、膨ふくれあがった殺意が、イザヤと蒼馬の間で拮きつ抗こうした。

　ぎちり、と音が鳴る。

　断罪衣イスカリオテの音だと、どちらも知った。

　使い手の闘とう志しに応じて、断罪衣イスカリオテが展開しようとしているのだ。模も倣ほう奇き蹟せきを宿す聖せい霊れい機関は、その使い手の意思を汲くんで、半ば自動的に反応したのである。

　場合によっては模倣奇蹟を行使することさえ厭いとわないと──そういう意思をふたりはぶつけあっていた。
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「……へえ、ひとりで断罪衣イスカリオテを展開できるようになったのか？」

　唇くちびるを舐なめあげて、蒼そう馬まが言う。

　表情はあくまでゆるいままなのに、その瞳ひとみには一切の油断がなかった。

　実際、この男が恐おそろしいのはそうした心しん性しようだ。単純な強さや能力ではなく、行動や思想の隅すみ隅ずみに至るまで油断がないのだ。意識と意識の断絶がなく、いかなる瞬しゆん間かんにも全力を傾けられるということの恐ろしさ。

　その恐きよう怖ふを、少年は身をもって知っていた。

（……聖せいロギノスの、断罪衣イスカリオテ）

　勝算を、はかる。

　この男と戦った場合の、自分が生き残れる方法。

　何も……考えつかなかった。

　過去の自分が勝てたのは、僥ぎよう倖こう以前の問題だ。自分の身体からだを操ったもうひとりの自分──まるで『九く瀬ぜ諫いざ也や』本人に乗り移られたかのようなあの瞬間の秘密さえ、イザヤはまだ解明できていない。

　だとすれば、今自分が出来るのは──

（……時間稼かせぎと情報収集、だけか）

　苦く渋じゆうを吞のみ込こみ、天てん秤びんにかける。

　どこまでの情報を与あたえて、その引き替かえにどこまでの情報を引き出せるのか。自分の急所となってしまうような情報を、この男に与えてしまっていいのかどうか。

（…………）

　長く思えた時間は、実際は数秒ほどだったろうか。

　それだけで、覚かく悟ごを決めた。

　告げる。

「……勇ゆう哉や、だ」

「ほ？」

　眉まゆをひそめた蒼馬に向かって、はっきりと言う。

　自分の声で。

「俺の名前は、九瀬勇哉。九瀬諫也の双ふた子ごの弟だ」

「なるほど。そういうトリックか」

　納なつ得とくしたのか、蒼馬がかすかに顎あごを引いた。

　とんとん、とこめかみを突つつきながら、笑えみを深める。

「どうせカルロあたりの入れ知ぢ恵えだろ？　そういう陰いん険けんな入れ替えをするのはあいつの得意技だしよ」

「詳くわしそうだな」

　と、イザヤは目を離はなさずに言う。

「もともとは、あんたとカルロと『九く瀬ぜ諫いざ也や』とで、チームを組んでたんだっけ」

「おおさ。後、もうひとり。──と一いつ緒しよにな」

　蒼そう馬まが革かわ巻まきのスキットルを呷あおる。

「懐なつかしいっちゃ懐かしいねえ。考えてみれば、あいつらと砂さ漠ばくの街を走ってた頃ころが一番楽しかったかもな。斬きって斬って斬りまくって──ああまああいつに指し摘てきされたように、疲つかれていたのも本当だけど、実に愉たのしかったっていうのも本当だ。人間てのはままならんねえ」

　男の瞳ひとみは、ひどく遠くを彷徨さまよっていた。

　おそらく──いや、きっと『九瀬諫也』もそこにいたのだろう。英えい雄ゆうと呼ばれた人間のすぐ隣となりで、この男は幾いく十じゆうもの〈獣ベステイア〉を屠ほふっていたのだ。たかが半年、ニセモノをやってきた自分とは、人生の厚みが違ちがう。

　だからこそ、偽いつわりが貫つらぬけない。

　イザヤの仮面も、この男にだけは通じない。

　酒さけ臭くさい吐と息いきに、イザヤはかすかに顔をしかめたが、唇くちびるを嚙かんで問うた。

「……どうして、俺を呼んだ」

「大した意味はないさ」

　男が広い肩かたをすくめる。

　半歩下がったイザヤを前に、その男臭い笑えみが広がった。

「言ったろ？　せっかくふたりだけで殺し合った仲だからな。ひとつ、いいことを教えてやろうと思っただけだ」

「…………」

　蒼馬の言葉を、値ね踏ぶみする。

　だが、まるで分からない。

　この男を分ぶん析せきするだけの材料が足りない。蒼馬の正体も、聖せい戦せん以降彼の辿たどってきた歴史も、彼の背後にあるものも見当すらつかない。自分の本名を出すことで、相手からの情報引き出しを狙ねらってみたが、それが成功してるのかどうかすら曖あい昧まいだ。

　そんな半はん端ぱな状態で、動くこともままならぬ。

（こいつは……何を……）

「よく聞けよ」

　がんじがらめに拘こう束そくされた少年の耳へ、蒼馬はゆっくりと続けたのだ。




「今から、この街は……」




　続く言葉は、確かに少年の心臓へと刺ささった。

　次の瞬しゆん間かん、さあっ、とイザヤの顔に蒼そう白はくの色が渡わたったのだ。

「お、前……なんでそんなこと……」

「さあて」

　片目をつむった男の顔には、外部からの洞どう察さつをつけこませぬ、虚きよ無むとも余よ裕ゆうとも言い難がたい何かが張り付いていた。

「余計なことを口にしてるヒマなんかあんのか？　すぐに祭りが始まるぜ？　聖せい誕たん祭さいを待ってたのはよい子の市民ばかりじゃないからな？」

「────っ！」

　蒼そう馬まの言葉に、イザヤが唇くちびるを嚙かんだ。

「止めるのは間に合わんにしても、急げば大切な人間だけでも庇かばえるんじゃねえか。それはお前にとっちゃ意味のあることじゃないか？」

　迷いは、数秒だった。

　もとより、ここで蒼馬と戦ってもイザヤに得られるものなどない。

　踵きびすを返す。

　地下空間に、高い足音が響ひびいた。

　小さくなっていく聖職衣カソツクの背中を見つめて、

「走れ走れ、ニセモノ」

　愉ゆ快かいそうに、蒼馬はこぼした。

　くらりと倒たおれるように椅い子すへもたれかかり、天てん井じようを向く。

　酒の混じった吐と息いきを、薄うす暗ぐらい地下空間にまき散らし、こう呟つぶやいたのだ。

「……とっくにこの世界が終わってることを、精せい々ぜい思い知れ」

　その呟きとともに。

　周囲に、異変が生じた。

　蝶ちようであった。

　ほのかに紫むらさきに光る、現実にはありえない不可思議な蝶。

　その蝶の群れが何匹びきも集まって、やがて地下空間の暗がりを満たして、ひとつのカタチをつくりあげたのだ。

　カタチが、口を開いた。

「──あれで良かったの？」

　まだ声変わりしきってない、少年の声だった。

「おおとも」

　革かわ巻まきのスキットルを唇にあて、蒼馬は首しゆ肯こうした。

「せっかく会ったのに、何もしてないように見えたけれど」

「それでいんだよ」

　ひらひらと手を振ふって、男は面めん倒どうくさそうに言葉を継つぐ。

「あいつにはたっぷり絶望してもらわにゃならねえんだ。ここであっさりくたばられたら、あんまりにも安あん穏のんすぎるってもんだろう」

「……そう」

　と、蝶ちようだったカタチは瞼まぶたを閉じた。

　ゆっくりと、その目が開き、天てん井じようを見上げる。

「もう、始まるよ」

　地じ盤ばんを貫つらぬいて、向こう側の天空を見つめるかのごときその瞳ひとみは──さきほどの蝶と同じく、淡あわい紫むらさきの光を灯ともらせているのだった。
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　出店から離はなれてすぐ、玻は璃りは騒さわがしい校庭の裏へと回った。

　休み時間はまだ残っている。だけど、それとはまったく別の理由で、少女は校舎裏手の壁かべへもたれかかったまま、制服の胸を押おさえたのだ。

「……一体、何？」

　突とつ然ぜん、胸むな騒さわぎがしたのだ。

　思い当たる理由はない。

　自分の体調が崩くずれているわけでも、〈獣ベステイア〉の存在を知覚したわけでもない。浮うかれた聖せい誕たん祭さいの空気を受けて、むしろ気分は高こう揚ようしていたはずなのに。

　なのに、玻璃の奥おくの奥で、何かが騒いでいた。

「あた……し……」

　そう、呟つぶやいたときだった。

（──残念ね）

　と、誰だれかが言ったのだ。

　外ではない。

　玻璃の、心の中で。

「……あなた……っ」

　口に出して、玻璃はすぐその存在の正体を悟さとった。

　もうひとりの、玻璃。

　自分の中に潜ひそむ、おぞましくも残ざん酷こくなる人格。〈獣ベステイア〉とも断罪衣イスカリオテとも異なる『力』を持つ、『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』と呼ばれる妖よう女じよ。

　その正体を、玻璃は知らない。

〈獣ベステイア〉と近しい何かだと、それだけの認識しかない。教団やカルロにも自分の異常体質までは明かしていても、この人格のことだけは暴ばく露ろしていない。

　たったひとり。

　イザヤ兄様には──その人格が暴走した暁あかつきには自分ごと殺してほしいと、そんな身勝手な願いとともに打ち明けていた。

（くすくす）

　思念が、笑う。

（ねえ、大好きなイザヤ兄様と、聖せい誕たん祭さいを回って歩きたかったんでしょう？）

「…………っ」

　少女は、唇くちびるを嚙かむ。

　その耳が、先まで真っ赤にそまっていた。自分の内側の存在は、こちらの心をすべて読み通しているかのようだった。

　くすくす、と思念がまた笑う。

（悪くないわよね。生徒会長としても朱と鷺き頭とうグループの後こう継けい者しやとしても頑がん張ばっているのだから、それぐらいの役得があったって誰だれも怒おこらない。ええ、あたしだってそうしたかったぐらいだもの。あの子は本当に意地っ張りで、ずうっと無理してばっかりなものだから、虐いじめると可か愛わいくてたまらないわ）

「どういう、こと？」

　その物言いが、気になった。

　まるで、もうひとりの妖よう女じよが、イザヤと特別に接せつ触しよくしているような──

「あなたは、イザヤ兄様のことをどう──」

　訊ききかけて、すぐに思いがけぬ反応があった。




（でも、それも台無し）




　と、妖女の思念が断たち切ったのだ。

「──台無し？」

（だって、そうでしょう）

　と、声は言う。

　とても愉たのしそうに、悦えつ楽らくに身み震ぶるいするかのように、玻は璃りの内側で響ひびいている。

　その感情も、少女に伝わるのだ。

　生きのままに、衝しよう動どうのままに、嘔おう吐としてしまいそうなほどに伝わってくる。

　まるで自分自身が、他人の痛みや苦しみを愉しんでしまっているかのようだ。もうひとりの妖女の感情と、自分自身の感情との区別がつかない。

（こんなに楽しかったのに、あんなにはしゃいでいたのに、何もかもご破算。あたしでさえこの時期に暴れるのを我が慢まんしてあげていたのにね。それは残念というしかないでしょう）

「黙だまって！」

　荒あららげた声に、自分で驚おどろいた。

　いつものような妖よう女じよの戯ざれ言ごとに、つい反応してしまったことが、意外だったのだ。

　それでも後こう悔かいはしなかった。

「台無しなわけない！　ご破算なはずないです！　すぐにイザヤ兄様も戻もどってくれるんですから──」

　そう、信じたかった。

　せめて。

　せめて今、この時だけは。

　せっかくイザヤ兄様にも、あんな楽しそうに笑ってもらえたのに──

（あらそう）

　思念は、すげなく退いた。

　以前のように自分を乗っ取るのではないかと怯おびえていた玻は璃りは胸を撫なで下ろし、しかし、次の言葉に心の芯しんまでも凍こおりついた。

　たった今感応した、ある気配によるものだった。

「今の……は……」

（あら、気がついた？）

　思念がふるりとほころんで、けたけたけたと、不快な笑い声がこぼれたのだ。

（ええ、あたしも嫌いやじゃなかったわ。あの子が戻ってくれるんだったら、もう少しぐらい今のまま楽しもうと思っていたし、実のところ、あなたとのこの不自然な関係も、それなりに気に入っていたのよ）

「あなたは……何を……」

　言いながら、玻璃も気づいていた。

　決定的な──致ち命めい的てきな何かがおきようとしていることを、彼女も悟さとってしまっていた。

（ほうら、見せてあげる）

　と、声が告げたのだ。

　絶対に見たくない何かを、示し唆さするように。

　実際にそれは、稲いな妻ずまのごとく少女の脳のう裏りを蹂じゆう躙りんして、犯おかしつくしたのだ。

「…………っ！」

　身体からだ中じゆうをひきつらせて、少女ががっくりと頭を前にのめらせる。か細い膝ひざから力を失って、再び校舎の壁かべにもたれかかりながら、ずり落ちていった。

　そのまま倒たおれ伏ふすかと思われた少女の落下は──しかし、その半ばで停止したのだ。

　数分、動かなかった。

　突とつ如じよ石像と化したかのように、少女は指一本動かさない。

　やがて、

「……ああ」

　吐と息いきが、こぼれた。

　ひどく、艶なまめかしい吐息であった。

　それを契けい機きとして、少女の身体からだへ血が通っていく。

　薔ば薇らよりも赤い唇くちびる。夜よりも艶つややかな黒くろ髪かみ。透すき通るかのごとき白はく磁じの肌はだ。誰だれもが一目で意識を奪うばわれ、虜とりこにならざるを得ない美の結けつ晶しよう。

　──いつもと何ひとつ変わらないのに、何ひとつ同じではない。

　その正体を、誰が知ろう。

　ああ。

　持ち上がった顔は、もはや玻は璃りのものではなかった。

「そう」

　と、妖よう女じよは囁ささやいた。

　表の人格を塗ぬり替かえて、とうとう妖女は──『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』は艶えん然ぜんと口にしたのだ。

「もう、始まるのね」

　哀かなしげな、儚はかなげな声だった。

　それら一切の音を吸い取るようにして、純白の雪が舞まい始めていた。





３






　──そのとき。

　　　ふたつの場所で、ふたつの声で、同じ言葉が発された。




　片方は、ある少女の姿を奪って。

　片方は、地下空間の男の傍かたわらで。

「もう、始まるよ」

「もう、始まるのね」

　そのどちらもが、聖せい典てんに書かれた、ある不ふ吉きつな名を囁いたのだ。

　すなわち──




「怒りの日デイエス・イレ」
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　それは最初、ほつほつと降り始めた雪のカタチをとっていた。

　市民の誰だれもが空を仰あおぎ、笑え顔がおを見せる。とりわけ御みさ陵さぎ学院では、元気を余らせた学生たちから、歓かん呼この声をもって受け入れられた。

　御陵市にとっては一年ぶりの、ホワイト・クリスマスをつくる祝福の雪。

　そう。

　祝福と──思われた。

　最初だけ。

　降り注ぐ雪は、たちまちその量を増やしていった。

　数メートル先の視界を塞ふさぐほどの吹雪ふぶきとなり──別の異変を起こすまで、そうはかからなかったのである。





４






「第四区が──通信途と絶ぜつ？」

　その知らせは、すぐさま第一区地下の教団本部を震しん撼かんさせた。

　あらゆる監かん視しシステムを用い、街中の情報を収集しているネットワークルーム。

　そこからの連れん絡らくを受けて、教区長室のカルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行は、声からおどけた調子を潜ひそめさせた。

「どういうことですか」

　感情を押おし殺し、カルロが問う。

　ネットワークルームからの連絡は、それだけ重い物だったのだ。

『現在調査中です。同時に周囲のセンサー及および監視システムが途絶したことから、喪そう神しん現象とは別の理由によるものと考えられます』

「…………」

　カルロは沈ちん思しする。

　喪神現象とは別の理由──だからといって、〈獣ベステイア〉と関係ないとは限らなかった。むしろ〈獣ベステイア〉が喪神現象以外の手段を行使したとすれば、これほど恐おそろしいことはほかにあるまい。

　現状では推測にすぎなくとも、けして無視できない可能性。

「イザヤさんたちは？」

『九く瀬ぜ諫いざ也や様さまならびに第九祭さい器き、朱と鷺き頭とう玻は璃り様さま、ラーフラ様は直前まで第四区で目もく撃げきされています』

「…………」

　最悪の状じよう況きようといえた。

　断罪衣イスカリオテの資格者は、これで自分ひとり。

　カルロの身体からだが模も倣ほう奇き蹟せきの代だい償しように蝕むしばまれていることを考えれば、事実上は皆かい無むと計算してもよい。偶ぐう然ぜんとしてはあまりにもできすぎた状況だった。

　背後にいるものを、カルロは想像する。

　あまりに用意周しゆう到とうな、致ち命めい的てきなほどの計画を敷しいた存在。

（……だとすれば）

　後手に回っている自分が、より最悪に陥おちいることを回かい避ひする方法は？

「……まず、〈塔ルーク〉の先せん遣けん部隊を向かわせてください。その際、玻は璃りさんか断罪衣イスカリオテの資格者の発見を第一優先とします。〈槍ランス〉の第三部隊から第十七部隊は第四区の周辺に配置。残りは第二種コード警戒態勢・バイオレツトで待機を。ネットワークルームは第四区に限らず、全区の過去一ヶ月分の監かん視しデータを再調査リロール」

　矢や継つぎ早ばやに指示を出しつつ、それぞれの行動が成功・失敗した場合のパターンを模も索さくしていく。

　これほどの逆境に立たされている以上、今の指示も見み抜ぬかれている可能性が高かった。もとより、聖せい誕たん祭さいを教団のストレス発散に利用しようとはしていたが、実際に浮うかれていたわけではない。むしろ街の急激な変化に対応するために、監視の目は倍も増やしていたほどだった。

　なのに、この惨さん事じ。

　見えないチェス盤ばんの向こうに座すわっている相手を、カルロは想像する。

（まさか……）

　嫌いやな汗あせが、こめかみのあたりを伝った。

　心当たりはあったのだ。

　しかし、それは数ヶ月前に──あの夏の日に滅ぼされたはずの相手だった。

　考え込こんだのは、十数秒といったところだろう。

　その直後に、ネットワークルームに異変が生じたのだ。

『え……っ、何ですかあなた方は！』

『ま、待ってください！　そちらのファイルは枢すう機き卿きよう代行の許可無しには！』

「──どうしました!?」

　奇き妙みような叫さけびに、慌あわててカルロが画像通信に切り替かえかけたところで、通信自体が途と切ぎれた。

　ついで、教区長室の扉とびらが開いたのだ。

（────？）

　突とつ然ぜんの開放に、カルロは身構えた。

　自分の許可なしに、教区長室の扉を開けるものはごく数人しかいない。自分より位階が上である司し教きよう枢すう機き卿きよう、もしくは教きよう皇こう──ないしそれらの承認を受けたものだけだ。自分を害する〈獣ベステイア〉の類たぐいであれば、ここに至るまでに発見されぬことはあるまい。

　ゆえに。

　扉とびらから入った人物に、カルロは隻せき眼がんを大きく剝むいた。

　イザヤか玻は璃りがいれば、その数倍は驚おどろいたかもしれない。この枢機卿代行がそういった表情を露あらわにするところを、彼らは見たことがなかったからだ。

　ほんのコンマ数秒で、その驚きよう愕がくをもカルロは押おし込こめた。

「……お久しぶりです」

　と、先んじて頭を下げたのだ。

「どうして、ここへあなたが？」

「お互たがい、この立場になって以来、お会いするのは初めてですわね？」

　優やさしく、尼に僧そうは言った。

　年ねん齢れいは二十代の後半といったところか。若さのわりに落ち着いた物もの腰ごしで、カルロと同じアレンジをされた聖職衣カソツクに身を包んでいる。伝統的な頭布ウインプルからは淡あわい栗くり色いろの髪かみが流れていた。

　モデルといっても通じそうな艶あでやかな肢し体たいと、滑なめらかな肌はだ。

　しかし、その瞼まぶたは固く閉じられていた。

　この尼僧は、盲もう目もくなのだった。

　それでいて視覚障害者に特有の、不自由そうな動きはほとんど見られない。せいぜい白い杖つえをついていることが、それらしいぐらいだろうか。

　本来ならマザーと称しようされるべき立場なのだが、教団の慣習にのっとって、シスター・レアと呼ばれている。

　カルロにとっては……

「聖せい戦せん以来、ですか」

　と、眼帯の神しん父ぷは囁ささやいた。

「連れん絡らくもなかったですよ。仮にも断罪衣イスカリオテの資格者が自分の任じられた特別指定教区を離はなれるなら、全員への通達が必要なはずですが」

　それは、突とつ然ぜん乗り込んできた戦友へ、釘くぎを刺さそうとした発言だった。

　しかし、それこそが決定的だった。

「……あなたまで、忘れたんですの？」

　むしろ悲しげに、シスター・レアが訊きいたのだ。

「わたくしが任じられた都市がどうなったか、あなたまで忘れてしまったんですの？」

「っ──！」

　カルロが、息を止めた。

　いつもふざけてばかりいるこの眼帯神父が、今ばかりは心臓を貫つらぬかれたかのように、すべての動きを停止させたのだ。

　数秒して、尼に僧そうは問うた。

「思い出しました？」

「ええ……思い出しましたよ。間ま抜ぬけな話です。自分でも、イザヤくんにも問うていたというのに」

　がくりと肩かたを落とした姿からは、生気そのものがすり減っていた。

　急に、自分の背に乗っていた何トンもの重みを思い出したようにも見えた。

「では、あなたは……」

「ええ」

　と、盲もう目もくの尼僧はうなずく。

「とても残念ですわ？　こんな大切な日に、こんな大切な友に、こんな用件で会わねばならないことが」

　静かに、彼女は告げた。

　背後から、もうひとり褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しが現れたのだ。

「ラーフラさん……」

　その相手の名を、カルロが呼んだ。

　ラーフラは、いつものように無表情で枢すう機き卿きよう代行を見つめていた。
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「では、あなたは……シスター・レアの……」

「はい、シスター・レアのもとで異端審問官インクイジターとしての修行を受けていました」

　悪びれもせず、ラーフラは自らの来歴を口にした。

　異端審問官インクイジター。

　カルロも半ば勘かんづいてはいた、少年修しゆう道どう士しの正体。互たがいに相手の尻尾しつぽをつかもうとしていた騙だまし合いが、ここにひとつの幕を閉じたということか。

「自じ慢まんの弟で子しなのよ？」

　悪いた戯ずらっぽく、シスター・レアが唇くちびるに人さし指を立てる。

「ただ、有能だけれど強ごう情じようだったものね。カルロも扱あつかいあぐねたでしょう？」

「申し訳ありませんが、それはシスター・レアの教導に不可解な点が多かったせいです」

「もう、ご挨あい拶さつだわね。もっと素直になったらどう？　わたくしへの感謝を表に出してもよくってよ？」

　頭を撫なでようとした手を、ラーフラが嫌いやそうに振ふり払う。

　一見和なごやかとも見える風景だったが、カルロを追いつめた状じよう況きようを鑑かんがみれば、とてもそうは思えなかった。

　実際、その通りだった。

「彼から、これまでの報告書をもらいました」

　振り返って、レアはこう続けたのだ。




「──カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行、あなたを偽ぎ証しよう罪ざいの容疑で告発します」




　と。

　尼に僧そうの背後から、複数の人ひと影かげが湧わいた。

　シスター・レアが連れてきていた直属の教団員らしかった。

　抵てい抗こうらしい抵抗もせず、カルロは拘こう束そくされる。がっしりと肩かたと腕うでを固定されたまま、青年神しん父ぷは顔をあげた。

「何の……偽証です」

「ご自分の胸に問いなさい。神は悔かい悛しゆんするものに寛かん容ようですわ」

　言い捨てて、尼僧は踵きびすを返した。

　やはり盲もう目もくを感じさせない、滑なめらかな動きであった。その脇わきにラーフラがついて、ふたりは等速に遠ざかっていく。息のあった足取りは師弟ならではのものか。

　背中へ、カルロが問うた。

「どうするつもりですか、シスター・レア」

　かつての戦友の言葉に、尼僧は小さくうなずいた。

「決まってますわよ？」

　微び笑しようしてから、はっきりと尼に僧そうは答えた。




「あなたを告発した以上、この都市はわたくしが護まもります。ええ、今度こそ──この都市こそは護り抜ぬいて見せますわ。主と御み子こと聖せい霊れいと、聖せいルチアの名にかけてでも」
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　その雪は、柔やわらかく世界を満たしていった。

　音もなく、香かおりもなく、ただひたすら自らの破は片へんを降り落とす純白の舞まい。

「……う、わあ」

「すげえ」

「真っ白だああ！」

　感受性豊かな学生たちが反応するのは、当然の流れでもあったろう。

　聖せい誕たん祭さいたけなわの御みさ陵さぎ学院では、多くの人々が天空を振ふり仰あおいだのだ。

　最初は初等部の子供たちが歓かん声せいをあげ、その熱に煽あおられるようにして中等部や高等部の学生たちも駆かけだし、それぞれの想おもいを込こめて真っ白な空を見上げた。ジャグリング最中のピエロも、ステージでギターをかき鳴らしていた高校生バンドも、出店でたこ焼きや鯛たい焼やきをつくっていた即そく席せき料理人たちも、こればかりは一様に顔を輝かがやかせた。

　思い出したのかもしれない。

　初めて雪を見たときの感動や、喜びの気持ち。走り回って、一番最初に足あし跡あとをつけようとした子供っぽい衝しよう動どう。祭りというのは人の心をまっさらにして、最初の感受性を取り戻もどさせるイベントでもあったろう。

　そして。

　その歌を始めたのは、誰だれだったろうか。




「──清し、この夜」




　聖せい歌かであった。

　クリスマスを祝う、鮮あざやかで輝かしい、誰もが知るメロディ。

　はじめは遠えん慮りよ深ぶかく小さな声で、やがていくつかの声が唱和して──あるいは嬉うれしそうに、あるいは照れくさそうに、少しずつ歌の輪が広がっていったのだ。




「星は、光り」




　誰だれもが笑え顔がおで、誰もが楽しそうに、声を限りに唱和する歌。

　聖せい誕たん祭さいにふさわしく、その歌は雪とともに少しずつ勢いを増していくようだった。

　雪が積もる。

　校舎も敷しき地ちも出店のテントも、ゆっくりゆっくりと白く覆おおわれていく。

「……歌」

　教会で焼いてきた午後の分のクッキーを持って、ノウェムはぽつりと呟つぶやいた。

　皆みな、どんな気持ちで歌っているのだろう。

　歌わずにいられないとは、どういうことなのだろう。

　今、ノウェムの胸を叩たたいている感情こころも、ほかの人々と変わらないのだろうか。

（……私の、気持ち）

　誰に対する気持ちだったか。

　瞼まぶたに映る面おも影かげは、ひどく曖あい昧まいで、しかしノウェムにとって誰よりも大切な相手であった。

（会いたい……です）

　ひどく切実に、人形は願った。

　今までのいつよりも、自分の隣となりにあの少年がいないことが寂さびしかった。

　とても強きよう烈れつで、実際に心臓を締しめ付けるかのような、ひどく差し迫せまった感覚だった。いくら解かい析せきしようとしてもできないその感覚を、ノウェムは愛いとおしむように息をついた。

　そのときだった。

「──え？」

　人形の喉のどから、声がこぼれたのだ。

　急に、雪の様子が変じたのである。

　吹雪ふぶきとも違う。

　霙みぞれにしては激しすぎた。

　霧きりのような細切れの雪せつ片ぺんが空気に混じりはじめ、それと同時に別の成分が世界を覆っていったのである。

　その成分を、ほぼ自動的にノウェムのセンサーが判別し──

「え……」

　瞬しゆん間かん、人形の思考回路は停止した。

　サーバー・クリュプタへの接続さえ不安定となり、聖せい霊れい機関と接続された一部のセンサーだけがノウェムに真実の情報を伝えたのである。

　学院が、変じる。

　いいや。

　それだけでないと、ノウェムのセンサーは訴うつたえていた。人形の意志を離はなれて、外部の状じよう況きようまで確実にモニタリングしてしまっていた。

　街が──第四区そのものが変じていると、人形は悟さとってしまったのだ。




　……そして。

　　　歌が、壊こわれた。




「救いの──御み子こは──」

「馬ま槽ぶね──の──中ｈぇｐｌｍ──」




　歌が、掠かすれる。

　歌が、崩くずれる。

　数多あまたの歌が止まり、学生たちの誰だれもが立ち尽つくした。

　まるで、生まれたときからのありとあらゆる記き憶おくを奪うばわれたかのように、ただ茫ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしていく人々。それでも歌声だけが止まらず、壊れたオルゴールと化したかのように、異常な歌をひしりあげる。

　そんな現象を引き起こすモノを、ノウェムはひとつしか知らない。

（喪そう神しん現象……っ!?）

　認識不能な『世界の歪ゆがみ』。

　その歪みを無理に認識してしまったことから、人間が陥おちいる意識不明状態の総そう称しよう。




「ｊｖはっｈらｋｈらｌｈじゃｈｊはじぇｈじゃえうｂへけｈかえう──！」




　それは、もはや歌ではない。

　連れん鎖さする叫さけびだ。

　連鎖する悲劇だ。

　学園の敷しき地ちを席せつ巻けんして、まるでドミノ倒たおしのように狂きよう気きが伝でん染せんしていく。出店に並んでいた中学生の集団やステージに注目していた高校生たち、見回りであちこち[image: 叱]しかりつけていた教員たちも、誰もが次々に歌ならぬ叫びをぶちまけた。

　一いつ滴てきの墨すみで、広大な海がくまなく黒くなっていくかのようだった。

「何、が……!?」

　歩み寄ろうとして、ノウェムの手からクッキーの乗った皿が落ちた。人形もまた聖職衣カソツクの胸を押おさえたまま、膝ひざをついた。

　狂気の伝染は、人形の胸も叩たたいたのだ。

　猛もう烈れつな心臓の鼓動ビート。

　強きよう烈れつな衝しよう動どうは、第九祭さい器きたるノウェムの身体からだすら蝕むしばんで、おぞましい聖せい歌かを口にさせようと内側から迫せまってくる。

「…………っ！」

　動けない。

　神経系だけではなく、ノウェムの意志までもその衝動は支配していた。仮に〈獣ベステイア〉の能力だとすれば、段だん違ちがいといっていい階位レベルのそれであった。

（断罪衣イスカリオテ、が……）

　せめて、断罪衣イスカリオテさえ纏まとえれば。

　聖せいアガタの神性加護をもってすれば、これらの衝動も抑おさえられたかもしれぬ。しかし、ノウェムの構造上、ひとりでは断罪衣イスカリオテを展開することはかなわなかった。

　それができるものはただひとり。

　ノウェムが主人と認めた、あの少年だけだった。

　がくがくと身体が震ふるえる。肺から喉のどが焼けるように熱くて、横おう隔かく膜まくが開閉する。『歌え』と強制されているのが分かった。自分もあの叫さけびに続かねばならないのだと、異常な強きよう迫はく観念が人形を襲おそっていた。

「……イザヤ、様……」

　分からない。

　あの少年に来てほしいのか。

　あの少年に、来てほしくないのか。

　今戻もどってくれば、確実にこの異常に巻き込こまれる。それが人形にとってはたまらなく嫌いやだったのだ。

　自分もあの少年も、〈獣ベステイア〉を撃げき退たいするために造られた存在だというのに。




「ｈｊくぁひえんｋへんかｋふえんｋｊふぁいえんｋｊちあえあｋはえかあｈなえい──！」




　吹雪ふぶきに合わせて、叫びはとめどなく増していく。

　雪の純白に、緋ひ色いろが混じる。

　叫びをあげる何人かの喉が裂さけ、血を吐はいたのだ。それでも歌をやめることはかなわず、緋色はどんどん濃くなっていく。

　次々と、人が人でなくなっていく。

〈獣ベステイア〉ではない。

〈獣ベステイア〉ですら、ない。

　無数の人を喰くらって、人でないものとして増ぞう殖しよくしていくそれらの正体は──

（…………っ）

　必死に衝しよう動どうを抑おさえ、ノウェムが全身のセンサーを働かせる。不安定な機構に補正をかけ、学生たちを襲おそっている喪そう神しん現象の大元を探査する。かろうじて生き残っている学院の監かん視しシステムにも全力で干かん渉しようして──




　──見つけた。




　聖せい誕たん祭さいの垂れ幕が下がった中等部校舎の屋上へ、黒い影かげが湧わいたのだ。

　一体のみならず、何体もの〈獣ベステイア〉が、今や悲ひ惨さんな劇場と成り果てた聖誕祭を睥へい睨げいしていた。降りしきる雪のせいで、その〈獣ベステイア〉たちのシルエットも滲にじみ、ぼやけた影絵のように見えた。

　その〈獣ベステイア〉の真ん中で、華はなやかに嗤わらうひとりの少女。

　少女の姿に、人形は硬こう直ちよくした。

　ありえない姿であった。

　あってはならない姿であった。

「玻は璃り……様さま……！」

　茫ぼう然ぜんと、ノウェムは少女の名前を口にした。





[image: †]






「──なんだよ、これは！」

　イザヤは、ビジネス街の路地を走っていた。

　先の地下空間から、御みさ陵さぎ学院へと戻もどる通学路である。

　すでに雪が降り積もり、第四区は真っ白に染め直されている。

　銀世界と化したその中で、しかしイザヤの目に映るそれは──地じ獄ごくでしかなかった。

「なんなんだよ、これは！」

　叫さけぶ。

　わけが、分からなかった。

　異常な疼うずきを、右手が訴うつたえている。

　あの妖よう女じよ──『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』に契けい約やくさせられた右手であった。その右手が反応するような、何らかの波動が街を覆おおっていることだけが確かであった。あるいは、この右手がなければ、イザヤにも別の症しよう状じようが生じているのかもしれなかった。

　両横に高層ビルを建ち並ばせたアスファルトの車道には、いくつかの車が停止しているばかりで、人の気配はほとんどない。

　代わりに、奇怪な影かげが屹きつ立りつしていたのだ。

　ヒトガタの影であった。

　元はヒトガタなのが想像できるのに、むしろ巨きよ大だいな蟻ありに酷こく似じした姿であった。漆しつ黒こくにぎらつく外骨格から異様な眼球を幾いく十じゆうとなく露ろ出しゆつさせ、その半分以上の数がぎょろりとイザヤを向いたのだ。

（蟻の……〈獣ベステイア〉……っ！）

　それも、一体や二体ではなかった。

　いや、数十でもきかぬ。

　見み渡わたすかぎりの雪景色が、べったりとした〈獣ベステイア〉の漆黒に塗ぬり潰つぶされていたのだ。

　一体ずつの階位は高くない。これまでいくつかの戦いを経てきたイザヤにもそれは分かる。教団のデータ上でいえば、せいぜい正八階位か準七階位といったところだろう。必ずしも断罪衣イスカリオテでなくとも抵てい抗こう可能な、ごく低位の〈獣ベステイア〉ばかりだ。

　しかし、この数は──！

（こんなの……どうしろってんだ……！）

　唇くちびるを、嚙かむ。





「避ひ難なん警報が発令されました。特別指定教区法第四条にのっとり、四区の全市民に避難を勧かん告こくします。一区、七区の市民は不用意に動かないようお願いします。繰くり返します。避難警報が発令されました──」






　遠く警報が聞こえるが、それすら空むなしく、避難中の人間など見あたらない。

　これじゃ、地じ獄ごくだ。

　おぞましいことには、アスファルト上のいくつかの車は、内側から破られていた。

　それは、さきほどまで談だん笑しようしていたごく普ふ通つうの人間が、突とつ如じよ〈獣ベステイア〉と化したという証明ではないのか。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　声ならぬ声を、〈獣ベステイア〉たちがあげた。

　ほぼ同時、数体の〈獣ベステイア〉が颶ぐ風ふうと化して接近する。現実の生物にはありえぬ速度。ぞりゅりゅと音をたてて〈獣ベステイア〉の腹から抜ぬけ出た節足が、蟻の速度を倍化させたのである。

　たまらず、少年の喉のどが叫さけんだ。

「っああ──！」

　蟻の〈獣ベステイア〉たちが、少年の身体からだを覆おおった。その重量だけでアスファルトに大きくひびが入り、衝しよう撃げき波はでビルのガラスが砕くだけ散る。トラックの数台分がまとめて打ち落とされたかのような、凄すさまじい衝突。

　次の、刹せつ那な。

　同じだけの速度で、蟻たちの方が弾き飛ばされたのだ。





「我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　鳴り響ひびくは、機械の福ふく音いん。

　少年を中心に、三つの聖せい霊れい機関が駆く動どうする。

　聖職衣カソツクが裏返り、純白の断罪衣イスカリオテがイザヤの身体からだを覆おおっていた。背中には翼つばさを模した装そう甲こうが広げられ、両りよう腕うでには繊せん細さいな手甲ガントレツトが纏まといつき、少年を戦士へと変へん貌ぼうさせる。

　聖せい変へん化かと呼ばれる、一連の奇き蹟せき。

　麵めん麭ぽうを神の肉に、葡ぶ萄どう酒しゆを神の血になさしめる秘蹟の顕けん現げん。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せいゲオルギウスの第二種奇蹟を起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」




「──試行に失敗。パラメータ注入後、仮想現実の試行回数に問題発生。資格者の仮想現実保持に不足と判断。干渉領域と干渉度をそれぞれ三十四％に定義します。──再定義、再試行成功。すなわち四万四千七百七十八回の試行を開始します」






　降りしきる雪とも紛まがう美しい装甲が、〈獣ベステイア〉の爪そう牙がを弾はじいたのだ。

　少々の攻こう撃げきでは、イザヤを傷つけられない。奇蹟に守られた断罪衣イスカリオテは、単純な防護能力においても、最上級のボディアーマーを遥はるかに上回っている。軍人たる守しゆ護ご聖せい人じんゲオルギウスを奉ほうずる断罪衣イスカリオテなれば、そこらの戦車にもひけをとらないだろう。

　しかし。

　人間が傷つくのは、身体だけではあるまい。

（こいつ……ら……っ）

　無数の〈獣ベステイア〉を見み据すえ、イザヤは呻うめく。

　気づいたのだ。

　彼らは、普ふ通つうの〈獣ベステイア〉ではない。

　言うなれば、〈獣ベステイア〉になりきっていないのだ。

　変貌も動きも中ちゆう途と半はん端ぱなまま。だからこそ、いまだ断罪衣イスカリオテの資格者として未熟なイザヤでも対処できるが、別の疑問をも芽生えさせた。





「我は模も倣ほうする──」






　放つのか。

　自分自身に、イザヤは問うた。

　許された模倣奇き蹟せきを、あらゆる邪じや悪あくを滅ほろぼす聖せいゲオルギウスの槍やりを、お前はその手で放ってよいのか？

　たった今まで、ごく普ふ通つうに暮らしていただろう人間相手に──？





「我は模倣する。──聖ゲオルギウスの──」






　──『お前のせいだよ、九く瀬ぜ』




　刹せつ那な、脳のう裏りに響ひびいたのは、あのとき蒼そう馬まに聞かされた言葉であった。

　うそぶくように、囁ささやきは続く。




　──『お前がずっと偽いつわっていたから、この街が壊こわれていく』

　──『証しよう拠こを見せてやろう』




「────っ！」

　少年の右手から、光が消えた。

　同時、突つっ込こんできた〈獣ベステイア〉の一いち撃げきが、イザヤを吹ふき飛ばす。

　ほとんど地面と水平に飛ばされたイザヤの身体からだは、鉄骨をひんまげながら、ビルの内側へと埋まい没ぼつする。中ちゆう途と半はん端ぱな〈獣ベステイア〉でも、それだけの『力』を持っていた。

「……ぁか……！」

　錆さびた吐と息いきが、肺からこみあがった。

　骨まで響ひびいた激痛が、ほんの少し遅おくれて少年の神経を蹂じゆう躙りんする。

　さきほど〈獣ベステイア〉が襲しゆう撃げきしたときとは、まるで真逆の光景。

　イザヤの闘とう志しの低てい迷めいが、断罪衣イスカリオテの能力にも影えい響きようを及およぼしているのだった。現代科学を超こえた防ぼう御ぎよ力りよくが、聖せい霊れい機関から発生している以上、制約として少年の精神が反映してしまうのも道理ではあった。

（く、そ──っ）

　膝ひざをついた少年が、歯を食いしばる。

　顔をあげれば、〈獣ベステイア〉はさらに数を増やしていた。

　ある〈獣ベステイア〉は電灯の上から、ある〈獣ベステイア〉はビルの壁かべに張り付き、そして大多数の〈獣ベステイア〉はアスファルトにしがみついたまま、イザヤの状態を冷静に観察している。

　彼らは理性を失っているのではない。

　ただ、人間とは別次元のそれを持ち合わせているだけなのだ。このままイザヤを殺せると判断すれば、何の躊ちゆう躇ちよもなく押おし包んでくるだろう。

　たかが二キロ足らずの、学院への距きよ離りがひどく遠い。

　来るときは十分足らずで駆かけ抜ぬけた道のりなのに、今は無限に延長された気さえした。

（……どうして、こんなに……）

　イザヤは、思う。

　少し前まで、自分たちは聖せい誕たん祭さいを楽しんでいたのに。

　ごく当たり前に祝祭を満まん喫きつしていて──〈獣ベステイア〉と化したこの蟻ありたちだって、おそらくはそうだったろうに。

　続々と、〈獣ベステイア〉が集まってくる。

　軍隊蟻の性質もそのままに、自分たちの領土を荒あらそうとする侵略者イザヤに、その空くう虚きよな瞳ひとみを向けている。たとえイザヤが聖せいゲオルギウスの槍やりを解放したとて、これほどの〈獣ベステイア〉に抗あらがえるかどうか。

「…………」

　拳こぶしを握にぎるイザヤへ。

　高らかに、〈獣ベステイア〉たちが凱がい歌かをあげようとして──




　機関砲の轟音が、〈獣〉の咆吼を消し飛ばした。




「え──？」

　耳を押さえ、少年が眼めを剝むいた。

　途と轍てつもない轟ごう音おんだった。

　腹どころか、内臓すべてに響ひびき渡わたる振しん動どうの強きよう烈れつさ。

　圧あつ倒とう的てきな火力が、重量感のある〈獣ベステイア〉の肉体を吹ふき飛ばす。非現実的な甲こう殻かくに幾いく百ひやくとなく火花が散って、数多あまたの質量を一気に打ち倒たおしていく。

　何が、起きているのか。

　振ふり返ったイザヤが、彼らの名を呼んだ。

「〈槍ランス〉……っ！」

　複数の装そう甲こう車しやを基き盤ばんとして、数十人からなる重装備の軍隊が、イザヤの背後へ現れていたのだ。

〈槍ランス〉。

　情報操作の〈塔ルーク〉とは対ついをなす、御みさ陵さぎ市しの守護部隊。

「第三部隊、状じよう況きようを開始する！」

　掛かけ声とともに、さあと霧きり雨さめのような何かが噴ふん霧むされた。

　その水を受けると、機き関かん砲ほうにさえ耐たえきった〈獣ベステイア〉たちが、大いに体勢を崩くずして怯ひるんだのだ。

　聖せい水すい、聖せい油ゆによる祓ふつ魔ま陣じん。

　それも、低位の〈獣ベステイア〉なら効果のある代しろ物ものだった。

　今のような中ちゆう途と半はん端ぱな〈獣ベステイア〉たちであれば十分。

　多くの〈獣ベステイア〉たちが悲鳴をあげた隙すきに、倍する量の砲ほう弾だんが叩たたきつけられる。装そう甲こう車しやからのロケット砲がそれに追い打ちをかけて、ビルの低階層ごと〈獣ベステイア〉を破は壊かいする。

　かつてイザヤが見ていたいつよりも、その連れん携けいは巧たくみであった。

（違ちがう）

　別の理由を、少年は看破した。

　単に、〈槍ランス〉の連携が変化したのではない。

　司し令れい塔とうとなっている人間が、異常なのだ。

「二時から四時へ、第二部隊七秒掃そう射しやを。第三部隊、祓魔陣維い持じ」

「第三部隊祓魔陣を維持しつつ、第四部隊に交代。第二部隊、三時から五時へと援えん護ご射しや撃げきを」

　けして荒あららげてはいない──しかし戦せん闘とうの最中にさえ搔かき消えない声。

　機関砲の轟ごう音おんからすれば、いくら無線だろうがまともに聞こえるはずはないのに、その声はまるで神しん託たくのようにイザヤの耳にまで届いた。

「な……っ！」

　イザヤが、息を飲む。

　装甲車の間に、その司令塔が佇たたずんでいたのだ。

　まったく無防備に見えるその姿は、たおやかな尼に僧そうであった。

　世界を手のひらに転がしているかのような、圧あつ倒とう的てきな戦術眼。どれだけの修しゆ羅ら場ばを経験すれば、これほどの指揮ができるのかと眼めを疑うほどなのに──

　なのに。

　尼僧は、眼を閉じていた。

　いいや、そもそも尼僧は盲もう目もくのようであった。凪ないだ湖のごとき横顔からは、過去の聖せい女じよたちを彷ほう彿ふつとさせる敬けい虔けんさしか感じられない。

「掃射、やめ」

〈槍ランス〉に命じて、ゆっくりと尼僧が歩き出す。

　イザヤの隣となりを抜ぬけて、残存した〈獣ベステイア〉たちが待つ最前線へ。

　怒いかり狂くるった〈獣ベステイア〉たちは、無論逆転を期して、その尼僧へと襲おそいかかった。手負いならではの速度は、さきほどイザヤを襲ったときにも勝まさるほどだった。

　刹せつ那な。

　尼に僧そうの聖職衣カソツクが、展開したのだ。

（断罪衣イスカリオテ……っ！）

　イザヤの、喉のどが詰つまる。

　厳おごそかに紡つむがれる、機械福ふく音いん。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せい女じよルチアの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち三万八千三百七十七回の試行を開始します」




「私は模も倣ほうします」






　清せい冽れつに、その声が流れた。

　尼僧と機械音声のふたつが混ざり合い、白と朱しゆ色いろで構築された──新しい断罪衣イスカリオテを顕けん現げんさせる。両手の甲こうに精せい緻ちな花と短たん剣けんの彫ちよう刻こくがなされた断罪衣イスカリオテは、カルロの機械型ともノウェムの電子型とも違ちがう、むしろイザヤのそれに近いつくりであった。





「──私は模倣します。聖せいルチアの失われた瞳ひとみを」






　その奇蹟は、まさしく尼僧の身体からだに宿っていた。

　縦じゆう横おう無む尽じん、十数体の〈獣ベステイア〉が一度に襲おそいかかったその隙すき間まを抜ぬけて、すべての爪そう牙がに尼僧は空くうを切らせたのだ。イザヤですら防ぼう御ぎよするのが精せい一いつ杯ぱいであった攻こう撃げきを、髪かみの毛一本すら掠かすらせずに躱かわしていく。

　まるで、未来を見通すかのよう。

　ありとあらゆる〈獣ベステイア〉の動きを、尼僧は盲もう目もくの瞳で見抜いているかのよう。

（聖ルチア……）

　イザヤも、その名を知っている。

　ひととおり聖せい霊れい教きようの歴史と聖せい典てんを教え込こまれただけの少年にとっても、その名前は特別に刻み込まれていた。

　シラクサのルチア。

　拷ごう問もんで眼球をくりぬかれてなお、神の恩おん恵けいをもってすべてを見通せたと言われる聖人。

　聖せい誕たん祭さいに前もって行われる聖霊降誕節アドベントの──その最初にわざわざ聖ルチア祭がとりおこなわれるほどに、聖霊教にとって重要な聖人であった。

　ならば、その模倣奇蹟も必然──。

　文字通りの、神の視点。

「ふっ──！」

　大きく、尼に僧そうが跳はねた。

〈獣ベステイア〉たちの間を縫ぬって。

　すべての〈獣ベステイア〉が集まるそのタイミングを、待っていたに違ちがいない。





「我は模も倣ほうする」






　その声は、まったく別の方角から聞こえた。

　断罪衣イスカリオテで強化されたイザヤの視覚は──離はなれたビルの屋上から狙ねらいをつける、もうひとつの人ひと影かげを捉とらえたのだ。

　機き関かん砲ほうと右みぎ腕うでを融ゆう合ごうさせた、ラーフラの姿を。





「我は模倣する。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　どどおっ、と連続して砲ほう弾だんが放たれる。

　無数の砲弾に自らの意志を乗せて誘ゆう導どうする、ダビデの模倣奇き蹟せき。

　先の装そう甲こう車しやのロケット砲ですら耐たえ抜ぬいた〈獣ベステイア〉たちが紙くずのように貫つらぬかれ、その爆ばく縮しゆくに身を穿うがたれた。頑がん強きような〈獣ベステイア〉の肉体もその数割を削けずられては保もたず、たちまち塵ちりになって消しよう滅めつしていく。

　周囲の〈獣ベステイア〉が撃げき退たいされるまで、数分もかからなかった。

　文字通りの、殲せん滅めつであった。

「…………」

　茫ぼう然ぜんとしたままの少年へ、〈槍ランス〉の隊員が視線を寄せた。

「イザヤ……様……」

「イザヤ様……」

　しかし、一定以上近寄ってくるわけでもない。遠巻きに見つめたまま、彼らは動こうとはしなかった。

（…………？）

　その視線が、おかしかった。

　イザヤの知る〈槍ランス〉の隊員なら、慌あわてて駆かけつけてくるところだろう。彼らの崇すう敬けいの対象である『九く瀬ぜ諫いざ也や』の苦境に、黙だまっていられる者などいないはずなのに。

「何か……」

　言いかけたところで、イザヤは振ふり向いた。

　先の尼に僧そうが、こちらへと歩み寄っていたのだ。

「あな……たは……」

　掠かすれた声で問うたイザヤへ、尼僧は丁てい寧ねいに頭こうべを垂れた。

「シスター・レアと申しますわ？」

　戦せん闘とうでもそうだったが、日本語にはほとんど乱れが見られなかった。

　尼僧の名に、一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せて、少年は改めて訊きく。

「〈槍ランス〉の、指揮をとっていたのは？」

「ええ。ついさきほど、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行から、この都市の指揮権がわたくしに移行しましたので」

「ブラザー・カルロから、指揮権が？」

「はい」

　うなずき、尼僧は少年を見据えた。

　盲もう目もくの尼僧に視線などあるはずがないのに、イザヤは確かに感じた。

　見られた、と。

　自分の姿を、はっきりと見られたと。

　外側のことだけではない。ニセモノでしかない哀あわれな内側までを、今の一いち瞥べつですべて覗のぞかれてしまったかのような──。

「ブラザー・イザヤ」

　別の声が、少年にかけられた。

　さきほどのビルから降り立ったラーフラが、こちらへ向かっていたのだ。

「ラーフラ……さん。この人は……あなたの……」

　イザヤが問う。

　すると、ラーフラの代わりに尼僧の方が答えた。

「カルロにも説明しましたけれど、ラーフラはわたくしが教えた弟で子しにあたりますの」

「……弟子？」

　なぜか、ひどく不ふ吉きつな予感がした。

　助けられたはずなのに、もっと悲ひ惨さんなどこかに追い詰つめられてしまったような悪お寒かん。

「イザヤ様は、記き憶おくを失っているのでしたわね？　あなたとわたくし、カルロ・クレメンティと壬み生ぶ蒼そう馬まは最も親しい友でしたのに」

　表情はまったく変わらないのに、ひどく哀かなしそうな声だった。

　再び、その失われた瞳ひとみがイザヤを捉とらえる。

　捉えられた、とそう少年は思った。

「九く瀬ぜイザヤ」

（駄だ目めだ）

　と、思った。

　この女性は、致ち命めい的てきな言葉を吐はこうとしている。

〈獣ベステイア〉の爪そう牙がなどよりもよほど危険な、よほど決定的な言葉。

　それより、先に──

「シスター・レア」

　イザヤが、言う。

「──急いで、ノウェムと玻は璃りを」

「ええ、第九祭さい器きは回収しなければなりませんわね？　教団への協力者である朱と鷺き頭とう玻璃さんの救出も当然ですし、この地に住む無む辜この信者も同じことです。しかし、その前に訊きくことがありますわ？」

　イザヤの望みを、あっさりと尼に僧そうは打ち切った。

　そして、こう口にしたのだ。




「あなたは……本当に、わたくしと一いつ緒しよに戦った『九く瀬ぜ諫いざ也や』ですの？」




「…………っ」

　即そく答とうせねば、ならなかった。

　たとえ記き憶おく喪そう失しつだという設定にせよ、イザヤの教えられた『九瀬諫也英雄』ならば、申し訳なさそうに「自分でも分からないんです」ぐらいは言わないとならなかった。

　なのに、実際の少年は喉のどを詰つまらせただけだった。

「……そうですか」

　と、尼僧はうなずいた。

「では、仕方ありませんわね？」

「…………」

　師の言葉に、ラーフラは顔をそむけた。

　なぜか、その仕草が少しだけイザヤの胸に染しみた。何を意味する仕草かも分からず、しかしこの数ヶ月同じものを護まもってきたからこそ、この少年修しゆう道どう士しが視線をそらしてくれたように、イザヤには思われたからだった。




「異端審問官たるわたくしの権限をもって……あなたを、拘こう束そくいたしますわ」




　尼僧の言葉は、まるで死刑宣告のようにイザヤの耳に響ひびいた。
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　御みさ陵さぎ学院。

　中等部校舎の屋上から、朱と鷺き頭とう玻は璃りは地上を睥へい睨げいしていた。

　その周囲に、まるで騎き士しのごとく蟻ありの〈獣ベステイア〉が跪ひざまずいている。

　柔やわらかく柵さくに乗りかかった妖よう女じよの姿は、女王の倦けん怠たいとも映る。蟻の〈獣ベステイア〉に占しめられた敷しき地ちは、もはや学舎まなびやの雰ふん囲い気きも、聖せい誕たん祭さいの喜びも残してはいない。ほとんどの出店は無む惨ざんに破は壊かいされ、演劇などに使われていたステージも見る影かげもなく打ち壊こわされ、ただ黒い影だけがひしめいている。

　うぞうぞと、世界を這はいずり回るおぞましき〈獣ベステイア〉の群れ。

「我わが名はレギオン、大勢であるが故ゆえに──ね」

　と、妖女は聖せい典てんの一節を囁ささやいた。

　その囁きすら、万国の王を堕だ落らくさせかねないほどに淫いん靡びであった。

　無論、本来の玻璃ではなく、その内側に潜ひそむもうひとりの人格であった。

　──『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』。

「…………」

　妖女は、ひどく酷こく薄はくな眼めで、自らの王国を見下ろしている。

　バニラの甘あまい香かおりも、お好み焼きのソースの匂においもすでにない。

　いまだ降りしきる雪の中、さきほどまで狂くるった歌を唱和していた人間は、ほとんどが倒たおれていた。蟻の〈獣ベステイア〉たちも、そうした意識不明の人間たちを襲おそう習性まではないらしく、敷地をあてどなく彷徨さまよっていた。

　今の波動で〈獣ベステイア〉と化した者は、せいぜい百人にひとりといったところか。

　もとより第四区は学域とビジネス街に占められており、人口自体は少ない方だ。

　それが幸いした、と言っていいのだろうか。

「どうせ破は滅めつするなら……一度に破滅した方が良かったかもしれないのにね」

　真しん紅くの唇くちびるには、淡あわい感情の色が浮ういていた。どのような感情かまでは分からない。誰だれをも惹ひきつける妖よう艶えんさが、すべてを塗ぬり込こめてしまったようにも思えた。

　ぐるりと、その妖艶な顔が振ふり返ったのだ。

　その瞳ひとみには、彼女と真逆の存在が映っていた。

　美しい銀ぎん髪ぱつのツーテール。儚はかない紫水晶アメジスト色の瞳。その組み合わせを持つものは、御陵市にひとりしか──あるいは一体しかいまい。

「ノウェム」

　と、妖女は呟つぶやいた。

　銀ぎん髪ぱつのシスターは、いつのまにか階段を上り、屋上へ出ていたのだった。

　しかし、その顔色は痛ましいほどに蒼あおく染まっていた。

　もとより、普ふ段だんのノウェムならば、この屋上程度は跳ちよう躍やくひとつで済んだことだろう。わざわざ階段を使ったこと自体、人形の衰すい弱じやくを示していた。

　妖よう女じよは、小さく肩かたをすくめた。

「凄すごいのね。まだ動けるの？　断罪衣イスカリオテも展開できてないのに」

「この惨さん状じようは、あなたが原因ですか？」

　ノウェムが、問うた。

　たとえ身体からだは衰おとろえていても、その声は誰だれより力強かった。

「いいえ……そもそも、あなたは誰なのですか？」

「分かるの？」

「分かります。あなたは……玻は璃り様さまじゃありません」

　妖女を見み据すえ、ノウェムは断言した。

　同じ顔の、同じ声せい紋もんの少女でも、これは玻璃じゃないと言い切った。

　ひっそりと、妖女は笑った。

「そういえば、あなたは玻璃の体質を知ってたわね。〈獣胎エンブリオ〉だって、そういう風に理解してたかしら」

「はい」

　人形が、肯こう定ていする。

「玻璃様が〈獣ベステイア〉になったとすれば、今のあなたの状じよう況きようも理解できます。そして、〈獣ベステイア〉を滅ほろぼすために造られたのが私です」

「そうだったわね」

（……もうひとりのあたしは、イザヤ兄様に殺されたかったのでしょうけど）

　そんな思いを、妖女は胸の内に封ふうじ込こめる。

　代わりに、

「だけど玻璃よ。玻璃よりもずうっと玻璃らしい玻璃」

　くすくすと、笑えみを深めた。

　制服のスカートをつまみ、優美に一礼してみせる。

「あなたの知ってる玻璃よりも、ずっとずっと素直なだけ。──それに、もうひとつ言っておくと、これはあたしの仕し業わざじゃないわよ。間接的には影えい響きようがあったのかもしれないけれど、一応あたしが望んだ結果じゃない」

「信じられません」

「残念ね」

　と、妖女は肩をすくめた。

　冬の寒さに、ほんの少し口元が白くなった。




「じゃあ──信じられなければ、どうする気？」




　その問いに、ノウェムは言葉で答えなかった。

　代わりに、右手を打ち振ふったのだ。

「コード──0jp[image: ]GKU」

　その呟つぶやきが、ある種の電子コードを人形の右手に走らせた。

　ノウェムのはめていた腕うで輪わがどろりと溶とけ、たちまち鋭するどい剣けんと化したのだ。

　液体金属──〈聖せい十じゆう字じの剣〉。断罪衣イスカリオテに依い存ぞんせず、電子コードによってノウェムが自らの意思で制せい御ぎよしえる武装であった。

　人形自身の神速とあいまって、その一いつ閃せんは音さえ置き去りにした。

　無音。

　中空の雪さえ絶つ、凄せい絶ぜつな刃。

　ただし、斬きられたのは妖よう女じよではなかった。

　蟻ありの〈獣ベステイア〉たちが、ノウェムと玻は璃りの間に割り込こんで妨ぼう害がいしたのだ。割れた甲こう殻かくから真しん紅くと漆しつ黒こくの入り交じった体液をこぼしながら、その程度の傷は感じぬかのごとく、〈獣ベステイア〉はノウェムへ爪つめを振るったのである。

「────っ!?」

　しかし。

　驚きよう愕がくしたのは人形にあらず、妖女の側であった。

〈獣ベステイア〉たちに阻はばまれ、体勢を崩くずすかと思われたノウェムは、そのまま大きく横に跳はねて、屋上の柵さくを三角跳とびに蹴けったのだ。

　よもや断罪衣イスカリオテ抜ぬきにこれほどの高速機動を見せるとは、妖女にも予想の外だったろう。

〈獣ベステイア〉を迂う回かいした三次元の跳ちよう躍やくは、ノウェムと妖女を隔へだてていた距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめた。

　すかさず、空中より放たれる第二の刃。

　ほとんど物理法則を無視したその一いち撃げきは──確かな手て応ごたえを返した。

　雪の白に、真紅の血がしぶく。

　ノウェムの銀剣は〈獣ベステイア〉たちの隙すき間まをすり抜けて長く伸のび、妖女がたたらを踏ふんだのだ。

　ぽたぽたと雫しずくを落とす自らの腕に、妖女はそっと手を添そえた。

「容よう赦しやのないこと。本気そのものだったわね」

　その顔も、蒼そう白はくとなっている。

　考えてみれば、この妖女が痛手を受けたのは、壬み生ぶ蒼そう馬まと相対したときと今の、ただ二度きりではなかったか。

「この街は私です」

　と、ノウェムは口にした。

「だからこそ、この街を汚けがす異分子を許さないのが私です」

　それは、ノウェムの自己定義アイデンテイテイでもあったろう。人形としての機能を、街の中ちゆう枢すうたるサーバー・クリュプタに接続している人形は、文字通りの意味で、街の申し子と言えた。

「そう。──それは、相手が玻は璃りでもってこと？」

「…………」

「本気だけどお優やさしいこと。人形だなんて思えないわ。その躊ちゆう躇ちよがなかったら、こんな浅手ですまなかったでしょうにね」

　妖よう女じよの言葉は、ノウェムの一いち撃げきが本気であっても、殺意のなかったことを指し摘てきしていた。

〈獣ベステイア〉を滅ほろぼすのが存在理由レーゾンデートルと口にした、人形の行動とは思えぬ甘あまさ。

「それは、聖せい誕たん祭さいで少しでも仲良くなれた気がしたから？　それとも、朱と鷺き頭とう玻璃が大切なイザヤ様の友人だから？」

「次は、滅ぼします」

「でしょうね」

　ノウェムの言葉を、妖女も認めた。

　人間と同じように、人形も学習する。

　それは、自分の内側にある甘さを認めるということだ。このノウェムがどの程度自分の行動に自覚的かどうかはおくとしても、先のような命拾いは二度と望めまい。

「投降を勧かん告こくします。この惨さん状じようについての説明開示をできるなら、万が一命を長らえられるかもしれません」

「あたしと玻璃の両方に、モルモットとして生きろということ？」

「それを幸せと呼ぶか不幸と呼ぶか、定義できないのが私です。それでも、少なくとも玻璃様は受け入れるでしょう」

「かもしれないわね。でも残念」

　銀ぎん剣けんを構えてのノウェムの言葉に、妖女はかぶりを振ふった。

「──あなたは、今の一撃で終わらせなければならなかったのよ」

　すう、と腕うでを持ち上げる。

　制服を裂さいて一直線に入った傷から、こぼれた血の雫しずくは屋上のコンクリートに広がり、しゅうと音をたてて積もった雪を溶とかしていく。

「…………？」

　ノウェムが瞠どう目もくする。

　妖女の血の垂れた地点から、ぼう、と靄もやが広がったのだ。

　雪の屋上に、ゆるゆると立ち上る灰色の靄は、驚おどろくべきことに人のカタチを取った。

　いくつも、いくつも並び立ち、ぼんやりとした靄もやが人面のごとき相をつくりあげる。あたかも心しん霊れい写真のごときその景色は、しかしそんな凡ぼん庸ような感想ではすまない恐おそるべき悪お寒かんを、人形の背中にも走らせたのだ。

「──これ、は」

　靄を見回して、ノウェムが絶句する。

　第九祭さい器きとしてのセンサーをもってしても、それらの人ひと影かげの正体は摑つかめなかった。実体をもっているかどうかすらあやふやで、何らかのエネルギーの力場と言った方が近しい。

　それも、〈獣ベステイア〉の発するエネルギーに極きわめて近い何か。

「〈獣ベステイア〉のなりそこない。〈獣ベステイア〉にもなれなかった魂たましいの欠片かけら。あたしにかよわい『力』を捧ささげてくれる、情けない子羊たち」

　声こわ音ねは、哀あわれみとも侮ぶ蔑べつともつかない。

　その両方かもしれなかった。

　自らのことをなりそこないと呼んだ妖よう女じよへ、おびただしい靄は、ぞぞぞ……と集つどっていく。

　慰い撫ぶするように、妖女が手をあげる。

「何をするつもりです！」

　その動きを、ノウェムが鋭するどく制止した。

「どう思うのかしら？」

「もう一度この惨さん状じようを繰くり返すつもりなら、けして許しません」

　言い切ったノウェムを、妖女は少し怪け訝げんな目で見やった。

「さっきも似たようなことを言ってたけれど……これを、あたしがやったと思ってるわけ？」

「確証なしに、不確定要素を断定するような機能はないのが私です。ただしその場合、立場の判明しない相手の行動は不利益をもたらすと考えます」

「なるほど、それはあなたらしいわね」

　淡あわく、妖女が微び苦く笑しようした。

　対して、そうしたやりとりに緊きん張ちようを高め、周囲の〈獣ベステイア〉を牽けん制せいするかのように、ノウェムは剣けんを下段へと構える。

　第四区を狂くるわせた波動はいまだ人形を苛さいなんでいるのに、その構えからは微み塵じんも感じられない。

　小さな銀ぎん髪ぱつのシスターは、まるで鼠ねずみ一いつ匹ぴき通さぬ要よう塞さいとも見えた。

「──ふうん」

　そんなシスターの様子を見て。

　不意に、妖女が話題を変えたのだ。

「ねえ、あなただって、イザヤが大切なんでしょう？」

「…………っ！」

　一いつ瞬しゆん、人形の動きが止まった。

　その微び細さいな隙すきを見定めるかのように、妖よう女じよは続けて口を開く。

「そうよねえ。ずっと健けな気げなぐらい一いち途ずに、あの子を守っているんだものね。そうじゃないはずがないわよね」

「い、イザヤ様を第一優先順位とするのが私です」

「あら、ロボットのプログラムだからなんて言い張るつもりなの？　可か愛わいいこと。でも、そんなのありえないわ。だってあなた、ずっとイザヤの方を見てるじゃないの。あの子の安全を守るんだったら、見るのはあの子じゃなくて、あの子の周囲よ。そんなこと、いちいち説明されるまでもないでしょう？」

　くすくすと、妖女は口元に手をあてた。




「──気づいてなかったの？　それが恋こいでなくて何？」




「え？　あ、え？」

　途と端たん、人形はきょとんと目を見開いた。

　その話の流れを、まったく予想しなかったのだ。

　あれほど堅けん固こだった構えが隙だらけになるほどに、ノウェムは大きく動どう揺ようした。

「……私、が……その……今、何を」

　聞こえてなかったわけではない。

　ただ、理解を脳が拒きよ否ひしたのである。

　いや、そんな修辞は必要ない。単にノウェムという人格が、その言葉を受け入れられなかっただけだ。迂う闊かつに受け入れてしまえば、自分という器が崩ほう壊かいしてしまうと、そう感じてしまったのだ。

「私……私、は……」

　喉のどから心臓が飛び出そうなのを、堪こらえられない。

　今だって衰すい弱じやくから立ち直ったわけではないのに、それも分からなくなるぐらい、自分の芯しんがぐらぐらと揺ゆれている。

「……いいわね、そのウブな顔」

　そんな人形の動揺を舐なめるように見回して、妖女はさらに続けたのだ。




「実はね。あたしもあの子が気に入っているのよ？」




「────っ！」

　さらなる混乱が、思考回路を埋うめ尽つくす。

　数千、数万の複雑な並列演算を可能とするノウェムの脳が、今ばかりは一いつ瞬しゆんでノイズに埋め尽つくされたのだ。

（──何が、どうして？）

（──どうして、この〈獣胎エンブリオ〉が、イザヤ様と？）

（──イザヤ様は、この〈獣胎エンブリオ〉の人格と、接せつ触しよくしたことが？）

（──それより前に、どうして、〈獣胎エンブリオ〉が、イザヤ様を、気に入る？）

　思考が分ぶん裂れつする。

　惑わく乱らんする。

　そして妖よう女じよは、先ほどまでとはまったく違ちがう感情を込こめて、笑えみ崩くずれた。

「でもあたしはね。あの子を虐いじめたいの。あの子を苦しめたいの。かなう限り可か哀わい想そうな目にあわせて、これでもかってぐらいひどいことをして……あの子が潰つぶれて、頽くずおれて、もう立ち上がれなくなったところを抱だき上げてあげたいの」

　まるで、告白だった。

　言葉面づらは極きわめて過激で、正気とも思われない物言いなのに、その内側にあるのは童女のような純じゆん粋すいな感情こころであった。

　だからこそ。

　ノウェムも……しばし絶句した。

　冷れい静せい沈ちん着ちやくな、機械ならではの論理と倫りん理りをもってなる第九祭さい器きが、見事なまでに虚きよを突つかれていた。

「……あなたは……何をしようと」

「簡単よ」

　と、妖女はうなずいた。

「私は、ただ自分の欲望を果たしたいだけ」

　ひどく純粋な笑顔で、妖女は笑った。

「そのために必要だったら、この惨さん状じようだって利用するわ。こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい──『怒りの日デイエス・イレ』を始めてしまったどこかの誰だれかも歓かん迎げいしてみせる。分かるかしら？　あたしの恋こい敵がたき」

　微び笑しようする。

　どこかしら甘あま酸ずっぱく、悪いた戯ずらっぽい声こわ音ね。

　しかし。

　しかし、この場の惨状を見れば、けして看過できぬ発言でもあった。

　空気が、凍こおりついた。

「──歓迎する、のですか」

　静かに、ノウェムが言ったのだ。

　校舎の内側や学院の敷しき地ちでは、いまだ多くの学生たちが倒たおれている。

「これを歓迎すると、そう言うのですか」

　ある者は〈獣ベステイア〉に変えられ、ある者は異様な叫さけびによって喉のどから血を流し、今も苦く悶もんしながら地に伏ふしている。その中には、ノウェムのつくったクッキーやマカロンを頰ほお張ばり、笑っていた人も混じっているのだ。

　この悲劇を、どうして肯こう定ていできるというのか。

　逡しゆん巡じゆんを切り捨て、人形は言う。

「だったら、やっぱりあなたは、私の敵です」

「もちろん、そう言ったつもりよ？」

　すう、と妖よう女じよが手をあげると、先ほどの靄もやが再びぐるりと動き始める。

　ノウェムも〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を掲かかげた。

　互たがいの意思が、完全に決けつ裂れつする。

　強きよう烈れつな動機モチベーシヨンを得て、人形と妖女とはそれぞれに凄せい絶ぜつな戦いを覚かく悟ごした。これまで傍ぼう観かんしていた蟻ありの〈獣ベステイア〉たちもまた、その変化にぞろりと包囲を縮めていく。

　いまだ降り止やまぬ白雪は、あらゆる音を吸い込こむかのようであった。

『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』と第九祭さい器き、今ここに相対す。

　だが。




「──それは、良くないですね」




　そのとき、校舎の屋上に、別のものが漂ただよったのだ。

　蝶ちようであった。

　少女と人形と〈獣ベステイア〉たちの周囲に、おびただしい数の発光する蝶が現れたのである。

　紫むらさきに光る不可思議な蝶は、玻は璃りとノウェムの狭はざ間まで、雪と戯たわむれるように彷徨さまよった。やがて、その蝶が幾いく羽わも群れ集つどい、別のカタチを凝こごらせたのである。

「ええ、いかにも良くない。良くありません。第九祭器を相手にして、女王が壊こわれるような愚ぐは犯おかしたくない。それでは何もかもご破算で台無しです。せっかく整えた舞ぶ台たいを大おお鉈なたでぶち壊すようなものでしょう。いえ、壊れた舞台もそれはそれで見み栄ばえがするでしょうが、せっかくここまで来たのですから、できれば最後まできちんと演じていただきたい」

「あなた、は……」

　と、ノウェムが息を止めた。

「そう……そちらが」

　と、妖女は眼めを細めた。

　雪の中、蝶の形作った相手は、小こ柄がらな人ひと影かげであった。

「あら、綺き麗れいな子ね」

　妖女が言い──だが。

（…………？）

　その姿を、ノウェムは認識できなかった。

　声こわ音ねは、少年のものに思える。人形の内に搭とう載さいされたセンサーも、推測年ねん齢れいを声変わり寸前かその途と中ちゆうの、十二～十五歳程度のものと判断している。

　なのに、見えないのだ。

　最さい先せん端たんのセンサーで補強されているはずのノウェムの視覚に、相手の実体が捉とらえきれない。先ほど妖よう女じよが呼び出した靄もやのように、まるでエネルギーの総体のごとき曖あい昧まいなカタチであった。

（光学視覚強調、超音波探知アクティブからパッシブへ、赤外線探知優先度低下）

　センサーに、いくつかの補助指令を加えていく。

　やがて──別のものが見えた。

　包帯であった。

　血で黒ずんだ、汚よごれた包帯である。

　その相手は、髪かみの毛と眼球以外のあらゆる部分に、黒ずんだ包帯を巻いているのであった。

（どういう……ことですか……？）

　すると、相手はおやと声をあげて、自分の身体からだに触ふれた。

「おや、観測されましたか。なるほど、あなたからすると、僕はこんなカタチなんですね。あなたに観測されたなら、この街ではこれで固定されるか」
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　顔や頰ほおを撫なでて、面おも白しろそうに肩かたを揺ゆらす。

　妖よう女じよも眉まゆをひそめる。

「今姿が変わった？　あなた……ひょっとして、自分の身体からだも安定してないの？」

「お恥はずかしながら。いえ、本当に穴があったら入りたいとはこのことですとも。女王の拝はい謁えつにかなったと言うのに、僕ときたらこの案配。さっきまでの顔もわりと気に入っていたんですけれど、でもまあ包帯まみれってのも悪くないですよね？　それに、ようやっとこの第四区も浄じよう化かしました。教団もいろいろ抵てい抗こうしているようですが、もう少し待っていただければ、すべて完成します。どうぞ、ここはすんなりと退いていただけませんかね」

　饒じよう舌ぜつそのもので、言葉の継つぎ目さえろくにない。その口くち振ぶりと異様ないでたちもあいまって、この校舎の屋上は突とつ如じよとして狂騒劇ラプソデイの舞ぶ台たいに変じたようでもあった。

「何者ですか、あなたは」

　問うだけの気勢を取り戻もどしたノウェムに、包帯の少年はまっすぐ答えない。

　代わりに、妖女を見た。

　皇族を前にした道化ピエロのように、恭うやうやしく一礼する。

「女王を待っていただけの下げ僕ぼくですとも」

　そして、不意に薄うす暗ぐらい天空を見上げ、両手を広げて歌い上げたのだ。




「──いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」




「な──！」

　その言葉に、ノウェムは剣けんを握にぎりしめる。




「──いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」




「…………」

　その言葉に、妖女はただ冷ややかな視線を浴びせた。




「──だけど、神様が来てくれた」




　その言葉を、ノウェムは知っていた。

　その言葉を、妖女も知っていた。

　この半年、〈獣ベステイア〉になった者の多くが残していた言葉であった。

　自分たちの意義を見失い、自分たちの正しさを求めて、神という存在を希求したものたちの、哀あわれな泣き言。

　あるいは、儚はかない希望。

　包帯の少年は、まるで三さん文もん歌劇オペラのごとく、多弁を振ふりまき続ける。

「玻は璃りさんの内側にこもっていた女王を揺ゆさぶるためには、グラント神しん父ぷの〈強ごう欲よく〉が必要になりました。聖せい戦せんを経て、何もかもを救済したがったあの方の〈強欲〉は申し分なかった。それまでずうっと眠ねむっていた女王が、やっと小さく寝ね息いきをたてたのですから」

　それは、半年前。

　初めてノウェムが目覚めたときに遭そう遇ぐうした、〈強欲〉の〈獣ベステイア〉と──その〈獣ベステイア〉に喰くらわれた犠ぎ牲せい者しやの神父であった。

「揺さぶった女王を、バビロンの名にふさわしく目覚めさせるためには、〈傲ごう慢まん〉なる少女が必要になりました。醜みにくい蛾がでしかない自分を蝶ちようと錯さつ覚かくする、卑ひ賤せんな〈傲慢〉。ええ、女王にとて、そんな情けない〈傲慢〉が許せるはずもない。だからこそ、あの可か哀わい想そうな少女はふさわしかった」

　それは、五ヶ月前。

　新たにやってきたラーフラと合流し、自らを蝶と思っていた──哀れな蛾の〈獣ベステイア〉を滅ほろぼしたとき。

「目覚めた女王は、しかし自分のなすべき事を覚えてはいませんでした。それもまあ予想できたことではあります。だから、壬み生ぶ蒼そう馬まの〈怠たい惰だ〉を選びました。自らのなすべきをなさず、あるべきにあらず、そうなれない自分に焦しよう燥そうする者。女王としての役目を思い出してもらうのに、これほどの人材がほかにありましょうか」

　夏の日は、今だって鮮せん明めいだ。

　あのイザヤが初めて正体を見み抜ぬかれたとき。

　ノウェムは知らないが、妖よう女じよがただ一度壬生蒼馬に敗北を喫きつしたのもこのときだった。そして、妖女を連れ去ったとき、蒼馬は同じように言ったのだ。




　──『死とは目覚めだ。お前はお前のまま、自分の支配するべき〈獣ベステイア〉に喰われねばならん。そうすれば、自分の成すべきを思い出すさ』




　あれも、この少年の差し金であったか。

「それでも、〈暴食〉を切るはめになったのだけは予定外でしたけどね。あれは本当は、この日にまとめて使うはずの札でした。ええ、とっても残念です。気づかれるきっかけとなったのは、あなたの友達のせいですね──鏑かぶら木ぎ遙はるかとか言いましたっけ」

　鏑木遙。

　ノウェムの、初めての友達。

　教会の庭でマカロンを食べ、子犬のミカエルを連れてきてくれた大切で愛いとおしい──ノウェムと出で逢あうより早く、〈暴食〉の〈獣ベステイア〉に食われていた少女。

　だから。

　ノウェムが沸ふつ騰とうするには、十分な理由。

　人形だとか、第九祭さい器きとか関係ない。あるはずもない。

「あなたは──」

　何もかも忘れて、ノウェムは跳ちよう躍やくした。

　目覚めて初めて、これこそが正しいと確信を持った行こう為いであった。断罪衣イスカリオテの補助もなしに、人形の身体からだは弾だん丸がんのごとく飛び出して、〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を新たなカタチへと形成する。

「あなたが──この街を──遙はるかを──イザヤ様を！」

　その形状は、鎌かま。

〈銀十字の剣〉の内でも最大の攻こう撃げき力りよくを持つカタチが、儚はかない雪せつ片ぺんごと少年を薙なぎ払った。

　しかし、

「惜おしい」

　と、少年は評価した。

　獰どう猛もうなる銀の鎌は少年のか細い首もとに食い入ったまま、その包帯と肉に阻はばまれていたのであった。ばかりか、肉を断たったはずの鎌は、急激に盛り上がった少年の肉に挟はさまれて、抜ぬくこともかなわなくなっていた。

（『再構築』──！）

「断罪衣イスカリオテを展開していればともかく、今のあなたでは僕を傷つけられない。このあたりは、〈獣ベステイア〉と同じでして」

　申し訳なさそうに言った少年が、ゆっくりと包帯まみれの手を動かす。

　対して、ノウェムは動けない。衰すい弱じやくした身体ながら、全力で鎌を振ふるったそのツケは今人形を蝕むしばんでいた。

　その手が、ノウェムの胸を突つこうとした寸前。

　翻ひるがえり、手刀は横に流れたのだ。

　突とつ然ぜん横合いから襲おそってきた襲しゆう撃げき者しやを、その手刀が打った。数トンはありそうな襲撃者たちはまとめて屋上の柵さくへと激げき突とつし、その一部は校舎の下へと落下する。重々しい衝しよう撃げき音おんを聞くまでもなく、ひしゃげた外骨格の手て応ごたえだけで、襲撃者の正体は知れた。

　蟻ありの〈獣ベステイア〉たちであった。

「傍ぼう観かんしてくれると思ったのですが」

「気が変わったのよ」

　あっさりと、妖よう女じよは言った。

　蟻の〈獣ベステイア〉が突然少年を襲ったのは、彼女の指令によるものだったのだ。

「他人の手に転がされてるのって好みじゃないもの。それに、人を好き勝手にどうこうできると思っているその増ぞう上じよう慢まん──あたし以外の者に許すつもりはないわね」

　その笑えみこそ、薔ば薇らのごとし。

　まさに身勝手そのものの台詞せりふだが、この妖よう女じよにこれほど似合う言葉もなかろう。

　切り裂さかれた腕うでの傷へ、自らずぶりと指を突つきいれる。新たに迸ほとばしった血を屋上の柵さくから大地へと振ふりまき、こう叫さけんだ。





「これは私の血、契けい約やくの血なり。災わざわいなるもの、脆ぜい弱じやくなるもの、愚おろかなるもの、我わが血の一いつ滴てきを争い、貪むさぼり、飲み干さんがため、疾はやく疾く疾く我が前に来たりて頭こうべを垂れよ！」






　積もった雪の白を汚よごし、新たな血が地面に吸い込こまれる。

　ざわあと、無形のおびただしい気配がその雫しずくへと群がった。甘かん露ろを受けて、大地がわなないたように思えた。さきほどの靄もやなど比ひ較かくにもならぬ。群がる気配は津つ波なみにも嵐あらしにも匹ひつ敵てきして、一気に屋上へと殺さつ到とうした。

　すると、手刀で打ち倒たおされていた蟻ありの〈獣ベステイア〉たちが、むっくりと起き上がったのだ。

　ばかりか、彼らの身体からだはますます変質して、凶きよう猛もうなる角つのや牙きばを生やした。

　低階位でしかなかったはずの〈獣ベステイア〉たちが、突とつ然ぜん本来に数倍する『力』を受けたかのようだった。

「潰つぶしなさい」

　女王の命令に、蟻は従った。

　見かけだけでなく、その速度も数段あがった。

　重量級のグリズリーがかもしかの軽やかさを得たかのごとく、今度こそ包帯まみれのか細い首をちぎらんと、〈獣ベステイア〉たちがひた走る。

　一いち陣じんの、生ぬるい風が吹ふいた。

　その風を受けただけで、〈獣ベステイア〉たちは端はしから分解した。

〈獣ベステイア〉だけではなかった。

　妖女もまた、すうと瞳ひとみの輝かがやきを落として、低く呟つぶやいたのである。

「今のは……何……？」

　膝ひざを、がくりとついた。

　物理的な攻こう撃げきではなかった。実際、制服にも身体にも新たな傷はついていない。

　今の生ぬるい風は、〈獣ベステイア〉や妖女の『力』を支えている、その根源たる生命力を奪うばったのである。まるで陰よ府みから吹く風のようだった。

「主の吐と息いきでございます。お恥はずかしながら、さきほどこの第四区に響ひびいた波動は、主の寝ね言ごとのようなものでして」

　包帯の少年は、丁てい寧ねいに腰こしを屈かがめた。

　先に、ノウェムがあがってきた屋上の階段だった。

　その奥おくの闇やみに、妖よう女じよにも見えぬ何かが佇たたずんでいたのだ。

　巨きよ大だいではない。

　重苦しくもない。

　ただ深遠なる闇の向こうにわだかまった──遠い遠い何かであった。

「っ……！」

　そう。

　遠い、のだ。

　明らかに、自分とは次元の違ちがう何か。

　単なる〈獣ベステイア〉ともかけ離はなれた存在。

　この妖女が身内からぞくぞくと震ふるえを止められぬほどの──隔かく絶ぜつした気配であった。

「『怒りの日デイエス・イレ』に来たれる王です。あなたさまをずうっと待ちかねていた、この街の真の主でございます。この第四区の浄じよう化かを経て、ようやっと気配だけでもご案内できるようになった次し第だいでして。ほうら、どうぞあなたの言葉で讃たたえてくださいませんか、女王」

　恭うやうやしく、その少年は言った。

　妖女は、人差し指をあげた。

　くっ、と魔ま女じよのかぎ爪づめのように、その指が曲がった。

「呪のろってあげるわ。あなたたちに、けして安らかな日が来ないよう」

　もう一度、風が吹ふいた。

　先ほどのようなそよ風ではない。

　妖女の身体からだは、竜たつ巻まきにさらわれて浮うき上がった。

　ノウェムも同じように巻き上げられ──双そう方ほうが屋上のコンクリートに叩たたきつけられる。

　小規模なクレーターができるほどの一いち撃げきだった。ナノマシンによって強化骨格にすげ替かえられている人形はともかく、人間の身体しか持たない玻は璃りは絶命してもおかしくなかった。

　そのふたりの様子を確認して、

「──うん、一応生きてる生きてる。王様ってば荒あらっぽいから、ちょっと心配しちゃいましたよ？　でもまあ、まずは重ちよう畳じよう。もっとも問題が残ってないとは言いませんが」

　包帯をがさがさ言わせながら、少年が肩かたをすくめる。

「祝しゆく杯はいと参りましょうか、我わが主。あなたがきちんと目覚めてから」

　その細い手で、胸を押おさえた。

　第九祭さい器きと『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』。

　その双方を足下に、包帯の間から覗のぞく少年の瞳ひとみは、いかなる感情とも形容しがたい虚きよ無むの光を湛たたえていた。





２






　その部屋は、ひどく暗かった。

　一通りの調度は揃そろっており、電気も灯ともっているのだが、やはり暗く感じる。

　それは狭せまさや明るさといった物理的な問題ではなく、この部屋が用意された目的のためなのだろう。

「……イザヤ様」

「かまいません」

　躊ちゆう躇ちよしている背後の教団員に、イザヤはすっとうなずいて見せた。

「……では」

　遠えん慮りよ深ぶかげに背中を押おして、イザヤを狭い部屋に押し込こめると、教団員は部屋をロックした。

　イザヤを軟なん禁きんするための、教団本部地下の一室だった。

　あの後、シスター・レアによって拘こう束そくされたイザヤは第一区の地下まで戻もどされたのだ。

　偽ぎ証しようの容疑をかけられたとはいえ、仮にも『九く瀬ぜ諫いざ也や』を演じている者を牢ろう獄ごくに閉じ込めるわけにもいかず、少年はこの部屋に封ふうじられたのであった。

「…………」

　小さく息を吸い、部屋を見回す。

　奥おくには、もうひとりの人物がいた。

　ソファに深く座すわり込み、肩かたから緋ひ色いろの肩帯ストラを垂らした神しん父ぷであった。

「……カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行」

「や、イザヤくん」

　相変わらずの人を食った顔で、眼帯の神父が手をあげたのだ。

　まだその名前で呼ぶつもりか、とは言わなかった。

　教団の施し設せつである以上、この部屋にも監かん視し機構は備わっているだろう。せっかく容疑で済んでいるのに、自分からニセモノと認めてしまう必要はない。

　だから、少年は複雑な感情を胸に押し込め、つとめて平静な表情のまま近くのソファへと座った。

　少しして、自分の気持ちを落ち着けてから、訊きく。

「……いつまで、こうしてればいいんです」

「さて」

「カルロ」

　強く、イザヤは言った。

　すると、カルロは小さく息をついた。

「──そう、長くはないはずですよ。これだけの被ひ害がいにあってる以上、断罪衣イスカリオテの資格者をふたりも遊ばせている余よ裕ゆうはレアにもないでしょう」

「問題は、ノウェムと玻は璃りさんです」

　言外に、玻璃の体質のことを、イザヤは滲にじませた。

　すなわち、〈獣ベステイア〉を体内に孕はらんだ〈獣胎エンブリオ〉のこと。『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』の存在までは伝えてないが、その危険度は十分把は握あくしているだろう。

「……ノウェムの状じよう況きようはまだ確認が取れてないそうです。玻璃さんも分かりません」

　カルロは、軽くかぶりを振ふった。

　それから、少年を見み据すえた。

「あなたなら……どうなったと思います？」

「…………」

　少しの間沈ちん黙もくしてから、イザヤが答える。

「第四区はいまだ警けい戒かい状態にあるそうです。ノウェムが健在なら、可能な限りの手段をもってこちらに連れん絡らくするでしょう」

「そうでしょうね」

　と、カルロも納なつ得とくした。

「この街について一番把握しているのは、私でも教団のほかの誰だれかでもなく、街と同一化しているノウェムそのものです。あれから連絡がないということは、単に〈獣ベステイア〉の眷けん族ぞくだけではなく、より中ちゆう核かくのトラブルに巻き込こまれたと考えるのが自然でしょう」

　小さく、神しん父ぷはため息をつく。

　小さいけれど、耳にこびりつくようなため息だった。

「結局のところ、私たちのやっていることは、何もかも無む駄だなのかもしれません」

「…………？」

　イザヤが眉まゆをひそめる。

　一応、文脈に合ってはいる。

　今の台詞せりふが、カルロのそれにしては珍めずらしい──なんだかんだで、この青年が漏もらしそうにはない、ひどく後ろ向きな呟つぶやきだったからだ。

　だから、

「カルロ……？」

　思わず、声をかけようとしたところで。

　きょろきょろと天てん井じようを見回してから、青年神父は何かに納得したようにうなずいたのだ。

「はい、いいですよ」

「え？」

　なんとか優等生の顔を崩くずさず眉をひそめたイザヤへ、カルロはにっこりと笑って続けた。

「ここの監かん視しシステムは、私の声せい紋もんで特定の合い言葉を口にすると、サーバー・クリュプタお手製の欺ぎ瞞まん映像が流れるようになってまして。今なら、イザヤくんの地で喋しやべっていただいてもバレる心配はいらないかと。ええ、簡単な防音設備にもなってますし」

「な……っ！」

　激げつ昂こうしかけ、数すう瞬しゆんでイザヤは制止する。

　そして次の数秒で、制止の必要がないことを悟さとり、思わず怒ど鳴なりつけたのだ。

「だったら早くしろよ！　馬ば鹿かかてめえ、この腐くされ眼帯！」

「欺瞞映像をつくるにも、最低限のデータはいりますからね。この状態の私とイザヤくんが会ってどういう話をするか、それなりの蓄ちく積せきは必要だったんですよ。まあ、今いま頃ごろは適当に穏おん当とうな会話をしてるダミー映像が流れてる頃です」

「……ったく」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、イザヤが吐はき捨てる。

　いつものことではあったが、この眼帯神しん父ぷのやり口は、わざとこちらを挑ちよう発はつするような方針で一いつ貫かんしている。無論、精神的効果を狙ねらってもいるのだろうが、半分以上は本人の趣しゆ味みっぽいあたり、ますます腹が立つというものだった。

　当のカルロは肩かたをすくめてから、こう尋たずねる。




「……で、本当に、壬み生ぶ蒼そう馬まに会ったんですか？」




「────っ」

　イザヤが、神父へと視線を戻もどす。

「それも、もう聞いたのか」

「軟なん禁きんされていても、一応私のつくった街ですからね。それなりに抜ぬけ道もありますよ」

　へらへらと笑う眼帯神父を、イザヤは信用と不信が半々に入り混じった目で見つめてから、うなずいた。

「ああ、会った」

「どんな様子でしたか」

「どんなも糞くそもねえ。ぴんぴんしてやがったよ」

　イザヤの報告に、カルロは複雑な顔になった。

「……そうですか」

「お前と、シスター・レアと、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の戦友だったよな」

「ええ」

　カルロの肯こう定ていは、ことさら低く床ゆかを這はった。

　深く、遠く、過去の砂さ漠ばくへと潜もぐるかのようでもあった。緋ひ色いろに染まったその砂漠が、カルロを含ふくむ四人の、長く過ごしてきた場所だった。

「……壬み生ぶ蒼そう馬まの復活」

　ぽつりと、呟つぶやく。

「あなたの聖せいゲオルギウスの槍やりに消しよう滅めつさせられてなお……ですか。何度も使えるような裏技とは思えませんが、相手の評価をまたあげなければなりませんね。ああ、面めん倒どうくさい」

「……かもな」

　わざとらしく頭をかきむしるカルロへ、イザヤも珍めずらしいことに、素直に肯こう定ていした。

　それから、低い声で訊きいたのだ。

「……なんで、こうなった？」

「ん？　何がです？」

「ふざけんな。シスター・レアのことだ」

　詰つめ寄り、胸元を摑つかんで訊く。

「ラーフラのこともある。玻は璃りのこともある。お前ひとりじゃいろいろ手が回らないってのは分かるさ。でも、お前、さっきの裏技みたいにまだまだ余よ裕ゆうも残してるだろが。俺がまだ容疑で済んでる以上、決定的な証しよう拠こを握にぎられたってわけでもないはずだ」

　さらに顔を近づけ、強く睨にらみつけながら言う。

「他人を騙だますために生まれてきたようなてめえが……なんで物わかり良く、こんなところに閉じ込こめられてるんだ」

「これは、ひどい言いぐさですね」

　微び苦く笑しようしてから、しばしカルロは沈ちん黙もくした。

　重い沈黙だった。

　胃の底に詰つまった石を吐はき出すかのように、神しん父ぷは次の言葉を告げたのだ。

「……の街を覚えてますか？」

「その街の名前、確か前にも言わなかったか」

　イザヤが眉まゆをひそめる。

　そう。

　言われたのだけは、記き憶おくに残っていた。

　聖せい誕たん祭さいより前のことだ。浮うかれた学園に呆あきれつつ、イザヤが教団本部に顔を出したとき、カルロはその街の名前を口にしたのであった。

「ええ、あなたは覚えていなかった。でも笑えません。私もですから」

　自じ嘲ちようするように、カルロは唇くちびるを歪ゆがめた。




「たった一月前、特別指定教区──この御みさ陵さぎ市しのように造られた、特別な街のひとつが〈獣ベステイア〉に滅ほろぼされたんですよ」
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　御みさ陵さぎ市し・第四区は、戦場となっていた。

　比ひ喩ゆではない。

　文字通りに火線飛び交う、現実の戦場である。

　硝しよう煙えんと銃じゆう声せいで、数メートル先も曖あい昧まいとなったビジネス街。

　多くの電柱は傾き、学校区域へと向かうバス停は無む惨ざんに切り裂さかれていた。爆ばく発はつを受けたビルの外がい壁へきは、コンクリートを剝はがれて鉄骨剝むき出しとなった上、無数の弾だん痕こんと爪つめ痕あとを刻まれている。

　今も間断なく続く、身を震ふるわせる砲ほう声せい。

　銃声も怒ど鳴なり声も嘆なげきの声も、はたまた〈獣ベステイア〉の鳴き声も、すべてが混こん濁だくし、ひとつの色合いに塗ぬり込こめられていく。

　だからこその、戦場。

　蟻ありの〈獣ベステイア〉と〈槍ランス〉の軍勢とが拮きつ抗こうし、総力戦の様相を呈ていしていたのだ。

　区内には喪そう神しん現象にやられて取り残された者が多く、高層のビジネスビルが乱立する関係上、航空支し援えんの効果はさほど期待できない。結果として、地下階層から送り込む装そう甲こう車しやや、歩兵によって戦線は徐じよ々じよに前進しつつあった。

　主に、シスター・レアの辣らつ腕わんによるものだった。

〈獣ベステイア〉の軍勢に対して、シスター・レアの能力はこれ以上なく発揮されたのだ。喪神現象による認識不能のため、レーダーや監かん視しシステムでは大おお雑ざつ把ぱにしか捉とらえられない〈獣ベステイア〉の動きを、聖せいルチアの模も倣ほう奇き蹟せきは完かん膚ぷ無なきまでに見み抜ぬいたのである。

　結果として、数百を数えた〈獣ベステイア〉は、すでに四分の一ほどを削けずられていた。

　もっとも、〈獣ベステイア〉の基本性質からして、戦線が一気に傾くこともない。〈槍ランス〉の隊員たちも、喪神現象にやられぬよう、精神汚お染せんから回復するためのローテーションを厳密に課されているからだ。

　突とつ破ぱを目前にしながら、そのまま押おし崩くずせないのは、実に歯がゆい状じよう況きようであった。

「……それでも、上々と言うべきですわね？」

　戦場の後こう陣じんで、ぽつりと呟つぶやきがこぼれた。

　区の境界近くに設けられた、作戦本部であった。

　御陵市では、〈獣ベステイア〉の勃ぼつ発ぱつに備えて、どの地区にも秘ひ匿とくシェルターが造られている。何の変へん哲てつもないアスファルトや歩道からでも、厳重に隠かくされていた防ぼう壁へきや自動機銃がそそりたち、〈獣ベステイア〉でさえ容易には侵しん入にゆうできぬシェルターを形成するのである。

　そうしたシェルターのひとつに守られて、シスター・レアは戦場の様子を複数のモニターで見つめていた。

　さきほどまで〈槍ランス〉の隊長格に囲まれていたのだが、今はひとりである。

　モニターを通している以上、模も倣ほう奇き蹟せきも停止している。

〈獣ベステイア〉との戦せん闘とうも、今はやや落ち着いている具合だった。

　何度かモニターの内容と報告書を見返しつつ、頭の中で突つき合わせ、結論を導いていく作業。

　それも、一分たらずで済んだ。

　呟つぶやきを、こう続けたのだ。

「……さすが、カルロの鍛きたえた精せい鋭えいというところかしら？」

　賞賛は、自らが指揮する〈槍ランス〉へ向けられたものだった。

　実際、そうだろう。

　普ふ通つうに考えれば、突とつ然ぜん指揮権が代わった上、もとの指揮官のカルロが軟なん禁きん状態となれば士気の減退は免まぬかれぬところだ。そうでなくても、『九く瀬ぜ諫いざ也や』が拘こう束そくされたというだけで──ニセモノかもしれないという話は厳重に口くち封ふうじしたものの──動どう揺ようするには十分である。

　しかし、御みさ陵さぎ市しの部隊は、いずれもレアの予想以上の力を発揮したのだ。

　理由は、単純。

　彼らは、その先を──より大事なことを見み据すえているだけである。

　いかなる政治力が動いていようとも、この都市を護まもるという大前提のためには、結局〈獣ベステイア〉と戦わざるを得ないのだと。

　その精神を指して、信しん仰こうの『力』といってもよい。

　愚ぐ直ちよくではあっても、確かに人類を守護している『力』であった。

　──と。

　シェルターに、入り口の開閉する音が鳴った。

　すると、振ふり向かぬまま、盲もう目もくの尼に僧そうの唇くちびるは優やさしい笑えみを刻んだのだ。

「……ラーフラ？」

「お忙いそがしいところ、申し訳ありません」

　黒いピアスをつけた少年修しゆう道どう士しは、四角四面な一礼とともに、シェルターへ踏ふみ込こんだ。

「いいえ？　可か愛わいい弟で子しが来てくれるならいつでも歓かん迎げいよ？」

　言って、シスター・レアはこう続けた。

「頼たのんでいた調査結果が出たんでしょう？」

「あくまで一通りですが」

「もちろんかまわないわよ？　こんな戦場で完かん璧ぺきな調査なんてできるわけないもの」

　一枚のメモリを受け取って、尼僧は聖職衣カソツクの懐ふところへ差し込んだ。

　当然だが、断罪衣イスカリオテはコンピュータの機能を併あわせ持つ。さきほど盲目の彼女がモニターの内容を識別できたように、こうして直結すれば、データの確認もできるのだった。

　肌はだに伝わる微び細さいな刺し激げきから、データ内容を判読する。

　そういったやり方が、盲もう目もくの彼女の身につけた読字法なのであった。

　自動的に流れる刺激へ身を委ゆだねながら、シスター・レアが口を開いた。

「ひとつ、訊きいていいかしら？」

「は？」

　答えを待たず、尼に僧そうがこう尋たずねた。

「あなたにとって、九く瀬ぜイザヤはどういう人でしたの？」

「申し訳ありませんが、どういう意味か分かりません。具体的に指示してください」

　ラーフラは、やはり無表情で問い返す。

　相手が師であっても、彼の態度は変わらない。

　もっとも、シスター・レアにしてみれば、それも可か愛わいくてならないらしかった。

　笑えみを淡あわくしながら、茶目っ気たっぷりに人差し指を左右に振ふる。

「難しく考える必要はないわよ？　言った通りの意味。あなたは、あの九瀬イザヤに好ましい感情を持っていたのか。それとも、イライラしていたのか。その程度のことだけど？」

「…………」

　少年修しゆう道どう士しは、少しの間瞼まぶたを閉じて、考える。

　それから、こう口にした。

「強さの……不安定な人ではありました」

「不安定？」

「純じゆん粋すいな断罪衣イスカリオテの能力と……〈獣ベステイア〉に抗あらがう意志の強さです。カルカッタでもニューヨークでも、多くの断罪衣イスカリオテ使いと共きよう闘とうしましたが、あれほど強さがぶれる人は初めてです」

　ラーフラの感想は、自分が来てからの、イザヤの変へん貌ぼうに根ざしたものだった。

　変貌、である。

　成長、とはまた違ちがう。

　あの少年は、まるで一日ごとに違う人物に変わっているように思えた。

　時には臆おく病びような鼠ねずみのごとく何らかの秘密を抱かかえ込こみ、時にはまさしく英えい雄ゆうのごとく勇ゆう敢かんに、この都市での戦いを続けてきた。

　明らかに両立しない、ふたりのイザヤ。

　それでいて、あの少年には、どちらの顔も妙みようにしっくりくるのであった。

　シスター・レアは、なぜだか困ったように頰ほおをゆるめた。

「そう……そんなところは、『九瀬諫いざ也や』と似てるのね？」

「本物の、聖せい戦せんの英雄とですか？」

「英雄ですって？」

　かすかに、尼僧は鼻を鳴らす。

　その笑えみに、ラーフラが首を傾かしげた。

「申し訳ありませんが、何かおかしなことを言いましたか」

「いいえ？　ただ、みんなそんな風に言うけれど、実際にあの子が聞いたらきっと困った顔をしたでしょうね？」

　尼に僧そうの答えに、ラーフラは沈ちん思しした。

　なんとなく違い和わ感かんを覚えたのだ。

　その理由を考えて、少年修しゆう道どう士しは改めて尋たずねた。

「シスター・レアにとっては、違ちがったんですか」

「そりゃ違ったわよ？」

　ごく当たり前の、つい昨日の天気でも話すみたいに、尼僧はあっさり太たい鼓こ判ばんを押おした。

「わたくしにとっても、カルロ・クレメンティにとっても違ったはずよ？　きっと壬み生ぶ蒼そう馬まや朱と鷺き頭とう玻は璃りにとっても違ったのでしょうね。みんながみんな、あの子に対しては違う一面ばかり見ていた気がするわ」

「……申し訳ありませんが、よく分かりません」

　ラーフラは、正直な感想を口にした。

　単に、伝説化された過去と、その伝説中の人物が触ふれてきた現実の差なのだろうか。

　自分の経験してきた戦いや、触れてきた人物に置き換かえてみようとしたが、うまくいかなかった。

　実際、それは当然ではないだろうか。

　聖せい戦せんで残された多くの謎なぞの中で、『九く瀬ぜ諫いざ也や』こそは最大の謎ではなかったか。

「…………」

　いくらかの間をおいて、ラーフラは視線をあげた。

「申し訳ありませんが、私からも訊きいていいですか」

「ええ。もちろんどうぞ？　わたくしの可か愛わいいお弟で子しさん？」

「やめてください」

　おどけた師の調子には付き合わず──少しだけ、照れ隠かくしみたいに黒玉のピアスに触れてから、弟子ラーフラは率直に尋ねた。

「シスター・レアは、あのイザヤが『九瀬諫也』のニセモノだと本当に思ってるのですか？」

「どうでしょうねえ？」

　悪いた戯ずらっぽく、シスター・レアは鼻の頭を撫なでる。

　そうすると猫ねこみたいに見えた。

「本物だとかニセモノだとか、大切なのはそんなこと？」

「は？」

　その台詞せりふに、ラーフラが間の抜ぬけた声をあげた。

「そもそも、正しく『九く瀬ぜ諫いざ也や』を評価できる人なんて、本当にいたのかしら？」

　謎なぞかけみたいに言ったシスター・レアに、ラーフラは怪け訝げんな表情を隠かくさずに訊きき返す。

「じゃあ、どうしてシスターは……」

　その答えよりも、尼に僧そうが軽く手首をひねる方が早かった。

　魔ま術じゆつみたいに、その掌てのひらへメモリが出現する。聖職衣カソツクの懐ふところに差し込こんでいたメモリを回収したのだ。

　どうやら、データの判読が終わったらしかった。

「ここで問題」

　と、急に尼僧は話題を変えた。

「これだけの眷けん族ぞくをつくっている〈獣ベステイア〉は、なんだと思う？」

　唐とう突とつかつ露ろ骨こつな切り替かえではあったが、師のやり方に慣れているラーフラは文句をつけなかった。

　代わりに、素直に自らの答えを告げた。

「……能力的には〈強ごう欲よく〉か〈暴食〉の〈獣ベステイア〉が妥だ当とうと思いますが」

　ラーフラの判断は、教団の人間として極きわめてオーソドックスなものだった。

　多くの〈獣ベステイア〉は、自らに根ざす大罪によって、基本的な能力を決定される。上級の階位に至るほど、多た彩さいで強大な能力を持つようになるが、結局のところ最初の大罪に影えい響きようされることは変わらない。

　そして、今ラーフラの言ったふたつの大罪は、眷族持ちの〈獣ベステイア〉の特とく徴ちようとして目されているものだった。

〈強欲〉は、すべてを得ようとする大罪ゆえに、自らが支配する眷族をつくる。

〈暴食〉は、何もかもを自分と一体化させようとする大罪ゆえに、自らの似姿となる眷族をつくる。

　実際に四ヶ月前現れた〈暴食〉の〈獣ベステイア〉が、何体もの眷族とともに御みさ陵さぎ市しを苦しめた事例は、ラーフラの記き憶おくにも新しかった。

「そうね。それが普ふ通つうの考え方」

　シスター・レアも、弟で子しの答えにうなずいた。

「でも、わたくしは少し違ちがうかも？　いいえ、今回の場合だけかしら？」

「どういうことですか」

「だってそうでしょう？　どちらの大罪も、犠ぎ牲せいになった人間を直接〈獣ベステイア〉に変えてしまう能力はあるけれど、こんな多数の人間を広こう範はん囲いにわたって眷族に変えてしまう『力』はなかったわ。もしそんなのが当たり前なら、世界はとっくに滅ほろんでいたわね？」

　嚙かんで含ふくめるような説明は、ラーフラにも容易に染しみわたった。

　つまりは、似て非なるもの。

　通常の眷けん属ぞくと、今回御みさ陵さぎ市しを襲おそっている悲劇は、上辺だけ似ていてもまったく異なる性質を秘ひめているという事実。

　そして、今回の方が遥はるかに凶きよう悪あくだということだった。

「だったら、何が……」

「ひとつ、仮説はあるわ。それとも……仮説じゃなくて、昔の記録というべきかしら？」

　ラーフラへ、尼に僧そうは一本の指をあげた。

「でも、それを実証する前に、会わなきゃならない人がいるわね？」

「…………」

　ラーフラの横顔に、鋭するどい緊きん張ちようが宿る。

　尼僧が言っている相手が誰だれか、この少年修しゆう道どう士しも直感したからだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ？」

　ことさら朗ほがらかに、尼僧は笑った。

　そうして、さきほどのメモリを示して見せたのだ。

「あなたの持ってきてくれたデータが……道を開いてくれるもの」





３






「特別指定教区が──〈獣ベステイア〉に滅ほろぼされた？」




　鸚おう鵡む返がえしに、イザヤはさきほどの言葉を呟つぶやいた。

　その声こわ音ねが、かすかに震ふるえていた。

　当然だろう。

　その恐おそるべき意味は、けして正当な教団員とはいえない少年にも、簡単に理解できたからだ。

「それってお前！　聖せい都とと同じように、まるまる一個の都市が地図上から隔かく離りされたってことかよ！」

「そうなりますね」

　あっさりと、カルロは認めた。

　聖都がどうなっているかは、教団でも一番最初に教えられたことだ。

　核かく兵へい器きテロによる放射能汚お染せんのため、都市ごと極ごく厚あつシェルターに封ふう印いんされた……というのは表向きで、〈獣ベステイア〉の猛もう攻こうに敗れ去った人類が、聖都を焼き払はらい、鉛なまりとコンクリートで強ごう引いんに埋うめ立てたに過ぎない。

　そして、世界でも聖せい都とにしか出現しなかった〈獣ベステイア〉が、各所に散らばるようになり、特別指定教区という砦とりでがつくられることとなったのも、この聖都での敗北によるものである。

　すなわち、特別指定教区の敗北は、人類の絶ぜつ滅めつにつながる──。

　そう信じられたからこそ、教団は全力を傾けて、都市を防衛してきたのではなかったか。

「なんで……そんなことを伝えてねえんだ！　報道規制かなんかだろうが、教団でまで隠かくす必要がどこにある！」

「理由なんてありませんよ」

　食ってかかったイザヤを、カルロは冷ややかな表情で迎むかえた。

「ない？」

「はい。皆かい無むですとも」

　胸むな元もとを捕つかまれながら、青年神しん父ぷは肩かたをすくめる。

「情報を知った誰だれもが、そのまま忘れてしまった……ただそれだけですから」

「な──っ」

　まるで子供みたいな言い訳に、しかし、イザヤは絶句した。

　そんな現象に、心当たりがあったのだ。

　たったひとつだけ。

「それ、は……」

　表情からイザヤの思考を読みとったか、カルロは深くうなずいた。

「ええ……喪そう神しん現象です」

　そして、こう続けた。

「いままで考えませんでしたか？　聖都が核かく兵へい器きテロを受けたとか、相当危険な『設定』を発表しているくせ、そんな不安を誰も口にしないことに。不自然に思いませんでした？　この御みさ陵さぎ市しだけでも何度も避ひ難なん警報を出して、実際に倒とう壊かいしたビルだってあるのに、みんな平和そうな顔で生活を営んでいることが」

「…………」

　そう。

　気づいては、いた。

　気づいていたけれど、目をそらしていた。

　そんなものなのだろうと、思っていたかった。

　喪神現象は、ただ〈獣ベステイア〉を見た者に影えい響きようするだけではない。彼らが汚けがした場所、彼らが壊こわしたモノ、彼らが殺した人間──そして、それらに関かかわったモノまでへも、忘ぼう却きやくの魔ま力りよくを及およぼすのだ。

　ならば。

　もしも、ひとつの都市がなくなって──それを認識できなくなったとすれば？

　本来、都市ひとつが消しよう滅めつするということは、ただ地図に空白ができるだけではすまない。

　民衆の不安をかりたてる上、経済活動や文化的活動にも大きな欠落となるからだ。明らかに生活レベルで影えい響きようが出ている以上、完全に隠いん蔽ぺいすることなど不可能なはず。都市とともに行ゆく方え不明となった多くの人間には、離はなれた場所の身内だってごまんといるだろう。

　だというのに。

　誰だれも、そのことに気づかない社会。

　大事なものがなくなったことにすら気づかず、平和そうに笑って──消えていくセカイ。

「そんなの……滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないか」

「滅茶苦茶ですよ、最初から」

　ため息とともに、カルロは続ける。

「〈獣ベステイア〉によって陥かん落らくさせられた都市は、彼らの纏まとう世界の歪ゆがみによって認識できなくなる。それは単に視覚などの五感で認識した場合に限らず、書物やネットワークのデータを介かいした場合も同じ。……そして最終的には、世界中の皆みなから忘れられてしまう。理解できましたか？」

〈獣ベステイア〉に負けるとは、そういうことなのだ。

　単に、生存区域を奪うばわれたというだけではなく、その欠落自体が人類の意識から消え去ってしまう──どうしようもない敗北。

　敗者だということすら認識できぬ、虚きよ無むの絶望。

　しかも、カルロはなお薄うすら寒く笑ったのだ。

「だいたい、聖せい戦せん終しゆう了りよう以来初めてってわけでもありませんよ」

「どういうこった？」

　隻せき眼がんに暗く冷たい影かげを落として、神しん父ぷは静かに口にする。

「特別指定教区は、残り六つとされていますけれどね。もともとはおそらく十を超えていたはずです」

「それ、て……つまり」

「想像の通りかと」

　金きん髪ぱつが、うなずく。

　どうしようもない絶望を、肯こう定ていする。




「この二年の間……すでに、特別指定教区はいくつも敗北してるんですよ」




「…………」

　イザヤも、完全に沈ちん黙もくした。

　途と轍てつもない告白であった。

　ここまで〈獣ベステイア〉と教団に関かかわってきたイザヤさえ、一体どういう風に受け止めればいいかも分からない。かろうじて維い持じできていると思っていた人類の砦とりでが、その実ずっと陥かん落らくし続けていたという事実。

　知らない間に、セカイが破は滅めつしていたという、真実。

「そのたびに、世界の空白地帯は大きくなり、教団の人間でさえその空白を認識することが難しくなっています。シスター・レアがかろうじて抵てい抗こうできているのは、彼女の模も倣ほう奇き蹟せきがまさしく認識に根ざしているためでしょうね」

　聖せいルチアの模倣奇蹟。

　神の眼めを許された尼に僧そうだからこそ、忘ぼう却きやくの魔ま力りよくをやっと免まぬかれられた。

　だが、そんな奇蹟をどうやって教団の全員が持ち合わせられるのか。そもそも、そんな必要があることだって、すべて忘れてしまうのに。

　こんな、真実。

　一体、誰だれが──こんな真実を知りたいと思うものか。

　どっと疲つかれが出たかのように、沈ちん黙もくが落ちた。

　部屋の薄うす暗ぐらさとよく似た、薄っぺらい沈黙だった。

　やがて、

「……怖こわい、ですよ」

　カルロは、自らの肩かたを抱だいた。

　黒い聖職衣カソツクの肩が、かすかに震ふるえていた。

　数秒経たってもその震えはとどまることなく、むしろ神しん父ぷ自身の手の中で、その強さを増していった。

「私も、怖い。本当に怖くてなりません。私は大事なことを忘れていませんか。本当はこの都市はとっくに崩ほう壊かいしてるんじゃないですか？　大だい丈じよう夫ぶだと思っているのは人間だけじゃないんですか？　ええ、正直に告白するなら、今だって逃にげ出したくてたまりません。枢すう機き卿きよう代行になんてならず、どうして真まっ直すぐに逃げなかったのかと、毎日後こう悔かいしています」

　初めて聞く、カルロの弱音。

　いつも飄ひよう々ひようとしていたこの男の──それでいて、不思議としっくりきてしまう本音。

「逃げたくなりましたか？」

「…………」

「もともと、あなたは『九く瀬ぜ諫いざ也や』のニセモノとして招しよう聘へいされただけの人間です。ここで逃げるのもよいでしょう。その程度の手立てなら、今の私でも用意できるかもしれませんよ？」

　イザヤは、すぐ答えなかった。

　ただ、思っていた。

（今のが……）

　今の告白が、カルロの抱かかえていた秘密だったのだろうか。

　全部とは限らない。

　だけど、確実にその一部であるとは思えた。御みさ陵さぎ市しに来てからの半年間のいつよりも、この男が身近に思われた。

　そして、

「……その、通りだよ」

　認める。

　認めざるを得ない。

「俺はニセモノだ。こんなところで立ち向かうような英えい雄ゆうじゃない。だいたい、こんな茶番劇、とっくの昔にうんざりだ」

　吐はき捨てる。

　うんざりだったのは、本当だ。

　自分の名前も告げられない三流役者なんて、ずっと前からまっぴらだった。

　なのに。

　なのに、腹ふつ腔こうから、ふつふつと温度を上げていくものがある。

　膨ふくれあがり、気管をつきあがって喉のどを熱くする感情こころ。その感情をなんと呼べばいいのか、イザヤには分からなかった。

「俺は、ここで逃にげるような人間だ。まったく、欠片かけらも、微み塵じんも間ま違ちがっちゃいない。こんな馬ば鹿かげた負け戦いくさに付き合う理由なんて、一ミリもない」

　その通りなのだ。

　どうしてだ。

　どうしてだろう。

　どうして自分は──今、恐きよう怖ふでなく震ふるえているのか。

「……イザヤ、くん？」

「だけど、そのままでいなくちゃいけないのか？」

　分からない。

　どうして俺は、こんな言葉をカルロへとぶつけているのか。

「壬み生ぶ蒼そう馬まが言った。──英雄ってのは特別だと。だからこそ信しん仰こうになる。だからこそ万人のよすがになる。そうなった時点で、そいつは人間じゃないのだと」

　だったら、自分は英雄じゃないだろう。

　生き汚きたないし、他人のよすがになんかなりたくもない。自分だけで手て一いつ杯ぱいで、この街でさえなければチンピラが関の山だ。

「シスター・レアが言った。──お前と壬生蒼馬と自分とは、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の最も親しい友人同士だったって」

　それぞれ性格に難はあるとしても、英雄の友人にふさわしい相手だろう。

　蒼そう馬まの猛たけ々だけしさも、シスター・レアの観察眼も、カルロ・クレメンティの知性も、それぞれ聖せい戦せんの戦士として何の申し分もない美徳だ。

　そんな素晴らしい性質なんて、たったひとつも自分は持ち合わせてない。

「玻は璃りが言った。──俺、学院じゃ人気者なんだってさ」

　おかげで、慣れないスピーチなんかさせられた。

　だいたい、その評価は、どこまであてになるものだろう。

　自分のことをいまだに『九く瀬ぜ諫いざ也や』だと思い込こんでいるあの少女は、ちょっと眼鏡めがねが曇くもっているかもしれない。『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』と呼ばれていたもうひとつの人格も、どこかイザヤのことを買いかぶっている節がある。

　あれだけ似ていないふたつの人格が、自分の評価については一いつ致ちしているのは、なんだかおかしかった。

「ノウェムが言ってたよ。──あいつが優先するのは『九瀬諫也』じゃなくて、俺自身なんだと」

　あのお人ひと好よしの人形は、いつだってイザヤを見つめていた。

　英えい雄ゆうじゃない。『九瀬諫也』じゃない。

　自分のありのままを見つめてくれていた。

　そのありのままを──イザヤは、今、否定する。

「カルロ・クレメンティ神しん父ぷ。お前に訊きく。──俺は、変わっちゃいけないのか？」

　そう。

　この自分が、本当にしたいことを、堂々と言い放て。

　昨日までの自分を、置いてけぼりにしてしまえ。




「俺は……英雄になっちゃいけないのか？」




　大きく、カルロがその隻せき眼がんを見張った。
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「……どうして、ですか？」

　と、カルロが訊きくまで、数秒かかった。

　その数秒間、眼帯神しん父ぷは言葉の意味を理解しかねていたようだった。

　別段難しい比ひ喩ゆを使ってるわけでもない、ごくごく単純な台詞せりふを、この青年が把は握あくし損そこねたのである。たかだか数秒の遅ち滞たいは、まさしく時間が止まったにも等しい奇き蹟せきであった。

「……どうして、いまさら英えい雄ゆうなんかになりたがるんですか？」

「理由がなきゃ、いけないのかよ」

　真正面から、イザヤは言う。

　少年の瞳ひとみは、けして勢いや思いつきで語っているようなものではなかった。

　だからこそ、カルロも気け圧おされた。

　何の陰いん謀ぼうも偽いつわりもなく、無む邪じや気きで無知な憧あこがれでさえなく、その代だい償しようも困難も惨みじめな最さい期ごも十分知り尽つくした上で、なお英雄などという供く物もつになりたがる少年に。

「犠ぎ牲せいになりたいわけじゃねえ」

　カルロの思考を読んだかのように、イザヤは言う。

「英雄どうこうなんて、所しよ詮せんはただの言葉だろうが。言葉ってことは人の捉とらえ方次し第だいってことだろう。お前や蒼そう馬まが言うような、腐くされて歪ゆがみまくった定義に乗っかるつもりは欠片かけらもねえっての」

　背せ伸のびするでも、無理に言いつのるでもない。

　でも、カルロにはとどめとなった。

　イザヤの言葉は、ただ真まっ直すぐにカルロの胸を刺さし貫つらぬく。ショックなどという生やさしいものではない。文字通り心臓を抉えぐり抜ぬき、背中まで貫かん通つうするほどの致ち命めい傷しようだった。

　いつか、そんな言葉を聞いた気がした。




　──『やだなあ、カルロさん。そんな大げさなものじゃないですよ』




　朗ほがらかで、穏おだやかで、少しだけ儚はかなげな声こわ音ね。




　──『蒼馬は大げさに言うでしょうね。シスター・レアなら聖せい人じんの立ち向かうべき試練だとか、そんな風に話すでしょう。玻は璃りだって難しい顔をしてうなずくかもしれません。でもね、そんなのはただの言葉でしょう』




　あの声は、誰だれだ。

　まるで神の啓けい示じのように、カルロの魂たましいに染しみついた言葉は。

　どれだけの時間だろうが、どれだけ強きよう烈れつな喪そう神しん現象だろうが、けして洗い流せない記き憶おく。

　カルロ・クレメンティという男にとっての、神しん託たく。

「……あ」

　その記憶に抗あらがうだけで精せい一いつ杯ぱいなのに──

「だから、お前の手を貸せよ」

　なんて、そんな馬ば鹿かげたことを少年は言うのだ。

「私の手……ですか？」

「お前がいるんだ。英えい雄ゆうとかいうくそったれになって、それでも生きて帰るために、俺にはお前が必要なんだ腐くされ眼帯」

　いつもぶっきらぼうな少年が、手を伸のばしたのだ。




　──『だから、あなただけは手を貸してください。僕を最後まで助けてください。そうしたら、僕はきっとこの聖せい戦せんを最後まで生き抜ぬけます』




　震ふるえた。

　今度こそ、芯しんから震えた。

　さっきの、喪神現象について語ったときとは違う。半ばはイザヤを挑発するつもりで、演技として見せていた震えとはまったく違う。

　断罪衣イスカリオテの代だい償しようによって塩の塊かたまりとなった眼球が──ひどく熱かった。

　どうかするとこぼれてしまいそうで、抑おさえるのに必死になった。

「カルロ？」

「何でも……ないですよ」

　その眼帯を、カルロはそっと隠かくした。

　それから、ため息をついた。

　まるで、自分の身体からだの中の空気を全部入れ換かえてしまおうとするような、深呼吸みたいなため息だった。ずっと窓も扉とびらも閉めきっていて、当たり前に腐りかけていた空気を、一気に解き放ってしまったような気分だった。

　津つ波なみか何かに、いろんなものを根こそぎさらわれてしまった気分であった。

「どうせ……具体的にどうするとかは考えてないんでしょう？」

「っ……」

　言うと、少年は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも喰くらったような顔をした。

　本当に案の定だ。この少年といい、かつての聖せい人じんといい、どうしてこうも闇やみ雲くもなのだろう。いや、そんなのと付き合っている自分だって相当なものだ。だから、こんなお節せつ介かいを焼くはめになるというのに。

「いやほら……そういう面めん倒どうくさいことは、お前が考えてくれるんだろう？」

　ほら来た。

　いつだって、自分はそういう役目なのだ。考えなしに引っかき回されて、損をひっかぶせられるのが、神様の与あたえてくださった試練らしい。ありがたすぎて涙なみだしか出ないが。

「ええ、選せん択たく肢し程度ならご用意できますよ」

　カルロは、わざとつまらなげに言う。

「でも、あなたがニセモノだと証明された場合、もう逃にがすこともできなくなりますよ？　リスクは大きくなる一方です。私の出せる報ほう酬しゆうもたいして増やせるわけじゃない。こちらから言い出すのが恥はずかしいぐらい最低の条件ですが、構わないんですか？」

「それこそいまさらだろうが。知らない間に世界ごと破は滅めつしてるよりマシだ」

　眼帯の奥おくを覗のぞき込こむようにして、イザヤが断言した。

　当たり前のことを、当たり前に。

　カルロは、少しだけ苦笑いして、

「了りよう解かいです」

　と、告げた。

「もうすぐ、こちらの準備も整いそうですしね」

「へえ？」

　もう一度、ふたりともソファに腰こしを下ろす。

　それから十数分ほどで、部屋の扉とびらが開いたのである。

「──カルロ様！」

　そこから、何人かの教団員が現れたのだ。

　イザヤも見覚えのある、カルロ直属の人間たちだった。シスター・レアの拘こう束そく命令に、彼らがカルロ個人へ抱いだいた忠誠心が上回ったらしい。

　そんな団員たちに、カルロが訊きく。

「できましたか？」

「はい。こちらに」

　教団員たちの差し出したメモリーに、青年神しん父ぷは頰ほおをゆるめた。

「なんとか……間に合いましたか」

　そう、呟つぶやいたのだ。

「何だよそれ」

　ぎょっ、と教団員たちが振ふり返る。

　カルロの手元を見たイザヤの言葉遣づかいが、あまりにぞんざいだったからだ。だけれど、カルロもイザヤもそれを気にした風はない。

　そのメモリを見せて、カルロは答えたのだ。

「玻は璃りさんの居場所です」

「な？」

「要は、玻璃さんの制服から、追つい跡せき用ようの粒りゆう子しが放散されるようにしていたんですよ」

　あっけらかんと、カルロは言う。

「ほとんどの電子装置は喪そう神しん現象に無効化されますし、人間の監かん視しをつけたところで同じ結果です。でもこの方法ならある程度確実に追つい尾びできます。〈獣ベステイア〉がいなくなった後で、探査員が追えばいいわけですからね」

「お前……何を考えてた？」

　イザヤの質問に、青年神しん父ぷは神しん妙みような面おも持もちになった。

「〈獣ベステイア〉たちの裏に、その動きを統とう率そつしている何者かの存在があることについては、昔から噂うわさされていました。それらが玻璃さんに対して特別な価値を見いだしていることも、ここ何回かの事件で明らかになっていましたよ」

「…………」

　少しの間、イザヤはそのメモリを見つめてから、問うた。

「まさか、お前、玻璃を……」

「囮おとりに使わせていただきました」

　カルロの言葉に、イザヤの表情が変じる。

　一いつ瞬しゆん怒ど気きを孕はらませ、しかしその感情をすぐに沈ちん静せい化かさせたのである。

「……どうして、そこまでする？」

　静かに訊きいた。

「私が、負け犬だからですよ」

　神父の答えは、極きわめて穏おだやかだった。

「大事な相手を護まもれなかった負け犬──それが私です。だから二度は負けられません。だから手段を選んでいられません」

　そのために、玻璃を囮に使ったのか。

　ノウェムはおろか、学園全体──いや御みさ陵さぎ市しを死の危険におびやかしてまで、〈獣ベステイア〉に勝ちたかったのか。

　いいや、

（もともとか）

　と、イザヤは皮肉げに笑った。

　そんな危険性は、最初から分かっていることだ。あの妖よう女じよの存在を知っていた自分だって同罪だろう。こんなところで責められるはずがない。

「分かった。乗ってやる」

「怒おこらないんですか？」

　意外そうに、カルロが瞬まばたきした。

「そんなのは、全部後だ。何度も似たようなこと言わせんな」

　獰どう猛もうに唇くちびるを歪ゆがめて、少年は言う。

　まったく──『九瀬諫也優等生』ではない。

　同じ顔をして、同じことを口にして、同じ理念を胸に抱いだいているというのに、この少年は『九く瀬ぜ諫いざ也や』ではありえなかった。

　だから、

「そうですね。私の英えい雄ゆう」

　カルロは、困ったように微び笑しようした。




「では手始めに、この街から取り戻もどしましょう」
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　夜半を過ぎても、降雪の勢いは衰おとろえなかった。

　ビルもアスファルトも、すべては白く塗ぬり込こめられ、戦場の悲ひ惨さんさを覆おおい尽つくさんとしているようだった。

　人の姿は、ない。

　動いているものは、雪と風と、その風にさらわれた紙切れぐらいのものだ。

　避ひ難なん警報の発令された区はどこもそうだが、人っ子ひとり見あたらぬ風景は、まるで人類だけが滅ほろびた世界の果てを見るようでもあり、ひどく幻げん想そう的てきかつ退たい廃はい的てきであった。

　これほどの長時間、ひとつの区が空白となった例は、御みさ陵さぎ市しの短い歴史では初であったろう。

　誰だれにとっても、長い夜になりそうだった。

　──とりわけ、今ここに集つどったふたりには。

　第四区。

　いまだ〈獣ベステイア〉に蹂じゆう躙りんされてない区画の、古びたビルだった。

　旧区画とまではいかずともそれに近い、教団の手が入る前の建物だ。コンクリートを打ち出したつくりも古さを強調してしまっており、おそらくは住人も戻もどらぬまま、ゆっくり朽くちていくのだろうと思われた。

　そのビルの裏手に、小さな墓地があったのだ。

　すでに忘れ去られた墓地なのか、一応聖せい霊れい教きようの体てい裁さいを取ってはいたが、きちんとした教会はなくぽつんと聖せい堂どうがあるきりだ。訪問者のいない石せき碑ひの群れは、寂さびしくうなだれているかのようにも見えた。

　その墓地へ入ったばかりの男が──ぐるりと振ふり返る。

　気配を、感じたのだ。

　まだ百メートル以上の距きよ離りがあったので、近づいてくるのを蒼そう馬まは待った。なんだか逢あい引びきみたいだなと思って、少しだけ面おも映はゆかった。

　──遠く、轟とどろく砲ほう声せい。

　戦場の音。

　ほかの区では、音波相そう殺さいによって消去させられているだろう響ひびき。

　入り口の石門に、やっと向こうの姿が見えた。

「お久しぶり、ですわね？」

　シスター・レアが、微び笑しようしたのだ。

「懐なつかしい顔に会ったなあ」

　蒼馬も、爽さわやかに破顔してみせた。

　ただし、この男の場合、笑え顔がおとは友好的な態度を意味しない。

　朗ほがらかに笑いながら人を殺せる相手なのだと──蒼馬本人もシスター・レアも、双そう方ほうが正しく理解していた。それも人の情を持たぬからではなく、この男にとっての情が他人と戦うことに向いているのだという、その『在り方』を知ち悉しつしていた。

　だからこそ逆に、ふたりともが和なごやかだった。

　本当に、久しぶりに出会っただけの、親友のように見えた。

　ここに至って、蒼馬とシスター・レアの間には、余人には分からぬ絆きずなが結ばれていた。

　ひょっとすると、『九く瀬ぜ諫いざ也や』とカルロ・クレメンティのふたりも加えた──四人のチームに結ばれていた、絆の名残なごりであった。

「どうして、ここが分かった？」

「ただの統計と推測ですわ？　いつも、あなた単独行動を取りたがったでしょう？　だから、第四区でも〈獣ベステイア〉の少ない場所をあたっていけば、あなたに遅おそからず会えると思ってました。後は、わざわざわたくしの模も倣ほう奇き蹟せきを説明する必要はありませんわね？」

　ラーフラの集めたデータは、それらの統計と照合するために使われたのである。

「なるほど、単独行動のせいか」

　蒼馬は、恥はずかしそうに頭を搔かいた。

「でも、お前だってそうだろ。指揮官がこんな前線に出てどうするつもりだ？　まだ〈獣ベステイア〉とドンパチやってるところだろ？」

「〈獣ベステイア〉の動きももう落ち着いてるでしょう？　もともと〈槍ランス〉はわたくしの指揮下ではありませんもの。この半日程度の観測データを渡わたせば、十分自律的に動けると思いますわ。もちろん、これはカルロの手て柄がらですけれどね？」

「そういう細かしいのは、あいつ得意だったもんな」

「あの人がいなかったら、わたくしたちのチームなんて最初から成立しませんでしたわ？　あなたもわたくしも基本的には好き勝手。肝かん心じんの『九く瀬ぜ諫いざ也や』もそういうことには興味がありませんでしたし、いつも胃のすり減る思いをしてたでしょうね？」

「苦く労ろう性しようだからな。そのうち禿はげるぜ」

「あの人のトンスラは見たかったですけれど？」

　聖せい霊れい教きようの聖職者がまま行う剃てい髪はつを口にして、シスター・レアはくすくすと笑った。

　蒼そう馬まも豪ごう快かいに肩かたを揺ゆらした。

　それから、尼に僧そうはこう尋たずねたのだ。

「昔のことを、まだ覚えてますか？」

「一応は」

　率そつ直ちよくなシスター・レアの質問に、蒼馬がうなずく。

　すると、尼僧はこう続けた。

「あのとき、ブラザー・カルロはあなたと共きよう闘とうすることに、不満を口にしてましたのよ？　不安定な精神状態のものと一いつ緒しよに決戦なんかできっこないと」

「へえ」

　これは知らなかったらしく、蒼馬が瞬まばたきする。

「それを、押おし通したのはわたくしですわ。友を信じられないなんてありえないと。ずっと四人一組フオー・マン・セルで戦ってきたのだから、最後までそうありたいと思うのは、乙女おとめ心ごころ過ぎたかしら？」

「さて、それはどうだろうな。俺はいろいろやりやすかったが」

　蒼馬の唇くちびるから、尖とがった糸切り歯が覗のぞいた。

　シスター・レアは……表情を変えなかった。

「もしも、あなたが裏切らなければ、聖せい戦せんは勝利に終わっていたかもしれません」

「ああ、そうだな」

　蒼馬も認める。

　それだけ、この剣けん士しの裏切りは大きかったのだ。

　それだけ、この剣士への信しん頼らいは大きかったのだ。

『九瀬諫也』と並び称しようされる、ただひとりの人物。英えい雄ゆうとしての評価こそ教団では一段落ちていたものの、圧あつ倒とう的てきな実力はその逆に『九瀬諫也』をも上回ると、最前線で戦う者たちは認めていた。

「だから今は、聖戦のときの裏返しをしてるのか？」

　からかうように、蒼馬は首を傾かしげた。

「裏返し？」

「おおさ。あのガキが出てこないってことは、お前が『九瀬諫也』を閉じ込こめてるんだろ？」

　イザヤが『九く瀬ぜ諫いざ也や』であるとも、そうでないとも、どちらとでも受け取れるような言い方を蒼そう馬まは取った。

　まさか、あの少年への配はい慮りよではあるまい。

　シスター・レアとカルロとがどの程度の協力態勢にあるのか、それを計っているだけだ。

「疑わしい相手をカルロが連れ出して、お前が閉じ込こめる。聖せい戦せんのまんま逆だな。──ふふん、この国には羮あつものに懲こりて膾なますを吹ふくなんてことわざもあるがね」

「何を言いたいんですの？」

「滑こつ稽けいってだけだよ、シスター・レア」

　蒼馬の眼まな差ざしは、むしろ優やさしかった。

　生者ではなく、死者を悼いたむかのような視線であった。

「かもしれませんわね？」

　と、尼に僧そうも口にした。

　古い墓地の中で、ふたりの断罪衣イスカリオテ使いはどちらも死者のように見える。

　蒼馬がその気になれば、尼僧の首は簡単に落ちるだろう。そんな厳然とした事実が想起させる風景かもしれなかった。

「ひとつ、予感がありましたのよ？」

　尼僧は言う。

「へえ、何だい？」

「今回の〈獣ベステイア〉は──まだ目覚めていないんじゃないですの？」

　シスター・レアの言葉は、蒼馬の眉まゆをかすかに動かした。

「……どうして、そう思った？」

「眷けん族ぞくとしては、先ほどの〈獣ベステイア〉はあまりに半はん端ぱです。〈強ごう欲よく〉の〈獣ベステイア〉としても、〈暴食〉の〈獣ベステイア〉としても不完全と言わざるを得ません」

　数時間前、ラーフラに語ったのと同じ言葉を、尼僧は告げた。

〈強欲〉も〈暴食〉も、今回の事件の条件を満たさないと。

「だったら、どうなんだ？」

「眷族ではなかったら？」

　初手で、シスター・レアは前提を覆くつがえした。

　すっと組み合わせた指を唇くちびるにやって、何かしら考えるような格好で続ける。

「たとえば、〈憤ふん怒ぬ〉とかどうかしら？」

　と、口にした。

「怒いかりはその烈はげしさゆえに、他人に別の感情を呼び起こしますわ？　嫌けん悪おでも憎にくしみでも悲しみでも、そうした感情の励れい起きは日常生活にもことかきません」

　ひとつずつ、大罪の意味を指し摘てきしていく。

　その軽やかさに反して、尼に僧そうの顔からは表情が失うせていった。瞼まぶたを伏ふせた横顔は、聖せい母ぼ像ぞうのようでもあった。

「では、そうやって呼び起こされた感情が〈獣ベステイア〉を呼び出すほどに強きよう烈れつだったなら？　この場合、多数の人間が一気に〈獣ベステイア〉に喰くらわれてもおかしくないのではないかしら？　ただし……それには、発ほつ端たんとなる〈憤ふん怒ぬ〉の〈獣ベステイア〉が、今までわたくしたちが見てきたのとは、比べものにならないぐらいの階位である必要があるでしょうけれど」

　つまりは、彼らは眷けん族ぞくではない。

　それぞれ、ひとつずつが独立した〈獣ベステイア〉であったという理り屈くつ。

　それでいて、蟻ありというひとつのカタチに絞しぼられていたのは、強烈すぎる〈憤怒〉によって呼び覚まされた感情が、やはり同じような結果を伴ともなったものか。

「それに……あなたが単独行動を取ってる意味を合わせれば、もう少し推測を進められます」

　蒼そう馬まへと、尼僧は水を向けた。

「もしも、その〈獣ベステイア〉が十全に動けているのなら、すでにこの都市は制圧されていることでしょう。わたくしや教団の力で抑おさえられるようには思えません。それがこうして生きていられるということは、何らかの理由で行動不能になっている可能性が高い。それを指して、眠ねむっているといっても間ま違ちがいではないですわね？　蟻の〈獣ベステイア〉の出しゆつ没ぼつが第四区に限られている以上、その大元も第四区の内側に思えますけれど？」

　するすると、シスター・レアは持論を並べていく。

　蒼馬も黙だまっていた。

　否定も肯こう定ていもせぬまま、剣けん士しはただそこに佇たたずんでいた。

　その相手へ、シスターは問う。

「ここが……〈獣ベステイア〉の眠れる地なの？」

「…………」

「答えてもらえません？　どうやって、あなたはここの〈獣ベステイア〉を目覚めさせるつもりですの？　それさえ邪じや魔ますれば、今回の一件は収束しますの？」

「…………」

　どちらにも、蒼馬は答えない。

　ただ一言、告げた。

「いらん知ち恵えをつけたな、シスター・レア」

「かもしれませんわね？」

「そうともさ。──こんな俺でも、友人はあまり斬きりたくなかったぞ」

　笑えみのまま、蒼馬の手が霞かすむ。

　一いつ瞬しゆんの遅ち滞たいもなく抜ぬき放たれる、居合いの刃やいば。

　二メートル近い刃の間合いは、蒼馬の身体運用と相まって、その数倍にも延長された。

　一足一刀。一呼吸で他人を切り伏ふせられる間合いは、この男の場合、優に十メートルを超こえる。迂う闊かつに踏ふみ込こんだ者は、痛みさえ感じず両断されるに違ちがいない。

　光が跳はねた。

　すなわち、シスター・レアの首元へ。

　刹せつ那な──果たして、その福ふく音いんが蒼そう馬まの耳に聞こえたかどうか。





「──我は模も倣ほうする。ダビデの投とう石せき器きを！」






　墓地をぐるりと迂回する魔ま弾だんが、蒼馬の背後から襲おそいかかったのだ。

　刃やいばがぶれる。

　必殺の刃筋がずれたと悟さとった瞬しゆん間かん、蒼馬は斜ななめ前へと前転した。魔弾の列はそのあばらを掠かすめて、幾いく多たの石せき碑ひと大地を穿うがち、爆ばく縮しゆくした。

　小規模のクレーターを連続させるその異常は、まさに魔弾の軍隊。

　それでいて、すぐそばのシスター・レアには傷ひとつつけぬ精密さ。

　狙そ撃げき手しゆの名など、言うまでもあるまい。

「なるほど、ふたりがかりか」

　蒼馬が苦く笑しようする。

　無論、その可能性を考こう慮りよしてはいた。

　ラーフラには、以前も奇き襲しゆうをかけられたことがある。元来が遠えん距きよ離り戦せん闘とう用ようの断罪衣イスカリオテである上に、冷静さと根気強さを併あわせ持った性質。修しゆう道どう士し相手におかしな言葉ではあるが、まるで狙撃手になるために生まれてきたような少年であった。

「ひとりであなたを追い詰つめられると思うほど、自うぬ惚ぼれてはいませんわ」

　レアの微び笑しようは、自らの弟で子しに対する信しん頼らいに満ちたものだった。

　そして、囁ささやく。





「──私は模倣します」




「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せい女じよルチアの第三種奇き蹟せきを起動。──すなわち三万八千三百七十七回の試行を開始します」






「させるかっ！」

　蒼馬の刃が、稲いな妻ずまと化す。

　それより早く、聖せい霊れい機関と尼に僧そうは囁きを終えた。





「──私は模も倣ほうします。聖せいルチアの不ふ壊かいなる身を」






　聖ルチアの、もうひとつの模倣奇き蹟せき。

　かつての婚こん約やく者しやの訴うつたえによって裁判にかけられ、不当な判決を言い渡わたされた聖ルチアは、しかし数百の兵士や雄お牛うしの一群をもってしても、びくとも動かなかったという。

　その奇蹟を纏まとった瞬しゆん間かん、蒼そう馬まの刃やいばはシスター・レアを傷つけられず、大きく弾はじかれたのだ。

　聖ルチアの第三種奇蹟は、シスター・レアの身を金こん剛ごう石せきよりも硬かたくするのであった。

「っ──！」

　刃が立たぬと見るや、大きく跳とび退すさった蒼馬へと、

「ラーフラ！」

　鋭するどく、尼に僧そうが叫さけぶ。

　その指示通りに、魔ま弾だんが乱れ飛んだ。

　石せき碑ひの間を縫ぬって、横っ飛びにぬるりと避さけたのは、蒼馬が身につけた武術の歩法。身を延べると言われる独特の動きがなければ、とうに五体を撃うち抜ぬかれているだろう。

（こい、つ──！）

　蒼馬が、奥おく歯ばを嚙かむ。

　単に、狙そ撃げき兵へいをおいただけではない。

　シスター・レアは、最初から自分を囮おとりにするつもりだったのだ。このタイミングで現れたのもけして偶ぐう然ぜんではあるまい。さきほどの質問も、意図の半分はラーフラの配置を完かん璧ぺきにするための時間稼かせぎだったのだろう。

　目の前の尼僧は殺せず、遠えん距きよ離りからの死の使いは絶対的。

　かといって、これ以上距離を取れば、尼僧は第二種奇蹟──聖ルチアの失われた瞳ひとみを行使する。蒼馬がどこに隠かくれようと、奇蹟の瞳は見み逃のがさぬはずだ。

　まさしく、このふたりは蒼馬にとっての天敵であった。

（それでも──！）

　ひとまずは、距離をおくしかない。

　せめて、シスター・レアが新たな奇蹟を紡つむぐだけの隙すきをつくれば──

　そう思ったときだった。

　近くの聖せい堂どうのガラスが砕くだけ、内側から魔弾の群れが降り注いだのだ。

　魔弾の誘ゆう導どうがラーフラの意思通りに行われる以上、墓碑の迂う回かいどころか、建築物を貫かん通つうさせての射撃だって思い通りである。無論、このあたりの地形は断罪衣イスカリオテによって記録されているに違ちがいない。

　かろうじて直撃を避けた足元が、立て続けに大きく抉えぐれた。

　もはや歩法など使わせぬとばかりに、石せき碑ひを吹ふき飛ばしながら円形に穿うがたれる大地。

　その中央へ、蒼そう馬まが釘くぎ付づけとされる。

「おいおい、そろいもそろって罰ばち当あたりなこったな？」

「──諦あきらめてくださいます？」

　と、冷たく尼に僧そうは告げた。

「あなたが一度〈獣ベステイア〉に喰くわれたのは聞いていますわよ？　いかなる手段でもう一度再生したかは知りませんが、もはや断罪衣イスカリオテが使える身ではないでしょう？」

　尼僧の言葉は、カルロの残したレポートによるものだった。

　壬み生ぶ蒼馬は前の事件の最後、自らの奇き蹟せきに耐たえられず肉体を崩ほう壊かいさせている。何らかの〈獣ベステイア〉の能力によって再生したとしても、再び聖せい霊れい機関を扱あつかえるようになっているとは思いがたかった。能力のタイプなどではどうにもならぬほど、根本的な部分で〈獣ベステイア〉と奇蹟とは反発するからだ。

「それとも、〈獣ベステイア〉として、自分の箍たがを外してみますか？　大罪に灼やかれて理性を無くしたあなたなど見たくもないですけれど？」

　ゆっくりと、尼僧が歩み寄る。

　盲もう目もくに拘かかわらず、やはり何の不自由も感じさせない。まっすぐに蒼馬を向いて、シスター・レアはこう口にしたのだ。




「もう一度だけ問います。……今回の〈獣ベステイア〉を止める方法を、教えてくださいませんか？」




　それは、シスター・レアにとって最後の譲じよう歩ほだったのかもしれない。あるいは、カルロを拘こう束そくしたのも、この意図があってのことだったろうか。

　かつて、カルロに友を信じるよう提言した尼僧は、今でも信じたかったのだろうか。

　蒼馬は、ただその瞳ひとみの光を淀よどませて、

「……ああ、そうか」

　ため息のように、呟つぶやいた。

　何か、とても大切なものをこぼしてしまったかのような吐と息いきであった。

「蒼馬？」

「……だったら、やっぱりこいつを使わんわけにゃいかんわなあ」

　その言葉に、シスター・レアも眉まゆをひそめた。

　すぐに、決断に至った。

　下へ手たな虚きよ勢せいを張る男ではない。殺せるところで──いや、滅ほろぼせるところで滅ぼす。

「ラーフラ──！」

　その、指示を出そうとしたときだった。





「我は模も倣ほうする」






　ひどく禍まが々まがしい福ふく音いんが、墓地に響ひびいたのだ。

　刹せつ那な、指示を待たずに放たれた魔ま弾だんの嵐あらしへ──蒼そう馬まの野の太だ刀ちが唸うなりをあげた。

　風を薙なぐ一いつ閃せんは、魔弾を切り裂さくにあらず、闇やみの瘴しよう気きを噴ふき上げたのだ。その瘴気に触ふれた端はしから、ダビデの魔弾までもが勢いをなくし、ぼとぼとと腐くされて足元へ落ちていった。





「我は模倣する。我は模倣する。我は模倣する」






　福音というよりも、呪じゆ言げんという方が近かったろうか。

　どう考えても聖せい霊れい機関を動かすにはふさわしからざる──神聖たるべき墓所を穢けがす、悪あつ鬼き羅ら刹せつそのものの気配に、シスター・レアさえ息を止めた。

「あなたは、何を──」

「別に、特別なことでもねえさ」

　牙きばを剝むいて、蒼馬は笑った。

「『力』ってのは結局のところ、どういう理り屈くつでも『力』だろ。だったら、清せい浄じような風だろうが腐った風だろうが、風車は動く。そんだけの話だ」

　蒼馬の纏まとっていた──聖職衣カソツクが歪ゆがむ。

　この場合、まさしく歪んだのだ。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せいロギノスの反はん奇き蹟せきを起動。──すなわち八万七千五百十四回の試行を開始します」






　まるで壊こわれたオルゴールのように、聖霊機関が歪んだ音をあげる。

　それに合わせるかのように、蒼馬の断罪衣イスカリオテもかつてとはまったく様相を異にしていた。

　武者の大おお鎧よろいに似ていた形状フオルムは、今は騎き士しの鎧に近かった。聖せい母ぼと鬼おにの顔を模していた肩かた当あてには、どちらもより邪じや悪あくな悪あく魔まの相そう貌ぼうが刻まれている。凄せい絶ぜつ獰どう猛もうたる主の横顔そのままに、鎧は異形の相を湛たたえて、禍々しく変貌していた。

「どこで、そんな──」

　シスター・レアが呻うめく。

　聖せい戦せん以降も、幾いく多たの〈獣ベステイア〉との戦いを経てきた彼女ですら、まったく知識にない現象であった。

　断罪衣イスカリオテならぬ断罪衣イスカリオテ。

　あえて呼ぶならば──

「自力だよ。もっとも、ちょっとした援えん助じよはスポンサーから受けたがね。あえて呼ぶなら──そう、大罪衣アンチ・イスカリオテとでも呼んでもらおうか」

　蒼そう馬まは、笑えみ崩くずれた。

　本当に嬉うれしそうに、最高の玩おも具ちやを受け取った子供みたいに。

　それは、聖せい戦せんの間この男を視てきたシスター・レアをして、初めて相対した表情であった。





「我は模も倣ほうする──ロギノスの槍やりを！」






　野の太だ刀ちを、掲かかげる。

　すると、蒼馬の持った柄つかからどろどろと漆しつ黒こくの瘴しよう気きがまとわりつき、野太刀のカタチを溶とかしていったのだ。見る見るうちに雄ゆう壮そうなる野太刀はその反りを無くし、刃やいばを別のカタチへと造り替かえていく。

　瞬またたく間に、武器は変じた。

　造り替えられた野太刀は、黒くろ塗ぬりの槍となったのだ。

「っ……」

[image: ]

　盲もう目もくの尼に僧そうに、その変化がどこまで視えたものか。

「分かるか？　槍やりだよ。やっぱりロギノスといえば槍だろうが。まあ、ローマの百人隊長も黒くろ塗ぬりの槍じゃあ業ごう腹はらかもしれんが」

　蒼そう馬まが笑う。

　実際、そうだろう。

　古代、救世主の脇わき腹ばらを刺さして殺害したるロンギヌスの槍──ここに顕けん現げんせり。





「我は模も倣ほうする！　ダビデの投とう石せき器きを！」






　怯ひるまず、ラーフラの魔ま弾だんは続けて放たれた。

　一いつ瞬しゆんだけ、蒼馬はそちらを向いた風に見えた。

　一瞬。

　そう呼ぶこともはばかられる、刹せつ那なをさらに刻んだ刹那。

　光──いや、闇やみだけが空気を断たった。魔弾はその内側へと吸い込こまれ、先ほどの状じよう況きようを再現しながら腐くされて落ちた。

　槍が、一いつ閃せんする。

　シスター・レアへと。

「────っ！」

　今度こそ、尼僧はその槍を避けた。

　いや、躱かわしきれはしなかった。全力をもって後方へ跳はね飛んだその二にの腕うでを槍は追って、シスター・レアの断罪衣イスカリオテを切り裂さいた。

　裂けたのだ。

　聖せいルチアの第三種奇き蹟せきを、蒼馬の槍は無効化せしめたのである。

　まさしくそれは、より上位の奇蹟か〈獣ベステイア〉にしか成せないはずの難事であった。蒼馬の纏まとった大罪衣アンチ・イスカリオテとやらが、断罪衣イスカリオテに拮きつ抗こうするという十分以上の証明だった。

「どうした？　シスター・レア」

　ふざけるように、蒼馬は牙きばを剝むく。

「ほら、ほらほら」

　十分に余よ裕ゆうをもって放たれる槍の、その凄すさまじさ。

　シスター・レアは、無む我が夢む中ちゆうで叫さけぶ。





「──私は模も倣ほうします！　聖ルチアの失われた瞳ひとみを！」






　盲目の瞳に、ありえざる光が宿った。

　すなわち、神の視座。

　墓ぼ碑ひを縫ぬった蒼そう馬まの槍やりの軌き跡せきを、尼に僧そうの瞳ひとみははっきりと予測した。数秒間の未来さえ確定させながら、その隙すき間まへと身を割り込こませ、シスターは跳はねた。

　とん、と墓石の横合いにステップを踏ふむ。

「あなた、は……」

　呻うめいた尼僧に、蒼馬がにっと笑えみを深めた。

「もとより俺の修めた武術は武芸百ひやつ般ぱんが売りでな。槍そう術じゆつは剣けん術じゆつと同じだけ鍛きたえさせられたもんだよ。──こんな応用もあるぞ？」

　呟つぶやきとともに、ぐるんと槍が回った。




「槍術・石せつ火か」




　石火とは、火打ち石からこぼれる火花を言う。

　この場合、まさしく火花のごとくに、槍の穂ほ先さきが弾はじけたのだ。誰だれの目にもとまらぬ速度で連続する槍は、尼僧の未来を打ち砕くだく。

（こ、れは──）

　分かる。

　分かってしまう。

　たとえ予測しようが、すべての回かい避ひルートを面で潰つぶす秘ひ槍そう。

（駄だ目め──！）

　ぐるりと、身を翻ひるがえす。それでも間に合わなかった。聖せいルチアの瞳が示す未来は絶対的で、いつものようにシスター・レアはそれを覆くつがえすことがかなわなかった。

　その予測通りに、別のものが割り込んだのだ。

「ラーフラ！」

　潜ひそんでいた少年修しゆう道どう士しが、シスター・レアを庇かばったのである。

　蒼馬の魔ま槍そうによって、少年修道士の断罪衣イスカリオテは深々と切り込まれ、明らかにラーフラの肋ろつ骨こつまで食い入っていた。

「へえ、ずいぶん師し匠しよう思いだったのな」

「……申し訳ありませんが、それだけじゃありません」

　褐かつ色しよくの肌はだに嫌いやな汗あせを伝わせながら、ラーフラは言った。




「この距きよ離りなら、喰らえますので」




　蒼馬も、見た。

　ラーフラの右みぎ腕うでが、機き関かん砲ほうと融ゆう合ごうしていたのを。

「──どんな風でも風車は動くと言いましたね。でしたら、これも同じ。〈獣ベステイア〉の『力』を喰くらえる私の模も倣ほう奇き蹟せきが、あなたの奇蹟を喰らえない道理はありません」

　少なくとも、シスター・レアは知っていただろう。

〈獣ベステイア〉の『力』を上乗せして放つ──ダビデの第二種模倣奇蹟。巨きよ人じんゴリアテの剣けんをもって、ゴリアテの首を落としたダビデの偉い業ぎように連なる特性。

　ごお、と砲門へ吸い込こまれる奇蹟の風が、蒼そう馬まの刃やいばに宿った黒い気配を吞のみ込む。

「…………っ！」

　初めて、蒼馬の顔に動どう揺ようが走った。

　彼も感じたのだ。

　自分の『力』を逆用され、その砲門の奥おくから相乗された何かが噴ふき上がるのを。





「我は模倣する！　ダビデの奪うばいし刃を！」






　至近距きよ離りからの漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうが、ラーフラと蒼馬をともに包み込んだ。





３






　第四区の趨すう勢せいは、大きく変じつつあった。

　蟻ありの〈獣ベステイア〉たちが、夜になって活動を再開したのである。

　これに応じて、〈槍ランス〉たちもシスター・レアの残した指示から、戦線をつくりあげる。御みさ陵さぎ市しの市道には隔かく壁へきがいくつもせりあがり、それらを基点として、多くの装そう甲こう車しやが行き来していた。

　砲声と、〈獣ベステイア〉の叫さけびとが入り交じる。

　喪そう神しん現象対策のローテーションもあり、戦せん況きようは拮きつ抗こうしたままだった。

　もう十時間以上にわたる全面的な抗争。しかし、喪神現象の影えい響きようは精神の底へと積み重なっており、いかにローテーションを繰くり返したところで、いつかは精神を蝕むしばまれ、戦せん闘とうなどおぼつかない廃はい人じんへと至る。

　そんな不安が、隊員たちの足元へそろそろと忍しのび寄ってきたときであった。

　まるで、彼らの頰ほおを張り倒たおすような、精せい悍かんな声が聞こえたのだ。

　機械と人間との入り交じった声こわ音ね。

　闇やみを切り裂さく、福ふく音いん。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せいゲオルギウスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






「……え？」

　誰だれかが振ふり向いた。

　普ふ通つうなら、戦いの最中にそんなことはしない。

〈槍ランス〉の人間は、誰もが戦場の教訓を染しみこまされている。人間と〈獣ベステイア〉との戦いは大きく異なるが、少なくとも戦せん闘とう相手から目を背そむけるなどという愚ぐ行こうをするはずもない。

　だけど。

　だけど、その福ふく音いんだけは。

　その福音を使う、たったひとりの英えい雄ゆうの名前だけは。





「──試行に失敗。パラメータ注入後、仮想現実の試行回数に問題発生。資格者の仮想現実保持に不足と判断。干渉領域と干渉度をそれぞれ三十四％に定義します。──再定義、再試行成功。すなわち四万四千七百七十八回の試行を開始します」






「今の、は？」

　今度の隊員たちの表情は、ある予感と感情に輝かがやいた。

　誇ほこりであった。

　予感に基づく誇り──つまり、自分たちの英雄と戦えるという事実が、この消しよう耗もう戦せんの最中にも表情を輝かせているのだ。人間にとって根源的な、自分が光の側にいるという実感。英雄とはまさにその象しよう徴ちようであった。

　だからこそ、福音はなお強く響ひびき渡わたる。





「我は模も倣ほうする。──聖ゲオルギウスの槍やりを！」






　槍というよりも、それは柱であった。

　白く、眩まばゆい破は滅めつ。

　闇やみ夜よを砕くだき、空気分子を焼き払はらう地上の稲いな妻ずま。

　何もかもを微み塵じんと化す光熱の龍りゆうは、有り余る聖せい霊れい機関のエネルギーを纏まとい、〈獣ベステイア〉たちの跋ばつ扈こする市道を水平に薙なぎ払う。極度の熱により市街の空気は水蒸気爆ばく発はつを起こしながら、その中央をのさばる〈獣ベステイア〉たちを蒸発させていった。

　光がおさまっても、膨ぼう大だいな熱はすぐには退ひかなかった。

　半ばは溶よう解かいし、半ばガラス状と化して、もうもうと蒸気を噴ふき上げるアスファルトを、〈槍ランス〉の隊員たちは茫ぼう然ぜんと見やったのだ。

　そして、振ふり返った。

「イザヤ様！」

　湧わき上がる、歓かん喜きの声。

　それを受け止めながら、イザヤは謝罪を口にしなかった。

〈槍ランス〉にではなく、〈獣ベステイア〉への謝罪であった。

　自分がたった今滅ほろぼした〈獣ベステイア〉たちに──ひょっとしたら救えたかもしれないのに、殺してしまった人たちへ謝らなかった。

　ただ、その苦しみを胸の内に吞のみ込こんだ。

（お前なら……どうだ？）

　自問する。

（『九く瀬ぜ諫いざ也や』なら……同じことをしたか？）

　今までに、何度も思った。

　英えい雄ゆうらしい行動とは何か？

　英雄としての在り方とは何か？

　英雄として謳うたわれていた『九瀬諫也』ならば、もっとマシな結果にできたのではないか？

　そんな繰くり返し。

　だけど、今は──

「イザヤさん」

　カルロの呼びかけに、イザヤは向き直る。

〈槍ランス〉の多くの隊員たちが、こちらを向いていた。

　いくつもの感情が、彼らの表情には渦うず巻まいていた。

　最初から信じていたという者もいれば、拘こう束そくの事実をいぶかしんでいる者もいる。それらが入り交じった者が一番多く、しかしいずれも同一の願いを秘ひめていた。

　自分たちも、戦いたいということ。

　英雄に頼たよるのではなく、英雄とともに戦いたいのだという、戦士の願い。

　だから。

（……預かって、やるともよ）

　彼らへ、手をあげる。

　たとえ偽いつわりであっても、それが彼らの命を奪うばうこととなっても──ひとつずつの命の重みを感じながら、イザヤは叫さけぶ。

「第四区を奪だつ回かいする。続け！」

『九く瀬ぜ諫いざ也や』らしいかどうかなど、最も早はや考えない。

　自分ができるかぎりの、かなうかぎりの強さをもって、訴うつたえる。

　途と端たん、大きく鬨ときの声があがり、イザヤを上部に乗せた装そう甲こう車しやたちが進軍し出す。半ば溶よう解かいしたアスファルトを、軍用の車輪が踏ふみしめ、戦場を切り開いていく。

　その途中であった。

「あれ、は──？」

　イザヤとカルロが、同時に空を振ふり仰あおいだ。

　離はなれたビルの陰かげから、湧わき上がった『力』を感じたのだ。




　黒い柱が、天空まで噴ふき上がった。
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「我は模も倣ほうする！　ダビデの奪うばいし刃やいばを！」






　漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうが、ラーフラと蒼そう馬まのふたりを吞のみ込こんだ。

　ダビデの第二種奇き蹟せき。

〈獣ベステイア〉が強大であるほど、その奔流は勢いを増す。

　罪を喰くらうがごとく、奔流はある瞬しゆん間かんで反転し、対象を中心に雪崩なだれ落ちるのだ。それまでのエネルギーがすべて凝ぎよう縮しゆくし、爆ばく縮しゆくする。〈獣ベステイア〉が自らの罪に打ちひしがれるかのごとき瞬間を、誰だれともなく『贖しよく罪ざいの時』と呼んでいた。

「ラーフラ……」

　それを視て、シスター・レアはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

　これも、ラーフラと打ち合わせていたことではあった。自らの愛まな弟で子しを犠ぎ牲せいにしてでも、壬み生ぶ蒼馬はここで討うち取らねばならない相手だった。あの男がこちらの予想以上の『力』を振るう可能性がある以上、それを逆用できるのはラーフラだけだったのだ。

　聖せいルチアの瞳ひとみをもってしても、漆黒の奔流の内側は視みて取れない。

「…………？」

　その眉まゆが、かすかにひそめられた。

　一向に、奔流が反転しなかったからだ。

　今にも反転せんと雪崩落ちかけた漆黒の奔流を、逆に、内側からの闇やみが切り裂さいたのだ。





「……我は模倣する。ロギノスの滅ほろびの槍やりを」






　呪じゆ言げんとともに、ぞんと裂さけ目が生じた。

　蒼そう馬まの槍やりが、雪降る天空へと突つき出され、エネルギー流を吹ふき飛ばしたのだ。垂直に突き立った黒い柱は、闇やみ夜よを覆おおう雲までも散らして、噴ふき上がる。

　それから、片手でラーフラを墓地へと投げだし、蒼馬はこきこきと肩かたを鳴らした。

　ひとつの奇き蹟せきが、もうひとつの反奇蹟に敗れた光景であった。

「ラーフラ！」

「っ……あ……」

　少年修しゆう道どう士しの断罪衣イスカリオテは大きく破損し、ケーブルや機械部分を露ろ出しゆつさせていた。裂け目からは火花が散り、聖せい霊れい機関さえぎこちなく空回りするばかり。

　その様子を見て、こちらはほとんど無傷の蒼馬が唇くちびるを歪ゆがめた。

「理り屈くつは正しい。ただ、半はん端ぱに齧かじり取った程度の『力』じゃ、俺を潰つぶすのは無理だろ」

「あなた、は──」

　愛まな弟で子しを庇かばうように、シスター・レアがきっと顔をあげた。

　蒼馬は、むしろ優やさしく言った。

「まだやるか、シスター・レア。お前だけじゃあ攻こう撃げき力りよくにはなるまいが。それとも、俺がいない間に新しい模も倣ほう奇蹟の応用にでも目覚めたか？」

「そんなもの……できるのは、あなたと『九く瀬ぜ諫いざ也や』ぐらいでしょう？」

　模倣奇蹟の応用。

　ひとつの模倣奇蹟にさまざまなアレンジを施ほどこす神かみ業わざは、シスター・レアの知る限り、史上ふたりしか達成した者はいない。

　すると、蒼馬は苦笑いみたいな表情になった。

「どうかな？　もうひとりいるかもしれないぜ？」

「どういう意味ですの？」

　シスター・レアが詰つめ寄る。

　瞬しゆん間かん。

　その脊せき髄ずいを。

　別の気配が、刺さし貫つらぬいた。

「あ……っ！」

　思わず、声があがった。

　脳のう髄ずいから爪つま先さきまでを一気に突き通すかのような、恐おそろしく冷たい気配であった。たとえ氷の杭くいに腹部から喉のど元もとまで貫かれたとしても、これほどの衝しよう撃げきはあるまいと思われた。

「やっと、お目覚めかよ。それとも、まだあくびってところか？」

　蒼馬も、かすかに顔色を青ざめさせて、振ふり返った。

　墓所の中心だ。

「〈憤ふん怒ぬ〉の……〈獣ベステイア〉……？」

　戦せん慄りつとともに、シスター・レアさえも硬こう直ちよくした。

　それは──盲もう目もくの尼に僧そうだからこそ、より強く感じる気配であった。

〈獣ベステイア〉の、気配。

　圧あつ倒とう的てきな闇やみを纏まとわせながら、ゆっくりと立ち上がった瘴しよう気き。

　その瘴気に包まれてはっきりとは目視できなかったが、〈獣ベステイア〉の姿はヒトガタをしているようだった。まだ外界の存在を認識しきれていないのか、鈍どん重じゆうに身体からだを動かしながら、赤く光る瞳ひとみを滑すべらせている。

　ヒトガタをしていても、けしてヒトではない怪物だと、それだけで尼僧は知った。




　そして、もうひとつ。




　もうひとつ、異変はあった。

　倒たおれたままのラーフラの近くへ、先の墓ぼ碑ひが吹ふき飛ばされていたのだ。

　ぼんやりとした少年修しゆう道どう士しの視界に、刻まれた名が映る。

　その名前に、ラーフラは眉まゆをひそめた。

「九く瀬ぜ……勇ゆう……哉や……？」
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　紫むらさきの蝶ちようが、舞まっていた。

　冬にあるまじき光景。雪に入り交じる蝶などは、不ふ吉きつな悪夢以外の何物でもあるまい。その光景が美しいほどに、違い和わ感かんばかりが際きわだっていく。

「やっとだ」

　包帯まみれの少年は、墓地を見下ろせるビルの屋上に、腰こし掛かけていた。

　柵さくの向こう側。

　ほんの少し体重を傾ければ、七十メートルからの位置エネルギーが、人間の身体など簡単に破は壊かいしてくれるだろう。そうでなくとも、高所からの景色は人間のバランス感覚を奪うばい、たやすく破は滅めつ的てきな願望へと誘さそい込こむ。

　そんな中で、ぶらぶらと足を動かしながら、少年は微び笑しようした。

「反救世主の……目覚めです」





４






　──暗がりに、なかなか目が慣れなかった。




　センサーを視覚重視にしたせいだと、思い至るまで数秒かかった。サーバー・クリュプタと電子的に切り離はなされているせいで、いつもより動作が鈍にぶい。それでも人形の頭に植えつけられた電子チップは、彼女の混乱が落ち着くよりも早く、視界を調整した。

　ぼんやりと、セカイが像を結ぶ。

　手足を特殊な金属錠じようで束そく縛ばくされていると気づいたのは、その後だ。

　地下、だろうか。

　やはりサーバー・クリュプタとは繫つながらなかったが、どうやら地下の一室らしかった。

　コンクリートを打ち出しただけの場所に見えるが、無論それだけではあるまい。教団の各種センサーを封ふうじるため、多くの妨ぼう害がい装置も働いているようだ。

　自分の不調も、そのためだろうか。

　熱っぽい額を押おさえ、肺にこもった息を吐はき出したところで、声がかけられた。

「ノウェム？」

「玻は璃り……様さま？」

　すぐ近くの床ゆかに、黒くろ髪かみの少女が座すわり込こんでいたのだ。

　ノウェムは、一いつ瞬しゆんまじまじと少女を見つめた。

　さきほどの妖よう女じよではない。

　確かに、いままでノウェムが接していた朱と鷺き頭とう玻璃であった。生徒会長として、朱鷺頭グループの会長として、ずっと胸を張って戦ってきた相手であった。

「ごめんなさい。あなたにも見られちゃった……のね」

　玻璃の微び笑しようは、ひどく哀かなしげだった。

「私の……〈獣胎エンブリオ〉。私の中に巣くってた……もうひとつの人格」

「イザヤ様は……ご存じだったのですか？」

「イザヤ兄様だけは」

　まるで想おもい人を打ち明けるみたいに、恥はずかしそうに玻璃は言った。

「もし、どうしようもなくなったら……私を殺してくれと、お願いしていました」

「…………」

　その言葉があまりにもこの少女らしくて、ノウェムは言葉に詰つまった。

　どのようなことを返せばいいのか、人形の電子チップは教えてくれなかった。サーバー・クリュプタと繫がっていてもきっと同じだったろうと、なぜかそんな風に思った。

「あの人格は……どのような存在なのですか？」

「分かりません」

　と、少女はかぶりを振ふった。

「話をできたこともありますが、今は黙だまったままです。ただ、『バビロンの大だい淫いん婦ぷ』なんて呼ばれていて、実際に凄すごい力を持っていますけれど、彼女も多くを知っているわけじゃないみたいです」

「……そうですか」

　噓うそをついているとは思わなかった。

　どうせ、偽いつわりを見み抜ぬくような機能は自分にないし、ここにきて玻は璃りが噓をつくメリットも見あたらない。

　ゆっくりと、周囲を見回す。

　がらんと何もない部屋で、扉とびらがひとつついているきりだ。おそらく地下だから窓がないのは当然としても、換かん気き扇せんさえないのは徹てつ底ていしている。妙みように息苦しいのは気のせいではなかったらしい。

「あの、包帯の少年は？」

「それも分かりませんが、どうやら取り巻きらしい人間が、さっき見回りに来ていました。今度戻もどってきたら、私を連れて行くそうです」

　そこまで口にして、少女は少しだけ黙だまった。

「あなたと話すのは、これが最後かもしれませんね」

「玻璃様」

　ノウェムの呼びかけに微び笑しようして、少女は自分の下腹部を撫なでる。人形の記録が確かならば、そこは〈獣胎エンブリオ〉としての刻印が浮うかんでいた場所だったはずだ。

　あの刻印は、今どんな風に少女を蝕むしばんでいるのだろう。

「いつも勝手ばかりさせてもらってました」

　と、玻璃は言った。

「こんな身体からだになって、〈獣ベステイア〉なんかと共生してて、本当ならすぐ死ねと言われてもおかしくありません。そうでなくても、サンプルとして扱あつかわれるのが当然の私を、カルロさんは庇かばってくれて、イザヤ兄様は記き憶おくを失っても慈いつくしんでくれました。それなのに……私には足りないんですよ」

　足りないのだと、少女は言い切った。

「何が……ですか？」

「私は……見たいんです」

　少女は、強く宣言した。




「私は、私をこうしてしまったものと……今でも戦いたいんです。ひょっとしたら今は……それにやっと近づけたのかもしれないと、そんな風に思ってしまうんです」




「…………」

　ノウェムは、茫ぼう然ぜんと少女を見つめる。

　この少女は、揺ゆらがない。

　いかなる真実を知ろうとも、けして戦うことを諦あきらめない。

　その強さが、ノウェムは羨うらやましかった。

　自分にはないものだから。

　ただ優先順位に従って守るだけの自分には、けして得られない強さだから。

「ねえ、ノウェム」

　と、少女が水を向けた。

「あなたは、イザヤ兄様のことを……」

　そう、言いかけたときだった。

　扉とびらが開いた。

　何人か、フードを被かぶった人間がそこから現れたのだ。

「っ!?」

　どうやら人間に思えたが、実情は分からなかった。

　ただ漠ばく然ぜんと、〈獣ベステイア〉の信者であろうと思った。前の事件以来、教団は徹てつ底ていして〈獣ベステイア〉の信者を洗い出そうとしたが、完かん璧ぺきな手て応ごたえは得られなかったのである。

　身動きできぬノウェムを尻しり目めに、それきりで玻は璃りは連れられていった。

　そして、

「…………」

　ノウェムは、その場に残されていた。

　血は、完全には止まっていない。しとどに聖職衣カソツクが濡ぬれていくのは気持ち悪いし、鉄てつ錆さびた臭においに吐はきそうになる。

　それでも、人形は身じろぎもしなかった。

　ただ、ずっと考えている。

　こんな状態になっても、電子チップやホルモンバランサーのサポートによって衰おとろえない思考は、ずっとひとつの問いに向けられている。

　ぐるぐると頭を巡めぐり続ける、ひとつの問い。




　──『気づいてなかったの？　それが恋こいでなくて何？』




　あの、妖よう女じよの言葉。

「……ああ」

　どうして、気づかなかったのだろう。

　本当に、私は人形だ。

　あの人にポンコツと罵ののしられても仕方ないくらいの、どうしようもないできそこないだ。

　だって、私はこんなにも──




「──イザヤ様のことが、好きなんです」




　まるで、その胸からこぼれてしまうかのように、ノウェムはかぼそく口にしたのであった。





〈了〉










あとがき






　お待たせしました。『イスカリオテ』五巻をお送りします。

　今回のお話は、聖誕祭クリスマスです。

　日本人でも誰だれもが知っているだろう、もはやひとつの宗教の枠わくを超こえたイベントです。神聖でありながら俗ぞくっぽく、人々に馴な染じんできた祝祭。そして、そこに忍しのび寄る〈獣ベステイア〉という名の災わざわい。誰にも止めようのない怒りの日デイエス・イレ。

　九く瀬ぜイザヤ──そう呼ばれている少年の物語は、いよいよ大おお詰づめを迎むかえました。

　あるいはそれに関係した人間たち、カルロや玻は璃りやラーフラ、はたまた自らを人間と認めていなかったノウェムにとっても、もはや後あと戻もどりできない速度で物語は加速します。




　また、勘かんの鋭するどい方なら気づいてるかもしれませんが、このシリーズは最初から一巻につきひとつの大罪をモチーフとしています。

　大罪の数は全部で七つ。つまり、後二冊プラス[image: α]で、最終巻となる予定です。ちなみにプラス[image: α]というのは、僕の構成力の問題で、うっかり早く終わっちゃったり、もう一冊必要になっちゃったりしたときの保険です（笑）。

　初期プロットから全七巻のシリーズと書いていたのですが、なんとかそれを目前にするところまで来られたのは、ひとえに皆みな様さまのおかげです。

　よろしければ、どうぞ最後のそのときまで、見守ってくださいませ。




　末筆ではありますが、今回もため息が出るほどのイラストを送ってくださった岸きし和わ田だロビン様（今回体調不良ということで口絵がなくて残念！）、細かいところまで手のとどく神しん学がく考証をしてくださった三み輪わ清きよ宗むね様、適切にこちらの尻しりを叩たたいてくださった担当編集のＹさん、とりわけ忙いそがしかった今回のスケジュールを支えてくれた家族に、感謝を捧ささげます。

　次は、秋にはお送りできるつもりです。




　二○一○年三月


『絶対ヒーロー改造計画』を遊びながら（コラボアイテムで断罪衣が出てますよ！）



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住の物書き。この巻が終わってる頃には引っ越しが終わってるはずですが、いろいろ同時進行の執筆で大変でした──もとい大変です。『ゴッド・オブ・ウォーⅢ』とかやりたい─。
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イラスト／岸きし和わ田だロビン

広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。
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